
は じ め に

うどんこ病菌とは子嚢菌類ウドンコカビ目（Erysiphales）ウドンコカビ科（Erysiphaceae）に所属す

る菌類の総称であり，世界で約1万種の被子植物に寄生することが知られている1）。そのすべては植物

の絶対寄生菌であり，絶対寄生菌以外のうどんこ病菌は知られていない。分子系統解析の結果2，3，4）で

は，うどんこ病菌は明瞭な単系統群を形成し，この単系統群内にうどんこ病菌以外の菌類が含まれるこ

とはない。うどんこ病菌は共通祖先種が植物への絶対寄生性という性質を一度だけ獲得し，それを現在

まで維持し続けてきた集団であると考えられる。

従来，本菌群の分類は他の菌類と同様に形態的特徴に基づいて行われており，最近までうどんこ病菌

の分類体系は1987年に発表されたBraunのモノグラフ5）が基準となってきた。しかし，1990年代末か

らうどんこ病菌でもDNA塩基配列データが蓄積されるようになり2，6），Braun5）の分類体系が必ずしも

生物の実際の系統関係を反映していないことが明らかになった。ほぼ同時にこれまで分類指標としてほ

とんど無視されてきた分生子世代の形態（アナモルフ）が重視され始め，属レベルの分類では有性世代

の形態（テレオモルフ）よりもむしろアナモルフがうどんこ病菌の系統関係をより忠実に反映すること

が明らかになってきた2，6，7）。これらの結果を受けてBraun8）とBraunandTakamatsu9）はうどんこ病菌

の属レベルの改訂を行った。しかし，この時点では種レベルの改訂はほとんど行われなかった。その後，
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さらに多くのDNA塩基配列データが蓄積されるに伴い，種レベルの改訂の必要性が明らかとなってき

た。そこで，BraunandCook10）は1987年のBraunのモノグラフ5）を全面的に改訂し，新しい分類体系

に基づいた新モノグラフを公表した。

今後，我が国でもこの新分類体系に従ってうどんこ病菌の学名を改訂していく必要がある。本稿は今

回行われた分類体系改訂の概略を述べるとともに，我が国に産するうどんこ病菌の新旧学名対照表を示

すことにより学名改訂の資料とすることを目的に作成した。なお，我が国に産するうどんこ病菌とは

BraunandCook10）の分布の項に「Japan」と記述されている種とし，可能な限り日本での原報告を確認

した。また，「Japan」と記述されていない種であっても我が国に発生することが明らかな場合にはリ

ストに挙げた。本稿で挙げた日本産うどんこ病菌は完全世代属で11属，種数は完全世代，不完全世代

あわせて264種15変種となった。この中には，形態的分類指標となるテレオモルフがわが国で確認さ

れていないのにもかかわらず，BraunandCook10）中に完全世代名がつけられているものも散見される。

その場合には注）として完全世代が未確認であることを記した。これらについては完全世代の探索およ

び記載等，今後の検討が必要である。

I うどんこ病菌分類体系改訂の概要

I－１ うどんこ病菌分類の歴史

世界のうどんこ病菌のモノグラフを最初に出版したのはSalmon11）であり，1科2亜科6属50種13

変種を記載した。Salmon11）の種概念は今日の感覚からすると広いものであったが，以後長い間世界の

うどんこ病菌の分類はこの種概念に準拠して行われた。その後，詳細な形態観察や接種試験により，

Salmon11）の種が実際には複数の種によって構成される複合種であるという考えが強くなった。Blumer12，13）

やJunell14）はSalmon11）よりも狭い種概念を取り入れ，新たにヨーロッパのうどんこ病菌のモノグラフ

を発表した。日本のうどんこ病菌のモノグラフを最初にまとめたHomma15）もほぼBlumer12）に準じた

分類を行った。その後，Braun5）はSalmon11）以来ほぼ90年ぶりに世界のうどんこ病菌を取りまとめた

モノグラフを出版した。Braunのモノグラフ 5）では18属の完全世代属が記載され，種数は完全世代で

435種，不完全世代で81種の計516種にのぼった。以後，世界のうどんこ病菌の分類はほぼこの分類

体系に準じて行われるようになった。Homma15）以来半世紀ぶりに日本のうどんこ病菌をまとめた

大谷16）および野村17）のモノグラフもほぼBraun5）の種概念に準拠した。Braun5）の分類はほぼすべての

分類学者に受け入れやすいものであったが，テレオモルフを基準にし，アナモルフを無視あるいは軽視

する従来のうどんこ病菌の分類体系をほぼそのまま踏襲するものであった。1997年にCooketal.7）が

分生子の走査電子顕微鏡観察を主体にして，アナモルフに基づく属レベルの新たな分類体系を提案した。

これは，従来のテレオモルフに基づく分類体系とはかなり異なるものであった。それにやや遅れる形で，

分子系統解析の結果が論文として公表され始めた 2，3，8）。これらの分子系統解析結果はアナモルフに基

づくCooketal.7）の分類体系とほぼ一致し，テレオモルフに基づく従来の分類体系を支持しなかった。

この結果に基づいて，Braun8）およびBraunandTakamatsu9）はうどんこ病菌の属レベルの分類体系の

大幅な改訂を提唱した。この新しい分類体系は大多数のうどんこ病研究者に受け入れられ，2002年に

はその概要が紹介された 18）。日本では高松 19）が新分類体系について概説しているので参照されたい。

この時点では属レベルの改訂が行われたのみで，種概念についてはほとんど手つかずの状態であった。

その後約10年間に分子データがうどんこ病菌の多くの属で発表され，従来形態レベルで認識されてき

た種の多くが実際には複合種であることが明らかになった。例えば，従来Erysiphealphitoides1種とさ

れてきたコナラ（Quercus）属に寄生するうどんこ病菌が少なくとも5種によって構成される複合種であ

ることが明らかとなり，これは形態的にも支持された20）。また，従来E．carpinicola1種と考えられてい

たシデ（Carpinus）属寄生菌が宿主植物の種ごとに別々の種に分割されるなど，分子データと形態観察

の組み合わせによって種概念が大きく変化してきた21）。さらに，複合種であることがほぼ明らかであり

2



2012年に発行される新モノグラフにおけるうどんこ病菌分類体系改訂の概説

ながら，形態的に分割することが困難であった Golovinomycescichoracearum，G.orontii22，23，24），Leveillula

taurica25，26），Podosphaerafusca，P.xanthii27，28），Phyllactiniaguttata29）なども分子データが公表された。これ

らの一部のもの，例えばG.orontii,L.tauricaおよびP.xanthiiは実際に一種のみから成る多犯性の菌を

含むことが証明されたが，G.cichoracearum，P.fuscaおよびPh.guttataはそれぞれ別々の植物群に寄生す

る小さな種の複合体であることが明らかになった。このような新規データの積み重ねにより，Braun5）

の分類体系は属レベルのみならず，種レベルでも大きく改変せざるを得なくなった。そのため，Braun

andCook10）は世界のうどんこ病菌をまとめたモノグラフを出版することにした。

I－２ 属レベルの変更点

完全世代の属レベルの分類体系はBraun8）およびBraunandTakamatsu9）で行われた改訂をほぼその

まま踏襲している。それ以降に行われた属レベルの主要な変更点を挙げると以下の様である。

①Typhulochaeta属の消滅 Typhulochaeta属をErysiphe属に統合し，Erysiphe属Typhulochaeta節とし

た。Typhulochaeta属は日本で記載された属であり，形態的にもユニークな属であるが，系統的には明ら

かにErysiphe属に入る。

②Brasiliomyces属の一部をErysiphe属に編入 Brasiliomyces属のうち，ブナ科に寄生するB.trina,B．

cyclobaranopsidis,B.kumanonesisをErysiphe属に入れ，Erysiphe属Californiomyces節とした。Brasiliomyces属

は多系統群であり，ブナ科に寄生するBrasiliomyces属の種がErysiphe属のクレード内に入ることが分かっ

たための措置である。その他のBrasiliomyces属の種はそのままBrasiliomyces属菌として維持されている。

分子データが公表されているBrasiliomyces属菌の種は少ないので，今後より多くの種についてDNA塩

基配列の解析が望まれる。

③Caespitotheca属，Parauncinula属，Queirozia属とTakamatsuella属の新設 いずれも分子系統解析

と形態的特徴に基づいて，独立した属と認められた。

以上の変更によりうどんこ病菌の完全世代属は以下の 16属となった。Arthrocladiella*,Blumeria*,

Brasiliomyces,Caespitotheca,Cystotheca*,Erysiphe*,Golovinomyces*,Leveillula*,Neoerysiphe*,Parauncinula*,

Phyllactinia*,Pleochaeta*,Podosphaera*,Queirozia,Sawadaea*,Takamatsuella

これら16属のうち，*印のついた11属が日本に分布する。

不完全世代属は今回大きく変更された。変更点は以下の通り。

①Oidium属の9亜属を属に格上げ 従来は表皮寄生性うどんこ病菌の無性世代はすべてOidium1

属とし，その下に9亜属を置いていたが，それぞれを属レベルに格上げした。これにより有性世代が未

確認であっても無性世代の属レベルまでの所属が明瞭になった。また，完全世代属と不完全世代属が1

対1に対応するので，完全世代属と不完全世代属の関係がすっきりとし理解しやすくなった。

②Streptopodium属をOvulariopsidis属に統合 Streptopodium属はZhengandChen30）により創設され

たうどんこ病菌の不完全世代属で，半内部寄生性で分生子柄基部がコイル状に巻くことを特徴とする。

一般的にはPleochaeta属の不完全世代とみなされるが，Phyllactiniadalbergiaeも同様な特徴を有すること

から，Streptopodium属に入れられてきた。しかしBraun5）は，Streptopodium属が分生子の2形性（先端

部が尖る一次分生子と棍棒状の二次分生子）を有することに着目し，Streptopodium属をPleochaetaの不

完全世代のみに限定した。Liberatoetal.31）はStreptopodium属の定義を変更し，分生子の2形性を重視

した新たな定義を提唱した。しかし，Phyllactinia属の一部の種で分生子の2形性を示す種があり，これ

らがStreptopodium属とされた 32，33）。分子系統樹では分生子の2形性を示すPhyllactinia属菌はPleochaeta

属に比較的近い場所に位置するが，Phyllactinia属とPleochaeta属は明瞭に区別される。この2属を区別

するアナモルフの形態的特徴があいまいであるため，Streptopodium属をOvulariopsidis属に統合すること

により，完全世代属と不完全世代属の関係の矛盾を解消しようとした。

以上の結果，現在認められている有性世代の亜節以上の分類体系とそれに対応する無性世代属の関係

は以下のように表わされる。
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TribeErysipheae

GenusErysiphe Pseudoidium

SectionCaliforniomyces 無性世代未発見

SectionErysiphe Pseudoidium

SectionMicrosphaera Pseudoidium

SectionTyphulochaeta 無性世代未発見

SectionUncinula Pseudoidium

TribeGolovinomyceteae

SubtribeNeoerysiphinae

GenusNeoerysiphe Striatoidium

SubtribeGolovinomycetinae

GenusGolovinomyces Euoidium

SectionGolovinomyces Euoidium

SectionDepressi Euoidium

GenusArthrocladiella Graciloidium

TribeCystotheceae

SubtribeCystothecinae

GenusCystotheca Setoidium

GenusPodosphaera Fibroidium

SectionPodosphaera Fibroidium

SectionSphaerotheca

SubsectionSphaerotheca Fibroidium

SubsectionMagnicellulatae Fibroidium

SubtribeSawadaeinae

GenusSawadaea Octagoidium

TribePhyllactinieae

GenusLeveillula Oidiopsis

GenusPhyllactinia Ovulariopsis

GenusPleochaeta Ovulariopsis

GenusQueirozia 未命名

TribeBlumerieae

GenusBlumeria Oidium

連不明

GenusBrasiliomyces 無性世代未発見

GenusCaespitotheca 未命名

GenusParauncinula 無性世代未発見

GenusTakamatsuella 無性世代未発見

有性世代未確認 Microidium

4

完全世代の分類群 不完全世代属



2012年に発行される新モノグラフにおけるうどんこ病菌分類体系改訂の概説

I－３ 種レベルの変更点

今回の改訂の最も主要な点は種レベルの改訂である。前回のBraunのモノグラフ 5）に記載された種

数が516種であったのに対し，今回のモノグラフでは872種47変種が記載された。このうち，有性世

代の種は706種，無性世代の種は166種であった。この中にはBraun5）以降に記載された新種が含まれ

るとともに，これまで複合種とされてきた大きな種が細分化されてできた種も多い。例えば，Braun5）

ではキク科に寄生するErysiphe属Golovinomyces節（＝Golovinomyces属）菌の大部分がE.cichoracearumと

されてきた。今回の改定では，G.cichoracearumはキク科のノゲシ連の一部の属に寄生する菌に限定され

た。ノゲシ連に寄生する菌でもノゲシ類（Sonchusspp.）に寄生する菌はG.sonchicolaとされたほか，ノ

ゲシ連以外のキク科の連に寄生する菌はそれぞれ別種とされた。Braun5）では多くの植物科に寄生する

Sphaerotheca（＝Podosphaera属Sphaerotheca節）属菌がS.fusca1種とされていた。2001年にBraunetal.34）

は子嚢先端の逸出孔（Oculus）の直径が15μl以下のもののみをP.fuscaとし，15μlより大きい菌をP.

xanthiiとした。今回の改訂ではさらにP.fuscaはキク科のDoronicum属上の菌のみに限定され，それ以

外のP.fuscaは小さな種に分割された。一方，P.xanthiiは実際に広い宿主範囲を持つ菌であると考えら

れ，ほぼそのまま残された。Braun5）ではPhyllactiniaguttataは多くの植物科に寄生する種として残さ

れていたが，Takamatsuetal.29）の系統解析により遺伝的に多様な菌を含むことが明らかになった。こ

のため，今回の改定ではPh.guttataはカバノキ科のCorylus（ハシバミ）属上の菌に限定され，他の植

物上の菌は小さな種に細分された。一方で，G.orontiiとLeveillulatauricaは実際に大きな種であるとみ

なされ，ほぼそのまま残された。

I－４ 今後に残された課題

今回の改訂は，Braun5）以降最近10年間に蓄積された分子データやアナモルフを大きな根拠として

行われた。しかし，これらのデータはすべての種を網羅しているわけではなく，むしろ断片的である。

今後，すべての種についてデータを蓄積することにより，さらに合理的な分類体系に改訂していく必要

がある。以下に個々の課題を述べる。

①分子データの蓄積 これまでに公表されてきた分子データ（DNAシークエンス）は分類を目的と

して行われたわけではないので，すべての種を網羅しているわけではない。むしろ分子データが明ら

かになっているうどんこ病菌は全体のごく一部である。今後，うどんこ病菌のすべての種について分

子データを蓄積する必要がある。また，従来の分子データはほとんどがリボソームDNAのみのデー

タであったが，タンパク質をコードするDNA領域など複数領域のデータを蓄積する必要がある。

②アナモルフデータの蓄積 DNAの場合と同様，データが蓄積しつつあるもののまだ断片的でしか

ない。特に，熱帯，亜熱帯地域では有性世代を形成しない菌も多いので，これらの菌についてはアナ

モルフと分子データを総合的に判断して的確な種分類を行う必要がある。

③うどんこ病菌多様性の網羅的調査 東アジア以外のアジア地域，北米，中南米，アフリカはうどん

こ病研究者の数が少なく，うどんこ病の多様性はまだ未解明の部分が多い。多様性の全容を明らかに

するためには，これらの地域の網羅的調査が必要である。

④相互接種の実施 たとえrDNA領域の塩基配列が同じであっても同じ菌であるとは限らない。相

互接種試験を行うことにより，実際に相互に感染可能であるかどうかを調査することは，分類のみな

らず実用上の疫学にも重要である。

II 属レベルの検索表

［完全世代属および節の検索表］

1 内部（半内部）寄生性である 2

1* 表皮寄生性である 5

……………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………
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2 付属糸は菌糸状 Leveillula

2* 付属糸は菌糸状でない 3

3 付属糸は基部が膨らんだ針状 Phyllactinia

3* 付属糸の先端が渦巻状に巻く 4

4 分生子はレモン形で着色する Queirozia

4* 分生子は着色しないか，着色しても淡い Pleochaeta

5 分生子を形成しない 6

5* 通常，分生子を形成する 9

6 閉子のう殻の隔壁は1層 Erysiphesect．Californiomyces

6* 閉子のう殻の隔壁は数層 7

7 付属糸は棍棒状 Erysiphesect.Typhulochaeta

7* 付属糸先端部が渦巻状に巻く 8

8 ブナ科に寄生，付属糸に多数の隔壁がある Parauncinula

8* カエデ科に寄生 Takamatsuella

9 分生子は単生 10

9* 分生子は鎖生 12

10 付属糸は菌糸状 Erysiphesect．Erysiphe

10* 付属糸は菌糸状でない 11

11 付属糸先端部が数回二叉分岐する Erysiphesect.Microsphaera

11* 付属糸先端部が渦巻状に巻く Erysiphesect.Uncinula

12 閉子のう殻内の子嚢は単数 13

12* 閉子のう殻内の子嚢は複数 15

13 菌叢に褐色の剛毛を生じる，ブナ科に寄生 Cystotheca

13* 菌叢に褐色の剛毛を生じない 14

14 付属糸は菌糸状 Podosphaerasect.Sphaerotheca

14* 付属糸は先端が数回二叉分岐 Podosphaerasect.Podosphaera

15 分生子および分生子柄内に明瞭なフィブロシン体を有する Sawadaea

15* 分生子および分生子柄内に明瞭なフィブロシン体を有しない 16

16 イネ科に寄生，付属糸はほとんどない Blumeria

16* 明瞭な付属糸を有する 17

…………………………………………………………………………
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17 付属糸は菌糸状 18

17* 付属糸は菌糸状でない 20

18 閉子のう殻の隔壁は1層 Brasiliomyces

18* 閉子のう殻の隔壁は数層 19

19 子嚢内の子嚢数は2～3個，まれに4個 Golovinomyces

19* 子嚢胞子は越冬前は未分化，子嚢数は2～8個 Neoerysiphe

20 付属糸は先端が数回二叉分岐する，Licium（クコ）属植物に寄生 Arthrocladiella

20* 付属糸は閉子のう殻の頂部からタフト状に生じ先端が渦巻状に巻く，

南米でSchinopsis属植物に発生 …… Caespitotheca

［無性世代の形態のみによる属の検索表］カッコ内は不完全世代属

1 内部（半内部）寄生性である 2

1* 表皮寄生性である 4

2 分生子および分生子柄が着色 Queirozia

2* 分生子および分生子柄は着色しない 3

3 分生子柄は通常内生菌糸から生じ，気孔から伸長する Leveillula（Oidiopsis）

3* 分生子柄は外生菌糸から生じる Phyllactinia&Pleochaeta（Ovulariopsis）

4 分生子内に明瞭なフィブロシン体がみられる 5

4* 分生子内に明瞭なフィブロシン体がみられない 7

5 大型分生子と小型分生子が形成される Sawadaea（Octagonium）

5* 小型分生子は形成されない 6

6 褐色の鎌型気中菌糸を形成する，ブナ科に寄生 Cystotheca（Setoidium）

6* 褐色の気中菌糸を形成しない Podosphaera（Fibroidium）

7 分生子柄基部が膨らむ，イネ科に寄生 Blumeria（Oidium）

7* 分生子柄基部は膨らまない 8

8 分生子は非常に小さく（20・30× 6・12μm），油球がある （Microidium）

8* 分生子は大きい 9

9 分生子は単生 Erysiphe（Pseudoidium）

9* 分生子は鎖生 10

10 気中菌糸から厚膜の2次菌糸を生じる，南米でSchinopsis属植物に発生 Caespitotheca

10* 特別な気中菌糸を生じない 11

……………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………

…………………………………………………………………………

……………………………………………

………………………………………

……………

……………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………

………………

……………………

…………………………………………………

………………………………………………

………………………………

………………………………………………………………………

………………………

…………………………………………

……………………………………

………………………………………………………………………

…………………

……………………………………………………………………………………

……………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

………

………………………………………………………………………

7



高 松 進

11 分生子発芽管および菌糸上の付着器は拳状 Neoerysiphe（Striatoidium）

11* 分生子発芽管および菌糸上の付着器は棍棒状または乳頭状 12

12 分生子柄の辺は鋸羽状（crenate），Lycium（クコ）属植物に寄生 Arthrocladiella（Graciloidium）

12* 分生子柄の辺は波板状（sinuate） Golovinomyces（Euoidium）

III 日本産うどんこ病菌学名新旧対照表

１．Parauncinula

ParauncinulaS.Takam.&U.Braun,inTakamatsuetal.,Mycoscience46:14,2005

＝ Uncinulaauct.p.p.

＝ Erysipheauct.p.p.

Typespecies:Parauncinulaseptata（≡ Erysipheseptata）.

Anamorph:unknown.

（1）Parauncinulacurvispora（Hara）S.Takam.&U.Braun,inTakamatsuetal.,Mycoscience46:15,

2005

≡ Uncinulaseptatavar.curvisporaHara,J.ForestAssoc.Jpn392:62,1915.

≡ Uncinulacurvispora（Hara）Hara,inTanaka,Mycologia11（2）:80,1919.

≡ Uncinulellacurvispora（Hara）Hara,Nippongaikingaku133,Tokyo1936,nom.inval.

≡ Erysiphecurvispora（Hara）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:18,2000.

宿主および分布：イヌブナ（ブナ科）；日本（固有種）

（2）Parauncinulaseptata（E.S.Salmon）S.Takam.&U.Braun,inTakamatsuetal.,Mycoscience46:

14,2005

≡ UncinulaseptataE.S.Salmon,J.Bot.37:426,1900.

宿主および分布：コナラ，カシワ（ブナ科）；日本，中国

２．TribeBlumerieae,Blumeria

BlumeriaGolovinexSpeer,Sydowia27:2,1974

≡ BlumeriaGolovin,Sborn.Rabot.Inst.Prikl.Zool.Fitopatol.5:124,1958,nom.inval.

≡ Erysiphesect.Blumeria（Speer）U.Braun,FeddesRepert.88:659,1978.

＝ Erysiphesect.BulbigeraSawada,SpecialBull.Agric.Exp.Sta.Gov.Formosa19:149,1919.

＝ Erysiphesect.GraminisHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:320,1937,nom.inval.

＝ Erysiphesect.MonilioidesS.Blumer,EchteMehltaupilze:173,Jena1967,nom.inval.

＝ Erysipheauct.p.p.

Typespecies:Blumeriagraminis（DC.）Speer

Anamorph:Oidium Link,inWilld.,Sp.pl.4,6（1）:121,1824,s.str.［typespecies・Oidiummonilioides

（Nees:Fr.）Link］.

（3）Blumeriagraminis（DC.）Speer,Sydowia27:2,1974

≡ ErysiphegraminisDC.,Fl.fran・.6:106,1815.

≡ E.communisz.graminis（DC.）Fr.,Syst.mycol.3:242,1829.

＝ Alphitomorphacommunisγ graminearumWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:31,1819.

≡ Erysibecommunisvar.graminum（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:106,1824.

≡ Erysiphecommunisa.graminearum（Wallr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:232,1844.

………………………

…………………………………

…

……………………………………
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＝ Erysiphegraminisf.dactylis-glomerataeSacc.,Mycoth.Ven.606,1876.

＝ E.graminisf.agropyriJacz.（Jaczewski1927:142）,f.agrostidisJacz.（l.c.:143）,f.alopecuriJacz.（l.c.）,f.

anthoxanthiJacz.（l.c.）,f.aperaeJacz.（l.c.）,f.beckmanniaeJacz.（l.c.:144）,f.brizaeJacz.（l.c.:490）,f.

bromi-brachypodiiJacz.（l.c.:145）,f.cynosuriJacz.（l.c.:149）,f.dactylidisJacz.（l.c.）,f.deschampsiae,f.

gaudiniaeJacz.（l.c.:490）,f.holciJacz.（l.c.:150）,f.hordei-cultiJacz.（l.c.）,f.hordeispontaneiJacz.（l.c.:

151）,f.lepturiJacz.（l.c.）,f.miliiJacz.（l.c.:152）,f.moliniaeJacz.（l.c.）,f.phalaridisJacz.（l.c.）,f.phlei

Jacz.（l.c.）,f.sacchariJacz.（l.c.:153）,f.sesleriaeJacz.（l.c.:154）,f.setariaeJacz.（l.c.）.

＝ E.graminisf.atropidisLavrov,TrudyTomsk.Gosud.Univ.Kuibysheva,Ser.Biol.,110（4）:193,1951.

＝ E.graminisf.cleistogenisBunkina,NovostiSist.Nizsh.Rast10:81,1973;typehost・Cleistogenes

kitagawae［＝ chinensisauct.］（type:LE34550）.

＝ E.graminisf.stipaeBunkina&Nelen,inBunkina,KomarovskieChteniya（Vladivostok）21:88,1974.

＝ E.graminisf.diarrhenaeBunkina,NovostiSist.Nizsh.Rast.1967:175,1967;typehost・Diarrhena

manshurica（type:LE3451）.

Anamorph:MoniliahyalinaFr.,Observ.mycol.1:210,1815.

≡ OosporamoniliformisWallr.,Fl.Crypt.Germ.2:182,1833,nom.superfl.

≡ Acrosporiumhyalinum（Fr.）Sumst.,Mycologia5（2）:58,1913.

＝ BotrytissimplexβmonilisAlb.&Schwein.,Consp.fung.lusat.:363,1805.

＝ AcrosporiummonilioidesNees,Syst.Pilze:53,1817.

≡ Oidiummonilioides（Nees）Link,Sp.pl.4,6（1）:122,1824.

＝ Oidiummonilioidesvar.albumLink,Sp.pl.4,6（1）:122,1824.

＝ Oidiummonilioidesvar.flavicansLink,Sp.pl.4,6（1）:123,1824.

＝ TorulaacrosporiumCorda,inSturm,Deutschl.Flora,III.Abt.DiePilzeDeutschlands,8.Heft:75,

N・rnberg1829.

＝ OidiumtriticiLib.,Pl.Crypt.Arduenna358,1830.

≡ Torulatritici（Lib.）Corda,Icon.Fung.5:51,1842.

≡ Oidiumtritici（Corda）Sacc.&Voglino,inSacc.,Syll.Fung.4:46,1886.

＝ TorulabulbigeraBonord.,Bot.Zeitung（Leipzig）19:195,1861.

≡ Oidiumbulbigerum（Bonord.）Sacc.&Voglino,inSacc.,Syll.Fung.4:47,1886.

＝ TorulapapillataBonord.,Bot.Zeitung（Leipzig）19:195,1861.

≡ Oidiumpapillatum（Bonord.）Sacc.&Voglino,inSacc.,Syll.Fung.4:46,1886.

＝ TorularubellaBonord.,Bot.Zeitung（Leipzig）19:195,1861.

≡ Oidiumrubellum（Bonord.）Sacc.&Voglino,inSacc.,Syll.Fung.4:47,1886.

＝ O.monilioidesvar.ochraceumTh・m.,FungiAustr.Exs.1084,1874.

≡ O.ochraceaum（Th・m.）Sacc.,Syll.Fung.15:231,1900.

宿主および分布：アオカモジグサ，アズマガヤ，イヌムギ，ノゲイヌムギ，オオムギ，ハダカムギ，カ

モガヤ，カモジグサ，キツネガヤ，クサヨシ，コムギ，スズメノチャヒキ，ウマノチャヒキ，ライムギ，

スズメノカタビラ，タツノヒゲ，ナガハグサ，テンキグサ，ドジョウツナギ，ヒロハノドジョウツナギ，

ムツオレグサ，タチカモジ，ハマニンニク，ヒロハノハネガヤ，ヤマカモジグサ，オオイチゴツナギ，

イチゴツナギ，イタリアンライグラス，オオトボシガラ，イブキヌカボ（イネ科）；全世界
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３．TribeCystotheceae

3．1．SubtribeCystothecinae

3．1．1．Cystotheca

CystothecaBerk.&M.A.Curtis,Proc.Amer.Acad.Arts4:130,1860

≡Sphaerothecasect.Cystotheca（Berk.&M.A.Curtis）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:83,1933.

＝ LanomycesG・um.,Ann.Jard.Bot.Buitenzorg32:43,1922;typespecies・L.tjibodensisG・um.

＝ Sphaerothecaauct.p.p.

Typespecies:CystothecawrightiiBerk.&M.A.Curtis.

Anamorph:Setoidium（R.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings）R.T.A.Cook&U.Braun,inBraun&

Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:92,2012

［typespecies:OidiumjaponicumSyd.］.

≡ Oidiumsubgen.SetoidiumR.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings,Mycol.Res.101:998,1997.

（4）Cystothecalanestris（Harkn.）Miyabe,inIdeta,Nipponshokubutsubyorigaku226,1909

≡ SphaerothecalanestrisHarkn.,Bull.Calif.Acad.Sci.1:40,1886.

≡ Albigolanestris（Harkn.）Kuntze,Rev.Gen.Pl.3（3）:442,1892.

≡ Cystothecalanestris（Harkn.）Sacc.,Ann.Mycol.9:250,1911.

＝ SphaerothecakusanoiHenn.&Shirai,Bot.Jahrb.Syst.29:147,1901;typehost・Quercusglandulifera.

＝ CystothecatenuisMiyabe&Takah.,inIdeta,Pract.Phytopathol.:170,1901,nom.nud.;typehost・

Quercuscrispula.

Anamorph:Oidium ventricosum Harkn.,Bull.Calif.Acad.Sci.1:40,1886.

宿主および分布：カシワ，クヌギ，コナラ，ミズナラ，ナラガシワ，オオバコナラ，アベマキ（ブナ科）；

アジア（日本，中国，台湾，インド，韓国，パキスタン）北米（メキシコ，アメリカ南部）

（5）CystothecawrightiiBerk.&M.A.Curtis,Proc.Amer.Acad.Arts4:130,1860

≡ Sphaerothecawrightii（Berk.&M.A.Curtis）H・hn.,Z.G・hrungsphys.1:46,1912.

≡ S.wrightii（Berk.&M.A.Curtis）Hara,Dendropathol.:4,1923.

＝ S.phytoptophilaauct.p.p.,sensuTai&Wei（1932:100）.

Anamorph:Oidium japonicum Syd.,M・m.Herb.Boissier4:6,1900.

宿主および分布：アラカシ，アカガシ，ウラジロガシ，シラカシ，コジイ（ブナ科）；アジア（日本，

中国，台湾，インド，韓国）

3．1．2．Podosphaera

PodosphaeraKunze,Mykol.Hefte2:111,1823［emend.Braun&Takamatsu（2000:26）］.

＝SphaerothecaL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:133,138,1851,nom.cons.（nonSphaerothecaDesv.1817,

necCham.&Schltdl.1827）;typespecies・Sphaerothecapannosa（Wallr.:Fr.）L・v.

≡ LeucothalliaTrevis.,SpigheePagli1:23,1853,nom.illeg.（nom.superfl.）.

＝ KokkaleraPonnappa,Sydowia23:5,・1969・1970;typespecies・K.crotonisPonnappa.

＝ Alphitomorphaauct.p.p.

＝ Erysipheauct.p.p.

Typespecies:Podosphaeramyrtillina（Schub.:Fr.）Kunze.

Anamorph:Fibroidium（R.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings）R.T.A.Cook&U.Braun,inBraun&

Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:97,2012

［typespecies:OidiumleucoconiumDesm.］.

≡ Oidiumsubgen.FibroidiumR.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings,Mycol.Res.101:998,1997.
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3．1．2．1．Podosphaerasect.Podosphaera

Podosphaerasect.Podosphaera

（6）PodosphaeracercidiphylliTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan27:25,1986

宿主および分布：カツラ，ヒロハカツラ（カツラ科）；日本（固有種）

（7）Podosphaeraclandestina（Wallr.:Fr.）L・v.var.clandestina,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:136,

1851

≡ AlphitomorphaclandestinaWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:36,1819.

≡ Erysibeclandestina（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6:103,1824.

≡ Erysipheclandestina（Wallr.）:Fr.,Syst.mycol.3:238,1829.

≡ E.oxyacanthaeDC.,Fl.fran・.6:106,1815.

≡ Alphitomorphaoxyacanthae（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:242,

1819.

≡ Podosphaeraoxyacanthae（DC.）deBary,Abh.Senkenberg.Naturf.Ges.7:408,1870［alsoBeitr.Morph.

Physiol.Pilze1（3）:48,1870andHedwigia10:68,1870］.

＝ PodosphaerakunzeiL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:135,1851,p.p.（nom.superfl.）.

＝ Podosphaeraclandestinavar.ramulicolaTh・m.,Bull.Soc.Imp.Nat.Moscou56:126,1882;typehost・

Crataegussp.

＝ P.oxyacanthaef.crataegiJacz.（Jaczewski1927:115）.

＝ P.oxyacanthaef.cydoniaeJacz.（Jaczewski1927:117）.

＝ P.oxyacanthaef.piriGolovin（Golovin1956b:321）,nom.inval.

Anamorph:Oidium cydoniaePass.,inTh・m.,Mycoth.Univ.,Cent.XVII,No.1667,Klosterneuburg

1880.

＝ O.crataegiGrognot,inRoum.,FungiSel.Gall.Exs.881,1882;Oudem.,Nederl.Kruidk.Arch.2,Ser.

II:301,1900.

宿主および分布：サンザシ，クロミサンザシ（バラ科）；北米，アジア，ヨーロッパ；オセアニア・南

米へ侵入

（8）PodosphaeracurvisporaY.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan25:199,1984

宿主および分布：ナナカマド，サビバナナカマド（バラ科）；日本（固有種）

（9）Podosphaeraleucotricha（Ellis&Everh.）E.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club9:40,1900

≡ SphaerothecaleucotrichaEllis&Everh.,J.Mycol.4:58,1888.

≡ Albigoleucotricha（Ellis&Everh.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1892.

＝ S.castagneif.maliSorauer,Hedwigia28:8,1889.

Anamorph:Oidium farinosum Cooke,Grevillea16:10,1887.

宿主および分布：リンゴ，エゾノコリンゴ，ズミ（バラ科）；全世界

（10）PodosphaeralongisetaSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.（Tokyo）50:105,1951

＝ Podosphaeratridactylaauct.p.p.

宿主および分布：イヌザクラ，ウワミズザクラ，ザイフリボク（バラ科）；日本（固有種）

（11）PodosphaeraminorHowevar.minor,Bull.TorreyBot.Club5:3,1874

＝ MicrosphaerafulvofulcraCooke,Grevillea5:110,1877;typehost・Spiraeasp.

＝ Podosphaeraoxyacanthaef.spiraeaeJacz.（Jaczewski1927:119）.

＝ P.oxyacanthaeauct.p.p.

＝ P.clandestinaauct.p.p.

宿主および分布：マルバシモツケ，エゾシモツケ，イワシモツケ，トサシモツケ，ホザキシモツケ（バ

ラ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東，シベリア）
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（12）PodosphaeraspiraeicolaU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:111,2012

宿主および分布：シモツケ（バラ科）；日本

注）P.minorはシモツケ以外のSpiraea属に寄生し付属糸長が180μm以下であるのに対し，本菌はシモ

ツケに寄生し付属糸長が250μm以下と長い点で区別される。

（13）PodosphaeraspiralisMiyabe,inIdeta,Nipponshokubutsubyorigaku4thed:199,1911

宿主および分布：ハルニレ（ニレ科）；日本（固有種）

（14）Podosphaeratridactyla（Wallr.）deBary,Abh.Senkenberg.Naturf.Ges.7:390,1870

≡ AlphitomorphatridactylaWallr.,Fl.Crypt.Germ.:753,1833.

≡ Erysiphe（Erysibe）tridactyla（Wallr.）Rabenh.,Krypt.-Fl.1:237,1844.

≡ Podosphaeraoxyacanthaevar.tridactyla（Wallr.）E.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club.9:36,1900.

≡ P.clandestinavar.tridactyla（Wallr.）W.B.Cooke,Mycologia44:572,1952.

＝ AlphitomorphabrayanaDoith,Flora21:475,1838;typehost・Prunuspadus.

≡ Erysibebrayana（Doith）Rabenh.,Krypt.-Fl.1:237,1844.

＝ PodosphaerakunzeiL・v.（L・veille1851）,p.p.（nom.superfl.）.

＝ Podosphaerapruni-ulmifoliaeGolovin,TrudySredneas.Gos.Univ.,Nov.Ser.,14,Biol.Nauk.,5:5,1950;

typehost・Prunusulmifolia［≡ Amygdalusulmifolia,Louiseaniaulmifolia］（holotype:LE42770;isotype:

HAL2340F）.

≡ Podosphaeratridactylavar.pruni-ulmifoliae（Golovin）U.Braun,Mycotaxon19:372,1984,comb.inval.

（ICBNArt33.3）.

＝ P.kunzeif.pruni-domesticaeRabenh.,FungiEur.Exs.565,1863.

＝ P.kunzeif.pruni-padiRabenh.,FungiEur.Exs.566,1863.

＝P.pruniGolovin,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.NaukS.S.S.R.9:117,1953;

typehost・Prunusussuriensis（holotype:LE42769）.

＝?P.schwarzmanianaVasyagina,inVasyaginaetal.,Fl.spor.rast.KazakhstanaIII:120,Alma-Ata1961;

typehost・?Bupleurum（mayhavebeencontaminatedbyair-bornechasmothecia）.

＝ P.tridactylaf.armeniacaeJacz.（Jaczewski1927:124）,f.cerasiJacz.（l.c.）,f.divaricataJacz.（l.c.:125）,f.

japonica（l.c.:126）,f.laurocerasiJacz.（l.c.:126）,f.padiJacz.（l.c.）,f.insititaeJacz.（l.c.:125）,f.

pruni-communisJacz.（l.c.:125）,f.pruni-domesticaeJacz.（l.c.）,f.pruni-mahalebiJacz.（l.c.:126）,f.

pruni-prostrataeJacz.（l.c.:127）,f.pruni-spinosaeJacz.（l.c.）.

＝ P.tridactylaf.pruniGolovin（Golovin1956b:329）,nom.superfl.

＝ P.tridactylavar.prunicolaY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:51,Jodhpur2006,nom.inval.

（ICBN,Art.37.6）;typehost・Prunuscornuta（type:DPDH）.

Anamorph:Oidium passeriniiBertol.,NuovoGiorn.Bot.Ital.11:394,1879.

＝ ErysiphebertoloniiRoum.,Rev.Mycol.（Toulouse）2:174,1880,nom.anamorph.

＝ O.cerasiJacz.（Jaczewski1927:479）,nom.nud.

＝ O.laurocerasiPass.,inherb.?（Jaczewski1927:480）.

＝ O.laurocerasiKwaratsheli,inherb.?（Jaczewski1927:480）.

宿主および分布：モモ，スモモ，セイヨウスモモ，アンズ，ウメ，ユスラウメ，ニワウメ，オウトウ，

シナミザクラ，ソメイヨシノ，ヤエザクラ，ヤマザクラ，オオシマザクラ，サトザクラ，コヒガン，ウ

バヒガン，ニワザクラ，シウリザクラ，イヌザクラ，カスミザクラ，エゾノウワミズザクラ，ミヤマザ

クラ，オクチョウジザクラ，マメザクラ，エドヒガン（バラ科）；全世界

（15）PodosphaeraviburniU.Braun,Mycotaxon15:138,1982

宿主および分布：ミヤマガマズミ，オトコヨウゾメ，ケナシヤブデマリ（スイカズラ科）；日本（固有種）
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3．1．2．2．Podosphaerasect.Sphaerotheca

Podosphaerasect.Sphaerotheca（L・v.）deBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:48,1870［alsoBeitr.

Morph.

Physiol.Pilze1（3）:48,1870andHedwigia10:68,1870］

≡ SphaerothecaL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:133,138,1851,nom.cons.

≡ Podosphaerasect.Sphaerotheca（L・v.）U.Braun&Shishkoff,inBraun&Takamatsu,Schlechtendalia4:

26,2000.

＝ KokkaleraPonnappa,Sydowia23:5・1969・1970;typespecies・K.crotonisPonnappa.

＝ Alphitomorphaauct.p.p.

＝ Erysipheauct.p.p.

Typespecies（lectotype）:Podosphaerapannosa（Wallr.:Fr.）deBary（≡ Sphaerothecapannosa（Wallr.:Fr.）

L・v.）.

（16）PodosphaeraadenocauliU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:119,2012

宿主および分布：ノブキ（キク科）；日本（固有種）

（17）Podosphaeraainsliaeae（Y.S.Paul&V.Thakur）U.Braun&Y.S.Paul,inBraun&Cook,

TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:119,2012

≡ SphaerothecaainsliaeaeY.S.Paul&V.Thakur,J.Mycol.Pl.Pathol.34（3）:940,2004.

宿主および分布：モミジハグマ，オクモミジハグマ（キク科）；日本（固有種）

（18）Podosphaeraaphanis（Wallr.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:26,2000

（a）var.aphanis

≡ AlphitomorphaaphanisWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.4:242,1819.

≡ Sphaerothecaaphanis（Wallr.）U.Braun,Mycotaxon15:136,1982.

＝ ErysibeaphanisLink,Sp.pl.6（1）:104,1824;typehost・Aphanesarvensis.

＝ E.alchemillaeGrev.,Fl.edin.:460,1824;typehost・Alchemillavulgaris（holotype:E）.

≡ S.alchemillae（Grev.）L.Junell,Trans.Brit.Mycol.Soc.48:547,1965,nom.illeg.,nonS.alchemillae

（Steiner）Erikss.,1928.

＝ Erysiphecommunisf.senticosarumFr.,Syst.mycol.3:240,1929.

＝ E.potentillaeLib.,Pl.Crypt.Arduenna279,1830,nom.nud.

≡ E.potentillaeLib.exSacc.,Syll.fung.1:4,1882,nom.illeg.（ICBN,Art.34.1,prosyn.Sphaerothecacastagnei）.

＝ Erysibemacularisd.alchemillaeRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:231,1844.

＝ E.horridulac.spiraeacearumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:235,1844,p.p.

＝ E.horridulad.dryadearumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:235,1844.

＝ E.lamprocarpaf.potentillae-bifurcataeTh・m.,Mycoth.Univ.2056,1881,p.p.（e.g.sampleinHAL）.

＝ Sphaerothecacastagneif.alchemillaeSteiner,Centralbl.Bacteriol.,2.Abth.,21:733,1908.

≡S.alchemillae（Steiner）Erikss.,DiePilzkrankheitenderGarten-undParkgew・chse:250,Stuttgart1928.

＝ S.macularisf.rubiRehm,Ann.Mycol.12:358,1912.

＝ S.macularisf.agrimoniaeJacz.（Jaczewski1927:69）,f.comariJacz.（l.c.:72）,f.fragariaeJacz.（l.c.:73）,

f.geiJacz.（l.c.:74）,f.potentillaeJacz.（l.c.:74）p.p.

＝ S.macularisf.chamaerodosiVasyaginainVasyaginaetal.（1961:76）.

＝ S.macularisf.arunciGolovin&Bunkina（1961:117）.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

＝ S.castagneiauct.p.p.
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Anamorph:Oidium ruborum Rabenh.,Hedwigia17:175,1878.

＝ O.fragariaeHarz,Bot.Centralbl.4:314,1887.

≡ Sphaerothecafragariae（Harz）Erikss.,DiePilzkrankheitenderGarten-u.Parkgew・chse:248,Stuttgart

1928.,nom.anamorph.

＝ OidiumagrimoniaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa61:77,1933.

宿主および分布：イチゴ，キンミズヒキ（バラ科）；全世界

（b）var.hyalina（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,2000

≡ Sphaerothecaaphanisvar.hyalinaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:240,1985.

＝ Sphaerothecamacularisf.potentillaeJacz.（Jaczewski1927:74）p.p.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

＝ ErysiphepotentillaeLib.inherb.

宿主および分布：キジムシロ，キンロバイ（バラ科）；北米，アジア，ヨーロッパ

（19）PodosphaeraastericolaU.Braun&S.Takam.,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:122,2012

＝ Sphaerothecafuligineaf.asterisBunkina,KomaroskieChteniya（Vladivostok）21:82,1974;typehost・

Kalimerisincisa（holotype:herb.Univ.Vladivostok;isotype:LE43162）.

宿主および分布：ヤマシロギク，コンギク，ノコンギク，シラヤマギク，ホウキギク（キク科）；北米，

アジア，ヨーロッパ

（20）Podosphaeraastilbicola（Z.Y.Zhao）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,2000

≡ Sphaerothecamors-uvaevar.astilbicolaZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（3）:295,1981.

≡ S.astilbicola（Z.Y.Zhao）U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:164,1985.

＝ S.humuliauct.p.p.

宿主および分布：アカショウマ，トリアシショウウマ（バラ科）；アジア（日本，中国）

（21）Podosphaerabalsaminae（Wallr.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,2000

≡ Alphitomorphalamprocarpa・（var.）balsaminaeWallr.,Crypt.Fl.Germ.:758,1833.

≡ Sphaerothecabalsaminae（Wallr.）Kari,Ann.Univ.Turku.A,2,23:99,1957,nom.inval.

≡ S.balsaminae（Wallr.）L.Junell,SvenskBot.Tidskr.60（3）:377,1966.

＝SphaerothecabalsaminaeKariexU.Braun,Thepowderymildews（Erysiphales）ofEurope:333,1995,nom.

illeg.,nonS.balsaminae（Wallr.）L.Junell,1966;typehosts・Impatiensnoli-tangere（holotype:Krieger,

FungiSaxon.Exs.1213,HAL）.

＝ Erysibelamprocarpab.impatientisRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:232,1844.

≡ Sphaerothecacastagneif.impatientis（Rabenh.）Rabenh.,FungiEur.Exs.1046,1866.

≡ S.fuligineaf.impatientis（Rabenh.）Jacz.（Jaczewski1927:83）.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.humulivar.fuligineaauct.p.p.

＝ S.fuscaauct.p.p.（sensuBlumer1933）.

宿主および分布：キツリフネ，ツリフネソウ（ツリフネソウ科）；アジア（日本，中国，イラン，韓国，

ロシア極東，シベリア），ヨーロッパ

（22）Podosphaeracallicarpae（Tanda&Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,

2000

≡ SphaerothecacallicarpaeTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan24:307,1983.

宿主および分布：ムラサキシキブ（クマツヅラ科）；日本（固有種）

（23）Podosphaeracardamines（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,2000
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≡ SphaerothecacardaminesY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:19,Tokyo1997.

宿主および分布：タネツケバナ（アブラナ科）；日本（固有種）

（24）PodosphaeracarpesiicolaU.Braun&S.Takam.,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:127,2012

＝ Sphaerothecafuligineaf.carpesiiJacz.（Jaczewski1927:88）.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.fuscaauct.p.p.

宿主および分布：ヤブタバコ，コヤブタバコ，ガンクビソウ，ノッポロガンクビソウ，ミヤマヤブタバ

コ（キク科）；日本（固有種）

（25）Podosphaeracayratiae（Z.Q.Yuan&A.Q.Wang）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,

2000

≡ SphaerothecacayratiaeZ.Q.Yuan&A.Q.Wang,ActaMycol.Sin.10（3）:182,1991.

宿主および分布：ヤブガラシ（ブドウ科）；アジア（日本，中国）

注）日本では完全世代未確認.

（26）Podosphaeradiclipterae（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:28,2000

≡ SphaerothecadiclipteraeY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:34,Tokyo1997.

宿主および分布：ハグロソウ（キツネノマゴ科）；日本（固有種）

（27）Podosphaeraelsholtziae（Z.Y.Zhao）T.Z.Liu&U.Braun,inLiu,TheErysiphaceaeofInner

Mongolia:

195,Chifeng2010

≡ SphaerothecaelsholtziaeZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（4）:441,1981.

≡ Podosphaeraelsholtziae（Z.Y.Zhao）T.Z.Liu,Studiesontaxonomyandfloraofpowderymildews

（Erysiphaceae）inInnerMongolia:174,Thesis,UniversityofInnerMongolia,noteffectivelypublished

（ICBN,Art.29）.

宿主および分布：キランソウ，セイヨウキランソウ（シソ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，ロ

シア極東，ウズベキスタン）

（28）Podosphaeraepilobii（Wallr.）deBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:408,1870［alsoBeitr.

Morph.

Physiol.Pilze1（3）:48,1870andHedwigia10:68,1870］

≡ Alphitomorphamacularis・（var.）epilobiiWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:35,1819.

≡ AlphitomorphaepilobiiWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.4:243,1819.

≡ Erysiphe［Erysibe］epilobii（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6:102,1824.

≡ Sphaerothecaepilobii（Wallr.）deBary,Hedwigia10:68,1871.

≡ Albigoepilobii（Wallr.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1898.

≡ Desetangsiaepilobii（Wallr.）Niewl.,Amer.Midl.Naturalist4:385,1916.

≡ Podosphaeraepilobii（Wallr.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:28,2000.

＝ Erysibemacularisb.epilobiiRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:231,1844.

＝ S.macularisf.epilobiiPotebnia,inJaczewski（1927:68）.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

Anamorph:Oidium epilobii（Corda）Lindau,inRabenh.,Krypt.-Fl.Deutschl.8:81,1907.

≡ TorulaepilobiiCorda,Icon.Fung.4:23,1840.

≡ Oosporaepilobii（Corda）Sacc.&Voglino,inSacc.,Syll.fung.4:12,1886.

宿主および分布：アカバナ，イワアカバナ，ヤナギアカバナ，カラフトアカバナ，タラオアカバナ（ア
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カバナ科）；北米，アジア（日本，中国，中央アジア，シベリア，ウズベキスタン），コーカサス，ヨー

ロッパ

（29）Podosphaeraerigerontis-canadensis（L・v.）U.Braun&T.Z.Liu,inLiu,TheErysiphaceaeof

InnerMongolia:198,Chifeng2010

≡ Erysipheerigerontis-canadensisL・v.,inM・rat,Rev.fl.paris:459,1843.

≡ Sphaerothecaerigerontis-canadensis（L・v.）L.Junell,SvenskBot.Tidskr.60（3）:387,1966.

＝ErysiphedetonsaWestend.,Herb.Crypt.Belg.555,1841・59,nom.illeg.,nonE.detonsaFr.1829;typehost

・Leontodonautumnalis（syntypes:Westend.,Herb.Crypt.Belg.555,e.g.BR,FH,K）.

≡ SphaerothecadetonsaKickx,Fl.crypt.Flandres:375,1867［as・（Westend.）Kickx・］.

＝S.fuligineaf.lapsanaeH.A.Dietr.,Arch.Naturk.Liv-Ehst-Kurlands,Ser.2,Biol.Naturk.,1:83,1859.

＝ S.castagneif.inulae-dysentericaeSacc.,Mycoth.Ven.632,1876.

＝ S.erigerontisOudem.,Verh.Kon.Ned.Akad.Wetensch.Amsterdam,Afd.Natuurk.,TweedeSect.,2

（2）:84,1897;typehost・Conyzacanadensis（syntypes:Oudem.,FungiNeerl.Exs.272,e.g.B,BR,FH）.

≡ S.fuligineaf.erigerontis（Oudem.）Jacz.（Jaczewski1927:90）.

＝ S.fuligineaf.adenostylidisJacz.（Jaczewski1927:84）,f.crepidisJacz.（l.c.:89）,f.leontodontisJacz.（l.c.:

93）,f.taraxaciPotebnia（inJaczewski1927:94）.

＝ S.castagneiauct.p.p.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.humulivar.fuligineaauct.p.p.

＝ S.fuscaauct.p.p.

宿主および分布：エゾムカシヨモギ，ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオン，アレチノギク，ヤナギバヒメ

ジョオン，ハルジョオン，オオアレチノギク，シロバナタンポポ，エゾタンポポ，アカミタンポポ，ヒ

ロハタンポポ，セイヨウタンポポ，カントウタンポポ，ヤブタビラコ（キク科）；北米，中南米，アジ

ア，コーカサス，ヨーロッパ，アイスランド

（30）Podosphaera euphorbiae-helioscopiae（Tanda& Y.Nomura）U.Braun & S.Takam.,

Schlechtendalia4:28,2000

≡ Sphaerothecaeuphorbiae-helioscopiaeTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan27:22,1986.

宿主および分布：トウダイグサ（トウダイグサ科）；アジア（日本，ネパール）

（31）Podosphaeraeuphorbiae-hirtae（U.Braun&Somani）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:

28,2000

≡ Sphaerothecaeuphorbiae-hirtaeU.Braun&Somani,Mycotaxon25:263,1986.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.euphorbiaeauct.p.p.

Anamorph:Oidium euphorbiae-hirtaeJ.M.Yen,Rev.Mycol.（Paris）31（4）:296,1966.

＝ O.pedilanthiJ.M.Yen,Cah.Pacifique11:104,1967.

＝ O.pedilanthiR.L.Mathur,B.L.Mathur&Bhargavan,IndianPhytopathol.24（1）:63,1971.

＝ Oidiumcyparissiaeauct.p.p.

＝ Acrosporiumcyparissiaeauct.p.p.

宿主および分布：エノキグサ（トウダイグサ科）；アジア（日本，中国，台湾，インド，マレーシア，

シンガポール，スリランカ）

（32）Podosphaeraferruginea（Schltdl.:Fr.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:29,2000

（a）var.ferruginea

≡ AlphitomorphaferrugineaSchltdl.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:47,1819.

≡ Erysibeferruginea（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6:103,1824.
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≡ Erysipheferruginea（Schltdl.）:Fr.,Syst.mycol.3:238,1829.

≡ ErysiphepoteriiDuby,Bot.gall.2:868,1830,nom.illeg.（nom.superfl.,Alphitomorphaferrugineawascited

assynonym）.

≡ Sphaerothecaferruginea（Schltdl.:Fr.）L.Junell,Trans.Brit.Mycol.Soc.48:574,1965.

＝ ErysiphesanguisorbaeDC.,Fl.fran・.6:108,1815;typehost・Sanguisorbaofficinalis.

≡ S.sanguisorbae（DC.）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:113,1933.

＝ Erysiphe（・Erysibe・）macularisc.poteriiRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:231,1844.

＝ Sphaerothecahumuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

Anamorph:Oidium erysiphoidesf.sanguisorbaeFragoso,Trab.Mus.Nac.Cienc.Nat.Madrid,Ser.

Bot.,9:92,1916.

宿主および分布：ワレモコウ，ナガボノシロワレモコウ，エゾワレモコウ（バラ科）；北米，アジア，

コーカサス，ヨーロッパ

（b）var.albiflorae（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:28,2000

≡Sphaerothecaferrugineavar.albifloraeY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:38,Tokyo

1997.

宿主および分布：シロバナトウウチソウ（バラ科）；日本（固有種）

（33）Podosphaerafilipendulae（Z.Y.Zhao）T.Z.Liu&U.Braun,inLiu,TheErysiphaceaeofInner

Mongolia:205,Chifeng2010

≡ SphaerothecafilipendulaeZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（4）:439,1981.

≡ Podosphaerafilipendulae（Z.Y.Zhao）T.Z.Liu,Studiesintaxonomyandfloraofpowderymildews

（Erysiphaceae）inInnerMongolia:179,Thesis,UniversityofInnerMongolia,2007,noteffectively

published（ICBN,Art29）.

＝ Erysiphehorridulac.spiraeacearumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:235,1844p.p.

＝ E.horridulavar.ulmariaeDesm.,Pl.Crypt.FranceI,2196.

＝ Sphaerothecacastagneif.spiraeae-ulmariaeH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.I,93.

＝ S.ferrugineaauct.p.p.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

Anamorph:Oidium botryoides（Corda）Ces.,inRabenh.,KlotzschiiHerb.Viv.Mycol.,Cent.XVII,

No.1671,Dresden1852.

≡ TorulabotryoidesCorda,inSturm,Deutschl.Fl.,III.Abt.DiePilzeDeutschlands,8.Heft:77+T.35,

N・rnberg1829;typehost・Filipendulaulmaria.

宿主および分布：オニシモツケ，キョウガノコ（バラ科）；北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（34）Podosphaerafugax（Penz.&Sacc.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:29,2000

≡ SphaerothecafugaxPenz.&Sacc.,AttiRealeIst.VenetoSci.Lett.Arti6（2）:586,1884.

≡ Albigofugax（Penz.&Sacc.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1898.

＝ Erysiphecommuniss.geraniacearumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:234,1844.

＝ S.macularisf.geraniiPotebniainJaczewski（1927:67）.

＝ S.humuliauct.p.p.

宿主および分布：ゲンノショウコ（フウロソウ科）；アフリカ，北米，アジア，コーカサス，ヨーロッ

パ；ニュージーランドへ侵入

（35）Podosphaerahibiscicola（Z.Y.Zhao）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:30,2000

≡ SphaerothecahibiscicolaZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（3）:294,1981.
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＝ S.fuligineaauct.p.p.

宿主および分布：フヨウ，スイフヨウ（アオイ科）；アジア（日本，中国，台湾）

（36）Podosphaeraintermedia（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia42:30,2000

≡ SphaerothecaintermediaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:161,1985.

＝ S.humuliauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：クサギ（クマツヅラ科）；アジア（日本，韓国，インド）

（37）Podosphaeramacrospora（U.Braun）U.Braun&V.Kummer,Schlechtendalia17:48,2008

≡ Sphaerothecaalpinaf.macrosporaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:164,1985.

≡ Podosphaeraalpinaf.macrospora（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:26,2000.

＝ Sphaerothecafuligineaf.saxifragarumJacz.（Jaczewski1927:105）.

＝ Sphaerothecafuligineaf.tellimaeJacz.（Jaczewski1927:105）.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.alpinaauct.p.p.

宿主および分布：クロクモソウ，ヤマハナソウ（ユキノシタ科）；北米，アジア（日本，ロシア極東，

シベリア）；ヨーロッパに侵入

注）日本では完全世代未確認。

（38）Podosphaeramacularis（Wallr.:Fr.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:30,2000

≡ AlphitomorphamacularisWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:35,1819.

≡ Erysiphemacularis（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:237,1829.

≡ Sphaerothecamacularis（Wallr.:Fr.）Lind,Danishfungi:160,1913.

≡ ErysiphehumuliDC.,Fl.fran・.6:106,1815.

≡ Alphitomorphahumuli（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.4:243,1819.

≡ Albigohumuli（DC.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1898.

≡ Desetangsiahumuli（DC.）Niewl.,Amer.Midl.Naturalist4:385,1916.

≡ E.macularisa.humuli（DC.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:231,1844.

≡ Sphaerothecahumuli（DC.）Burrill,Bull.IllinoisStateLab.Nat.Hist.2:400,1887.

＝ S.castagneif.humuli-lupuliRabenh.,FungiEur.Exs.1049,1866.

＝ S.macularisf.humuliJacz.（Jaczewski1927:81）,as・L・v.・

＝ S.castagneiauct.p.p.

宿主および分布：カラハナソウ，ホップ，カナムグラ（バラ科）；南アメリカ，北米，南米，アジア，

コーカサス，ヨーロッパ

（39）Podosphaeramors-uvae（Schwein.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:30,2000

≡ Erysiphemors-uvaeSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.4:270,1834.

≡ Sphaerothecamors-uvae（Schwein.）Berk.&M.A.Curtis,Grevillea4:158,1876.

≡ Albigomors-uvae（Schwein.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1892.

≡ Desetangsiamors-uvae（Schwein.）Niewl.,Amer.Midl.Naturalist4:385,1916.

＝ S.pannosavar.ribisPeck,Rep.（Annual）NewYorkStateMus.Nat.Hist.39:58,1886.

宿主および分布：マルスグリ，グーズベリー，マルスグリ（スグリ科）；北米，アジア，コーカサス，

ヨーロッパ；南米に侵入

（40）Podosphaerapannosa（Wallr.:Fr.）deBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:408,1870［alsoBeitr.

Morph.

Physiol.Pilze1（3）:48,1870andHedwigia10:68,1870］

≡ AlphitomorphapannosaWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:43,1819.

≡ Erysibepannosa（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:104,1824.
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≡ Erysiphepannosa（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:236,1829.

≡ Sphaerothecapannosa（Wallr.:Fr.）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:138,1851.

≡ Albigopannosa（Wallr.:Fr.）Kuntze,Revis.gen.pl.3（3）:442,1892.

＝ AlphitomorpharosaeWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.4:238,1819;typehost・Rosa

cinnamomea.

＝ EurotiumrosarumGrev.,Scot.crypt.fl.3:164,Fig.2,1823.

＝ Sphaerothecapannosavar.persicaeWoronich.,TrudyByuroPrikl.Bot.7（7）:449,1914.

≡S.persicae（Woronich.）Erikss.,DiePilzkrankheitenderGarten-undParkgew・chse:239,Stuttgart1928.

＝ S.pannosavar.rosaeWoronich.（l.c.）.

＝ S.macularisf.rosaeJacz.（Jaczewski1927:76）.

≡ S.rosae（Jacz.）Z.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（4）:439,1981.

Anamorph:Oidium leucoconium Desm.,Ann.Sci.Nat.,S・r.1,13:102,1829.

≡ Acrosporiumleucoconium（Desm.）Sumst.,Mycologia5（2）:58,1913.

＝ OidiumrosacearumHosag.&Manian,IndianJ.Forest.13:224,1990.

宿主および分布：バラ,サンショウバラ,タカネイバラ,オオタカネイバラ,ゴヤバラ,ノイバラ,テリハ

ノイバラ,ヤエヤマノイバラ,コウシンバラ,カラフトイバラ,ハマナス,モモ,ウメ（バラ科）；全世界

注）日本では完全世代未確認.

（41）PodosphaerapericallidisU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:152,2012

宿主および分布：シネラリア（キク科）；アジア（日本，ロシア極東），オーストラリア，ヨーロッパ

注）日本では形態記載なし.

（42）Podosphaeraphtheirospermi（Henn.&Shirai）U.Braun&T.Z.Liu,inLiu,TheErysiphaceaeof

Inner

Mongolia:212,Chifeng2010

≡ SphaerothecaphtheirospermiHenn.&Shirai,Bot.Jahrb.Syst.19:147,1900.

＝Erysiphecommunisf.personatarumFr.,Syst.mycol.3:242,1929;typehost・Euphrasiaodontites≡Odontites

verna）.

＝ ErysiphepersonatarumDesm.,Pl.Crypt.France,Ed.1,Ser.1,761,1836,nom.nud.;typehost・Odontites

verna.

＝ Sphaerothecacastagneivar.submuticaJuel,・fvers.Kongl.Vetensk.-Akad.F・rh.4:497,1894,nom.prov.;

typehost・Melampyrumpratense.

＝ S.melampyriL.Junell,SvenskBot.Tidskr.60（3）:380,1966;typehost・Melampyrumpretense（holotype:

UPS,Kari,FungiExs.Fenn.246）.

≡ Podosphaeramelampyri（L.Junell）T.Z.Liu,Studiesontaxonomyandfloraofpowderymildews

（Erysiphaceae）inInnerMongolia,China:186,Thesis,UniversityofInnerMongolia,2007,not

effectivelypublished（ICBN,Art.29）.

＝ Sphaerothecafuligineaf.euphrasiae-officinalisH.A.Dietr.,Arch.Naturk.Liv-Ehst-Kurlands,Ser.2,Biol.

Naturk.,1:33,1859.

＝S.fuligineaf.melampyriH.A.Dietr.,Arch.Naturk.Liv-Ehst-Kurlands,Ser.2,Biol.Naturk.,1:33,1859.

＝S.fuligineaf.bartsiaeJacz.（Jaczewski1927:105）,f.pedicularidisJacz.（l.c.:107）,f.scrophulariaeJacz.（l.c.:

108）.

＝ S.fuligineaf.rhinanthiMarchenko（1976:272）.

＝ S.castagneiauct.p.p.

＝ S.fuligineaauct.p.p.
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＝ S.fuscaauct.p.p.

＝ Podosphaerafuscaauct.p.p.

宿主および分布：コシオガマ（ゴマノハグサ科）；北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（43）Podosphaerapseudofusca（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:31,2000

≡ SphaerothecapseudofuscaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:162,1985.

＝ S.fuligineaf.fatouaeJacz.（Jaczewski1927:102）.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

宿主および分布：クワクサ（クワ科）；アジア（日本，中国）

（44）PodosphaerasenecionisU.Braun,inBraun& Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:158,2012

＝ Sphaerothecacastagneif.senecionis-nemorensisSacc.,Mycoth.Ven.631,1876.

＝ S.fuligineaf.senecionisJacz.（Jaczewski1927:93）.

＝ S.fuscaauct.p.p.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.humulivar.fuligineaauct.p.p.

＝ S.macularisvar.fuligineaauct.p.p.

＝ S.castagneiauct.p.p.

宿主および分布：ハンゴンソウ，キオン，サワオグルマ，ノボロギク（キク科）；北米，アジア，コー

カサス，ヨーロッパ；オーストラリア，ニュージーランドに侵入

（45）Podosphaerasibirica（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:29,2000

≡ Sphaerothecafuligineavar.sibiricaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:238,1985.

＝ S.veronicae（Jacz.）Bunkina,KomarovskieChteniya（Vladivostok）21:71,1974,nom.inval.（basionym

unclear,notcited）.

＝ S.macularisf.veronicae-virginiciJacz.（Jaczewski1927:80）;typehost・Veronicastrumsibiricum.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

宿主および分布：クガイソウ（ゴマノハグサ科）；アジア（日本，ロシア極東）

（46）Podosphaerasparsa（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:31,2000

≡ SphaerothecasparsaU.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:163,1985.

＝ S.fuligineaauct.p.p.

＝ S.humulivar.fuligineaauct.p.p.

宿主および分布：ガガイモ,オオカモメヅル（ガガイモ科）；北米，アジア（日本，韓国，インド）

（47）Podosphaeraspiraeae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:31,2000

≡ SphaerothecaspiraeaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:104,1951.

≡ SphaerothecaspiraeaeSawada,TohokuBiol.Res.1:7,1949,nom.inval.

＝ S.humuliauct.p.p.

＝ S.macularisauct.p.p.

宿主および分布：ユキヤナギ，シジミバナ，ヤマブキショウマ（バラ科）；北米，アジア，ヨーロッパ

（48）Podosphaerastephanandrae（Jacz.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:31,2000

≡ SphaerothecastephanandraeJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:60,

Leningrad1927.

＝ S.mors-uvaevar.japonicaE.S.Salmon,Ann.Mycol.6:2,1908;typehost・Stephanandraincisa.

≡ S.japonica（E.S.Salmon）Homma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:310,1937.

宿主および分布：コゴメウツギ（バラ科）；アジア（日本，中国，韓国）
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（49）Podosphaeraxanthii（Castagne）U.Braun&Shishkoff,inBraun&Takamatsu,Schlechtendalia4

:31,2000

≡ ErysiphexanthiiCastagne,Cat.pl.Marseille:188,1845.

≡ Sphaerothecaxanthii（Castagne）L.Junell,SvenskBot.Tidskr.60（3）:382,1966.

＝ ErysiphefuscataBerk.&M.A.Curtis,Grevillea4:159,1876;typehost・Bidensfrondosa.

≡Sphaerothecafuscata（Berk.&M.A.Curtis）Serbinow,ScriptaBot.18,1891［citedinJaczewski1927:85］.

＝ S.castagneif.sanvitaliae-procumbentisSacc.,Mycoth.Ven.629,1876.

＝ S.microcarpaHazsl.,Math.Term.K・zlem.15:20,1878;typehost・Xanthium.

＝MeliopsiscalendulaeMalb.&Roum.,inRoum.,FungiSel.Gall.Exs.,Cent.37,No.3658,Toulouse1886;

typehost・Calendula.

≡ Sphaerothecacalendulae（Malb.&Roum.）Malb.,Bull.Soc.Mycol.France4:32,1888.

≡ Albigocalendulae（Malb.&Roum.）Kuntze,Revis.gen.pl.3:442,1892.

＝ SphaerothecavoandzeiaeBouriquet,Encyclop.Mycol.12:352・1946・1947;typehost・Vignasubterranea.

＝S.verbenaeS�vul.&Negru,Bul.�ti.Acad.Republ.PopulareRom・ne,�ti.Biol.Agron.Geol.Geogr.,V,

3:415,1953andS�vul.,Herb.Mycol.Rom.,Fasc.XXXI,No.1509,1953;typehost・Verbenahybrida

（lectotype,designatedbyNegru:S�vul.,Herb.Mycol.Rom.1509,BUCM 6188;isolectotypes:S�vul.,

Herb.Mycol.Rom.1509,e.g.LE43187,M-0018598）.

≡ Podosphaeraverbenae（S�vul.&Negru）T.Z.Liu,Studiesontaxonomyandfloraofpowderymildews

（Erysiphaceae）inInnerMongolia:192,Thesis,UniversityofInnerMongolia,2007,noteffectively

published（ICBN,Art.29）.

＝ SphaerothecaindicaPatw.,Mycopathol.Mycol.Appl.23:129,1964;typehost・Seneciograhamii,India

（types:HCIO,IMI）.

＝ S.fuligineaf.cucurbitaeJacz.（Jaczewski1927:99）,nom.illeg.（nom.superfl.）.

≡S.cucurbitae（Jacz.）Z.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.19（2）:148,1979,basedonanom.illeg.（basionym

＝ nom.superfl.）.

≡ Podosphaeracucurbitae（Jacz.）T.Z.Liu,Studiesontaxonomyandfloraofpowderymildews

（Erysiphaceae）inInnerMongolia:172,

Thesis,UniversityofInnerMongolia,2007,basedonanom.illeg.（basionym＝ nom.superfl.）andnot

effectivelypublished.

＝Sphaerothecaastragalivar.phaseoliZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（3）:286,1981;typehost・Phaseolus

sp.（holotype:HMAS22443）.

≡ S.phaseoli（Z.Y.Zhao）U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.140:166,1985.

≡ Podosphaeraphaseoli（Z.Y.Zhao）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:30,2000

＝ Sphaerothecacaricae-papayaeTanda&U.Braun,Trans.Mycol.Soc.Japan26:316,1985;typehosts・

Caricapapaya（holotype:TUAMH2779）.

≡ Podosphaeracaricae-papayae（Tanda&U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:27,2000.

＝ SphaerothecaheteropogonisY.S.Paul&V.Thakur,J.Mycol.Pl.Pathol.34（3）:940,2004;typehosts・

・Heteropogoncontortus・［＝ leaffragmentsofanunknowncomposite］（types:HCIO45339,DPDH-341）.

＝ S.fuscavar.compositarumY.S.Paul&V.Thakur,IndianErysiphaceae:20,2006,nom.inval.;typehost

・Seneciochrysanthemoides（type:DPDH-281）.

＝ Erysibelamprocarpaf.bidentisRabenh.,FungiEur.Exs.1058,1864.

＝ Erysiphexanthiif.xanthii-italiciTh・m.,Mycoth.Univ.556,1876.

＝ Sphaerothecafuligineaf.adenostylidisJacz.（Jaczewski1927:84,p.p.）,f.arnicaeJacz.（l.c.:85）,f.bidentis

Jacz.（l.c.:85）,f.cacaliaeJacz.（l.c.:86）,f.calendulaeJacz.（l.c.:87）,f.cucumidisJacz.（l.c.:98）,f.helianthi
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Jacz.（l.c.:84）,f.lactucaeJacz.（l.c.:92）,f.lappaeJacz.（l.c.:92）,f.microseridisJacz.（l.c.:93）,f.phlogis

Jacz.（l.c.:103）,f.physalidisJacz.（l.c.:109）,f.polemoniiJacz.（l.c.:103）,f.schizopeponisJacz.（l.c.:100）,

f.siegesbeckiaeJacz.（l.c.:94）,f.xanthiiJacz.（l.c.:96）.

Anamorph:Oidium balsaminaeRajd.,Mycopathol.Mycol.Appl.28（1・2）:150,1966;typehost・

Impatiensbalsamina.

＝ OidiumcitrulliJ.M.Yen&ChinC.Wang,Rev.Mycol.37（3）:135,・1972・1973.

＝ OidiumcaricicolaJ.M.Yen&ChinC.Wang,Rev.Mycol.37（3）:133,1973.

＝ EuoidiumleguminosarumY.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17（3）:299,1987;type

host・Phaseolusaureus.

宿主および分布：アイノアキノノゲシ，アキノノゲシ，アメリカセンダングサ，ウスゲタマブキ，ウス

ベニニガナ，エゾアザミ，エゾノタウコギ，エゾヤマアザミ，オオカニコウモリ，オオキンケイギク，

オオニガナ，オオハンゴンソウ，オヤリハグマ，カガノアザミ，カシワバハグマ，ガーベラ，カラフト

ミミコウモリ，キクイモ，キンセンカ，クルマバハグマ，コウモリソウ，コセンダングサ，コスモス，

コバノセンダングサ，コヒマワリ，ゴボウ，コメナモミ，サワアザミ，サワヒヨドリ，シュウブンソウ，

シロバナセンダングサ，センダングサ，センボンヤリ，タイアザミ，タカアザミ，タウコギ，ダリア，

チシマアザミ，ツワブキ，ナンブアザミ，ニガナ，ノゲシ，ノハラアザミ，バーベナ，ヒマワリ，ヒャ

クニチソウ，ヒヨドリバナ，フキ，ベニバナ，ホソエノアザミ，ホソバアキノノゲシ，マルバヒメアザ

ミ，ミミコウモリ，ミヤマアキノノゲシ，ムラサキニガナ，メナモミ，ヤクシソウ，ヤブレガサ，ヤマ

ニガナ，ユウガギク，ヨブスマソウ，ヨメナ，リュウゼツサイ（キク科），アマチャヅル，イトカボチャ，

カボチャ，キカラスウリ，キュウリ，クリカボチャ，スズメウリ，セイヨウカボチャ，トウガン，ニガ

ウリ，ヒョウタン，フクベ，ヘチマ，ボウブラ，マクワウリ，ユウガオ（ウリ科），アズキ，クロタラ

リア，ササゲ，ダイズ，ハマアズキ，ヤブツルアズキ（マメ科），ホウセンカ（ツリフネソウ科），ナス

（ナス科），セントポーリア（イワタバコ科），カラムシ（イラクサ科），シロネ（シソ科）；全世界

注）Braunetal.34）はBraun5）のPodosphaera（Sphaerotheca）fuscaのうち，子嚢先端部の孔口（oculus）の直

径が15μl以下の菌をP.fuscaとし,15μlより大きい菌をP.xanthiiとした。このP.xanthiiはHirataet

al.27）の系統樹でクレードIIIにあたる。同グループの系統関係はその後データ数を増やして報告されて

いる28,35）。本グループは遺伝的に近縁で，明瞭な単系統群を形成する。また，我孫子36,37,38）が行った相

互接種試験で相互に感染可能な菌のグループが本グループに所属することが明らかになっている。した

がって，本グループ中に実際に寄主範囲が広い菌が存在することは間違いない。しかし，本グループに

所属する菌間で多少の遺伝的差異が認められ，また我孫子の接種試験で相互に感染性がないとされる菌

も含まれている。HirataandTakamatsu39）はコスモスの菌がキュウリに感染性がなく，また遺伝的に

も多少の相違があることを報告している。さらに，系統的に本グループに入る菌のうち，キツリフネ，

エノキグサ，ヤブガラシに寄生する菌は形態的相違から別種とされた。したがって，P.xanthiiについ

ては今後，形態的，遺伝的な再検討を行うとともに，相互接種試験を行って種の境界を明らかにする必

要がある。

3．1．2．3．Fibroidium（Podosphaeraanamorphs）

（50）Fibroidium abelmoschi（Th・m.）U.Braun&R.T.A.Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:167,2012

≡ OidiumabelmoschiTh・m.,Grevillea6:102,1877・78.

≡ Acrosporiumabelmoschi（Th・m.）Subram.,Hyphomycetes（NewDelhi）:838,1971,nom.inval.

≡ Euoidiumabelmoschi（Th・m.）Y.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17（3）:302,1987.

宿主および分布：オクラ（アオイ科）；全世界

（51）Fibroidium emiliae-sonchifoliae（Sawada）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe
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Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:169,2012

≡ Oidiumemiliae-sonchifoliaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa61:79,1933.

宿主および分布：ウスベニニガナ（キク科）；アジア（日本，中国，台湾）

3．2．SubtribeSawadaeinae,Sawadaea

SawadaeaMiyabe,inSawada,SpecialBullAgric.Exp.Stat.Formosa9:49,1914

≡ Uncinulasect.Sawadaea（Miyabe）U.Braun,FeddesRepert.88:663,1978.

＝ Uncinulasect.EuuncinulaNeger,Flora88:355,1901,nom.inval.

＝ Uncinulaauct.p.p.

Typespecies:Sawadaeaaceris（DC.）Miyabe（＝ S.bicornis（Wallr.:Fr.）Homma）.

Anamorph:Octagoidium（R.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings）R.T.A.Cook&U.Braun,inBraun

&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:172,

2012［typespecies:OidiumacerisRabenh.］.

（52）Sawadaeabicornis（Wallr.:Fr.）Homma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:371,1937

≡ AlphitomorphabicornisWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:38,1819.

≡ Erysibebicornis（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:112,1824.

≡ Erysiphebicornis（Wallr.）:Fr.,Syst.mycol.3:244,1829.

≡ Uncinulabicornis（Wallr.:Fr）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:153,1851.

≡ ErysipheacerisDC.,Fl.fran・.6:104,1815.

≡ Uncinulaaceris（DC.）Sacc.,Syll.fung.1:8,1882.

Anamorph:Oidium acerisRabenh.,Flora12:207,1854.

＝ OidiumdodonaeaeReichert&Volcani,PalestineJ.Bot.,RehovotSer.,5:181,1946.

宿主および分布：ミツデカエデ，カラコギカエデ，ウリハダカエデ（カエデ科）；北米，アジア，ヨー

ロッパ；ニュージーランドと南米に侵入

（53）SawadaeabifidaHeluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.47（5）:81,1990

≡ SawadaeazhengiiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:106,Tokyo1997;typehost

・Acermono,Japan（holotype:herb.Nomura,YNMH3561,nowTNS）.

＝ Sawadaeasp.inNomura,Trans.Mycol.Soc.Japan20:383,1979.

宿主および分布：エンコウカエデ（カエデ科）；アジア（日本，ロシア極東）

（54）Sawadaeanankinensis（F.L.Tai）S.Takam.&U.Braun,inTakamatsuetal.,Mycoscience49:166,

2008

≡ UncinulanankinensisF.L.Tai,Contr.Biol.Lab.Sci.Soc.China,Bot.Ser.,6（1）:2,1930.

≡ Erysiphenankinensis（F.L.Tai）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000.

宿主および分布：トウカエデ（カエデ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（55）SawadaeanegundinisHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:375,1937

≡ Uncinulanegundinis（Homma）F.L.Tai,inChietal.,FungusDiseasesonCultivatedPlantsofJilin

Province:358,1966.

＝ Sawadaeabicornisauct.p.p.

宿主および分布：トネリコバノカエデ（カエデ科）；アジア（日本，中国，韓国）

注）分子系統解析 40）ではヨーロッパに発生するトネリコバノカエデ菌とアジアに発生する菌は遺伝的

に明らかに異なる菌であった。アジアに発生する菌に対して適用する種名。

（56）Sawadaeapolyfida（C.T.Wei）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.20（1）:42,1980

≡ UncinulapolyfidaC.T.Wei,NankingJ.11（3）:109,1942.

＝Sawadaeapolyfidavar.japonicaU.Braun&Tanda,Mycotaxon22（1）:93,1985;typehost・Acerpalmatum
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var.matsumurae（holotype:TUAMH2408）.

宿主および分布：イロハモミジ，オオモミジ，コハウチワカエデ，ハウチワカエデ，ヤマモミジ，ヒロ

ハモミジ，ヒナウチワカエデ，オオイタヤメイゲツ，ノムラカエデ，イチギョウジ（カエデ科）；アジ

ア（日本，中国）；オーストラリアに侵入

（57）Sawadaeatulasnei（Fuckel）Homma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:374,1937

≡ UncinulatulasneiFuckel,FungiRhen.Exs.1746,1866.

≡ U.acerisvar.tulasnei（Fuckel）E.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club9:93,1900.

＝ ErysiphevariumFr.,Scleromyc.Suec.253,1822,nom.nud.

宿主および分布：イタヤカエデ，ウリカエデ，オニイタヤ，エンコウカエデ，ウラゲエンコウカエデ，

アカイタヤ，クロビイタヤ，オガラバナ（カエデ科）；アジア，ヨーロッパ

４．TribePhyllactinieae

4．1．Leveillula

LeveillulaG.Arnaud,Ann.Epiphyt.7:94,1921

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Microsphaeraauct.p.p.

Typespecies:Leveillulataurica（L・v.）G.Arnaud

Anamorph:OidiopsisScalia,AttiCongr.Bot.Palermo:396,1902［typespecies:OidiopsissiculaScalia］.

（58）Leveillulataurica（L・v.）G.Arnaud,Ann.・piphyt.7:94,1921

≡ ErysiphetauricaL・v.,inD・midoff,Voy.Russ.merid.（bot.）:119,1842.

≡ Oidiopsistaurica（L・v.）E.S.Salmon,Ann.Bot.20:187,1906.

＝ E.peganiSorokin,Rev.Mycol.11:148,1889,typehost・Peganumharmala.

＝ E.tauricavar.zygophylliMaire,Bull.Soc.Sci.Nat.Nancy3:6,1905,typehost・Zygophyllumfabago.

≡ Leveillulatauricaf.zygophylli（Maire）Jacz.（Jaczewski1927:271）.

＝ L.tauricaf.capparidisJacz.（Jaczewski1927:399）.

≡ L.capparidacearumf.capparidis（Jacz.）Golovin（1956a:275）.

＝ L.tauricaf.clematidisJacz.（Jaczewski1927:416）.

≡ L.ranunculacearumf.clematidis（Jacz.）Golovin（1956a:266）.

＝ L.tauricaf.exochordaeJacz.（Jaczewski1927:417）.

≡ L.rosacearumf.exochordae（Jacz.）Golovin（1956a:268）.

＝ L.tauricaf.lepidiiJacz.（Jaczewski1927:406）.

≡ L.cruciferarumf.lepidii（Jacz.）Golovin（1956a:278）.

＝ L.tauricaf.nitrariaeJacz.（Jaczewski1927:420）.

＝ L.tauricaf.peganiJacz.（Jaczewski1927:420）.

＝ L.tauricaf.thalictriJacz.（Jaczewski1927:416）.

≡ L.ranunculacearumf.thalictri（Jacz.）Golovin,（1956a:267）.

＝ L.tauricaf.thymelaeaeJacz.（Jaczewski1927:418）.

≡ L.thymelaeacearumf.thymelaeae（Jacz.）Golovin（1956a:270）.

＝ L.tauricaf.gossypiiZaprom.,KhlopkovoeDelo1930（1）:144,1930.

≡ L.malvacearumf.gossypii（Zaprom.）Golovin（1956a:240）.

＝ L.tauricaf.sesamiGolovin,TrudySredne-Aziatsk.Gosud.Univ.,Ser.VIII,35:45,1937.

＝ Ltaurica・f.capsici・Berger（1938）,・f.lycopersici・Berger（1938）,・f.melongenae・Berger（1938）.

Notes:Referencesto・formae・ofBergeroccurintheliterature（e.g.Golovin1956a,Ciferri&C・mera

1961）.Berger（1938）dealtwithLeveillulatauricas.lat.fromMorocco,buthispaperdoesnotcontainany
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formalandvaliddescriptionsofformae.

＝ L.boraginacearumGolovin（1956a:272）,nom.inval.

＝ L.boraginacearumf.heliotropiiGolovin（1956a:273）,nom.inval.［as・（Teich）Golovin・］.

≡ L.tauricaf.heliotropii（Golovin）Vasyagina,inVasyaginaetal.（1961:376）,nom.inval.［as・Teich・］.

＝ L.capparidacearumGolovin（1956a:275）,nom.inval.

＝ L.cruciferarumGolovin（1956a:278）,nom.inval.

＝ L.cucurbitarumGolovin（1956a:279）,nom.inval.

＝ L.papaveracearumGolovin（1956a:265）,nom.inval.

＝ L.papaveracearumf.argemonesGolovin（1956a:265）,nom.inval.

＝ L.pedaliacearumGolovin（1956a:281）,nom.inval.

＝ L.rosacearumGolovin（1956a:268）,nom.inval.

＝ L.saxifragacearumGolovin（1956a:268）,nom.inval.

＝ L.saxifragacearumf.ribisGolovin（1956a:269）,nom.inval.

＝ L.solanacearumGolovin（1956a:288）,nom.inval.

＝ L.solanacearumf.solaniGolovin（1956a:288）,nom.inval.

＝ L.thymelaeacearumGolovin（1956a:248）,nom.inval.

＝ L.cruciferarumf.dontostemiSchmied.,inSchmiedeknecht&Puncag,FeddesRepert.73（3）:167,1966.

Anamorph:OidiopsissiculaScal.,AttiCongr.Bot.Palermo:396,1902.

≡ Ovulariopsissicula（Scal.）Cif.&Camera,Quad.Lab.Crittog.Ist.Bot.Univ.Pavia21:28,1962,nom.

inval.

＝ AcrosporiumgossypiiSumstine,Mycologia5:59,1913.

≡ Oidiumgossypii（Sumstine）Sacc.,Syll.Fung.25:649,1931.

＝ OvulariopsisgossypiiWakef.,Bull.Misc.Inf.Kew7:237,1920.

≡ Oidiopsisgossypii（Wakef.）Raych.,Trans.Brit.Mycol.Soc.32:289,1950.

＝ Oidiopsissiculaf.fraxiniGonz.Frag.,Bol.RealSoc.Esp.Hist.Nat.24:451,1924.

＝ OidiopsispapaverisSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa61:39,1933.

＝ OidiopsiscapsiciSawada（l.c.:38）.

＝ OidiumacladumFerraris,Bol.Lab.Sperim.Osserv.Fitopatol.（Torino）14:41,1937.

≡ Ovulariopsisacroclada（Ferraris）Cif.&Corte,AttiIst.Bot.Univ.Lab.Crittog.Pavia,Ser.5,14:284,

1957,nom.inval.

＝ OidiopsisliniMundkur.&Thirum.,Mycol.Pap.40:14,1951.

＝ OidiopsisimpatientisGolovin（1956a:297）,nom.inval.

≡Ovulariopsisimpatientis（Golovin）Cif.&Camera,Quad.Lab.Crittog.Ist.Bot.Univ.Pavia21:28,1962,

nom.inval.

＝ OvulariaindicaRamachandraRao,Mycopathol.Mycol.Appl.34:48,1968.

＝ OidiopsissolaniN.Ahmad,A.K.Sarbhoy,Kamal&D.K.Agarwal,IndianPhytopathol.59（2）:221,

2006

宿主および分布：ピーマン，トマト，ナス（ナス科），キュウリ（ウリ科），オクラ（アオイ科）；全世界

注）日本では完全世代は未確認。

4．2．Phyllactinia

PhyllactiniaL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:144,1851

≡ Erysiphesect.Phyllactinia（L・v.）Bary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:412,1870［alsoBeitr.Morph.

Physiol.Pilze1（3）:52,1870andHedwigia10:70,1870］.
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＝ SpolveriniaMassal.,SchedulaecriticaeinLichenesexsiccatosItaliae,Vol.2:51,1856.

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Alphitomorphaauct.p.p.

Typespecies:Phyllactiniaguttata（Wallr.:Fr.）L・v.

Anamorph:OvulariospisPat.&Har.,J.Bot.（Morot）14:245,1900;typespecies・Ovulariospiserysiphoides

Pat.&Har.

（59）Phyllactiniaactinidiae（Jacz.）Bunkina,Nizshierasteniya,gribyimokhoobraznyeSovetskogo

Dal・negoVostoka,Tom2,Askomitsety,Nizshierasteniya,gribyimokhoobraznyeSovietskogoDal・nego

Vostoka,Tom2,Askomicety,Erizifal・nye,Klavitsipital・nye,Gelotsial・nye:139,1991

≡ Phyllactiniasuffultaf.actinidiaeJacz.（Jaczewski1927:424）.

＝ P.lianyungangensisS.J.Gu&Y.S.Zhang,Mycosystema17（1）:19;1998,typehost・Actinidiavalvata

（HMAS66402）.

宿主および分布：マタタビ，サルナシ，ミヤママタタビ（マタタビ科）；アジア（日本，中国，韓国，

ロシア極東）

（60）Phyllactiniaailanthi（Golovin&Bunkina）Y.N.Yu,ActaMicrobiol.Sin.19（1）:11,1979

≡ Phyllactiniasuffultaf.ailanthiGolovin&Bunkina（1961:120）.

宿主および分布：シンジュ（ニガキ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド，ロシア極東）

（61）PhyllactiniaalangiiY.N.Yu&Y.Q.Lai,inYuetal.,ActaMicrobiol.Sin.19:132,1979

宿主および分布：ウリノキ（ウリノキ科）；アジア（日本，中国）

注）日本では形態記載なし。

（62）PhyllactiniaalniY.N.Yu&S.J.Han,inYu&LaiActaMicrobiol.Sin.19（1）:13,1979

Anamorph:Ovulariopsisalni-formosanaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa61:83,

1933.

宿主および分布：ハンノキ，ヤマハンノキ，ケヤマハンノキ，カワラハンノキ，ヤシャブシ，オオバヤ

シャブシ，タニガワハンノキ，ヤハズハンノキ，ミヤマハンノキ，ヒメヤシャブシ，エゾハンノキ（カ

バノキ科）；アジア（日本，中国，台湾，インド，イラン，イスラエル，韓国，ロシア極東）

（63）PhyllactiniaampelopsidisY.N.Yu&Y.Q.Lai,ActaMicrobiol.Sin.19（1）:14,1979

Anamorph:Ovulariopsisampelopsidis-heterophyllaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.

Formosa61:85,1933.

宿主および分布：ノブドウ，サンカクヅル（ブドウ科）；アジア（日本，中国，台湾），ヨーロッパ

（スイス）

（64）Phyllactiniabetulae（DC.）Fuss,Arch.Ver.Siebenb.Landesk.14（2）:463,1878

≡ ErysiphebetulaeDC.,Fl.fran・.6:107,1815.

＝ Erysipheguttatad.betulaeFr.,Syst.mycol.3:246,1829.

＝ E.guttatab.betulaeRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:234,1844.

＝ Phyllactiniaguttataf.betulaeFuckel,FungiRhen.Exs.710,1863.

＝ P.fraxiniauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：シラカンバ，ダケカンバ，ミズメ，オノオレカンバ（カバノキ科）；北米，アジア，

コーカサス，ヨーロッパ

（65）Phyllactiniabroussonetiae-kaempferiSawada,Rep.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa49:87,

1930

＝ Phyllactiniasuffultaf.broussonetiaeJacz.（Jaczewski1927:434）.
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＝ P.moricolaauct.pp.（sensuHomma1937）.

Anamorph:Ovulariopsisbroussonetiae-papyriferaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.

Formosa61:86,1933.

宿主および分布：コウゾ，ツルコウゾ（クワ科）；アジア（日本，中国，台湾）

（66）PhyllactiniacaesalpiniaeY.N.Yu,inYu,Lai&Han,ActaMicrobiolSin.19:134,1979

宿主および分布：ジャケツイバラ（ジャケツイバラ科）；アジア（日本，中国，インド）

（67）PhyllactiniacarpinicolaU.Braun&S.Takam.,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:235,2012

宿主および分布：クマシデ，アカシデ，イヌシデ，サワシバ（カバノキ科）；アジア（日本，中国，韓

国，ロシア極東）

注）北米，ヨーロッパ，中央アジア，コーカサスでCarpinus属に寄生する菌はPh.carpiniとして区別さ

れる。

（68）PhyllactiniacorniH.D.Shin&M.J.Park,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:241,2012

≡ PhyllactiniacorniH.D.Shin&Y.J.La,ErysiphaceaeofKorea;148,Thesis,SeoulNationalUniversity,

1988,noteffectivelypublished.

＝ P.guttataf.corni-marisSacc.,Mycoth.Ven.625,1876.

＝ P.suffultaf.corniJacz.（Jaczewski1927:430）.

宿主および分布：サンシュユ（ミズキ科）；北米，アジア（日本，韓国，イラン），コーカサス，ヨー

ロッパ

（69）PhyllactiniaenkianthiZ.Y.Zhao,ActaMycol.Sin.4（1）:19,1985

＝ PhyllactiniarhododendriH.D.Shin&Y.L.La,ErysiphaceaeofKorea:171,Thesis,SeoulNational

University,Seoul,1988,not

effectivelypublished.

＝ Phyllactiniasuffultaf.azaleaeJacz.（Jaczewski1927:431）.

＝ Phyllactiniasuffultaf.rhododendriJacz.（Jaczewski1927:431）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：ネジキ，ムラサキヤシオツツジ，ゴヨウツツジ，ウラジロヨウラク，レンゲツツジ

（ツツジ科）；アジア（日本，韓国，ロシア極東，トルコ），コーカサス（グルジア），ヨーロッパ（ド

イツ）

（70）PhyllactiniaeupteleaeU.Braun&S.Takam.,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:247,2012

＝ Phyllaciniacoryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.fraxiniauct.p.p.

宿主および分布：フサザクラ（フサザクラ科）；日本（固有種）

（71）PhyllactiniafraxinicolaU.Braun&H.D.Shin,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:249,2012

＝ Phyllactiniafraxiniauct.p.p.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

27



高 松 進

宿主および分布：トネリコ，アオダモ，マルバアオダモ，ヒロハアオダモ，ヤチダモ，ヤマトアオダモ

（モクセイ科）；アジア（日本，中国，韓国，イラン，ロシア極東）

注）北アフリカ，北米，中央・西アジア，ヨーロッパに分布するPh.fraxiniとは区別される。

（72）Phyllactiniaguttata（Wallr.:Fr.）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot,3S・r.,15:144,1851

≡ AlphitomorphaguttataWallr.,Verh.Ges.Naturforsch.freundeBerlin 1:42,1819and Ann.

WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:245,1819.

≡ Erysibeguttata（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:116,1824.

≡ Erysipheguttata（Wallr.）:Fr.,Syst.mycol.3:245,1829.

≡ E.coryliDC.,Fl.fran・.2:272,1805.

≡ Erysibeguttatavar.coryli（DC.）Link,Sp.pl.4,6（1）:116,1824.

≡ Erysipheguttataa.coryli（DC.）Fr.,Syst.mycol.3:246,1829.

＝ SclerotiumErysiphecoryleaPers.,Syn.Fung.:124,1801;typehost・Corylusavellana.

≡ Phyllactiniacorylea（Pers.）P.Karst.,ActaSoc.FaunaFl.Fenn.2:92,1885.

＝ SclerotiumsuffultumRebent.,Prod.Fl.Neomarch:360,Pl.3,Fig.14;1804,typehost・Corylusavellana.

≡ Erysiphevariavar.suffulta（Rebent.）Fr.,Obs.mycol.1:206,1815.

≡ Erysiphesuffulta（Rebent.）Nees,Syst.Pilze:148,Pl.14,Fig.134,1817.

≡ Phyllactiniasuffulta（Rebent.）Sacc.,Michelia2:50,1880.

＝ DematiumErysipheSpreng.,Fl.Hal.:387,1806.

＝ ErysiphevagansBiv.,Pl.rar.Sic.,Man.3:Pl.4,Fig.2,3,1815;typehost・Corylussp.

＝ E.pachybusMart.,Fl.Crypt.Erlang.:393,N・rnberg1817;typehost・Corylusavellana.

＝ Phyllactiniaguttataf.coryliFuckel,FungiRhen.Exs.708,1863.

＝ P.guttataf.coryliRabenh.,FungiEur.Exs.1054,1866.

＝ P.guttataf.coryli-avellanaeSacc.,Mycoth.Ven.623,1876.

＝ P.suffultaf.coryli-tubulosaeTh・m.,Herb.Mycol.Oecon.528,1877.

＝ P.suffultaf.coryli-avellanaeJacz.（Jaczewski1927:428）.

Anamorph:OvulariopsistulasneorumPeyronell,Mem.R.Accad.Sci.Torino,Ser.II,LXVI:48,1916.

宿主および分布：ツノハシバミ，オオツノハシバミ（カバノキ科）；北米，アジア，コーカサス，ヨー

ロッパ

（73）PhyllactiniahamamelidisU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:253,2012

＝ Phyllactiniasuffultaf.hamamelidisJacz.（Jaczewski1927:436）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：マンサク，マルバマンサク，アテツマンサク（マンサク科）；北米，アジア（日本，

韓国）

（74）PhyllactiniajuglandisJ.F.Tao&J.Z.Quin,ActaMicrobiol.Sin.17（4）:293,1977

＝ Phyllactiniasuffultaf.juglandisJacz.（Jaczewski1927:433）.

＝ P.juglandisvar.juglandisY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:73,2006,nom.illeg.etinval.

≡ P.juglandisvar.pauliiHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:78,NewDelhi

2009,nom.inval.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.
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宿主および分布：サワグルミ，オニグルミ，ノグルミ，シナサワグルミ（クルミ科）；アフリカ（モロッ

コ），アジア（日本，中国，韓国，インド），オーストラリア

（75）PhyllactiniakakicolaSawada,Rep.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa49:80,1930

＝ Phyllactiniasuffultaf.diospyriJacz.（Jaczewski1927:431）.

宿主および分布：カキ，マメガキ，シナノガキ（カキノキ科）；アジア（日本，中国，台湾，韓国）

（76）PhyllactinialinderaeY.N.Yu&Y.Q.Lai,inYuetal.ActaMicrobiol.Sin.19（1）:139,1979

宿主および分布：カナクギノキ（クスノキ科）；アジア（日本，中国）

（77）PhyllactiniamagnoliaeY.N.Yu&S.J.Lai,ActaMicrobiol.Sin.19（1）:16,1979

＝ Phyllactiniasuffultaf.magnoliaeJacz.（Jaczewski1927:434）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：コブシ，キタコブシ，シデコブシ，ヒメシデコブシ，ハクモクレン（モクレン科）；

北米，アジア（日本，中国，韓国）

（78）Phyllactiniamali（Duby）U.Braun,FeddesRepert.88（9・10）:657,1978

≡ ErysiphemaliDuby,Bot.gall.:869,1830.

≡ E.pyriCastagne,Cat.pl.Marseille:190,1845,nom.superfl.

≡ PhyllaciniapyriHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:412,1937,as・（Castagne）Homma・.

≡ E.cerasiCastagne,Cat.pl.Marseille:191,1845,nom.superfl.

＝ E.lenticularisc.mespilorumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:234,1844.

＝ Erysipheguttatavar.mespiliCastagne,Suppl.Cat.pl.Marseille:53,1851;typehost・Mespilusgermanica.

≡ Phyllactiniamespili（Castagne）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:396,1933.

＝ P.guttatazf.pyriFuckel,FungiRhen.Exs.706,1863.

＝ P.guttataf.crataegiFuckel,FungiRhen.Exs.708,1863.

＝ P.guttataf.crataegi-oxyacanthaeSacc.,Mycoth.Ven.621,1876.

＝ P.suffultaf.amelanchierisJacz.（Jaczewski1927:437）.

＝ P.suffultaf.pruniJacz.（Jaczewski1927:438）

＝ P.suffultaf.piriJacz.（Jaczewski1927:438）.

＝ P.suffultaf.sorbiJacz.（Jaczewski1927:438）.

＝ P.suffultaf.maliKalymb.,inVasyaginaetal.（1961:426）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

宿主および分布：ザイフリボク，カリン（バラ科）；北アフリカ，北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

注）日本でナシに寄生するPh.pyri-setotinaeは別種とされるが，さらに検討が必要。

（79）Phyllactiniamoricola（Henn.）Homma,Trans.SapporoNat.Hist.Soc.11:174,1930

≡ Phyllactiniasuffultavar.moricolaHenn.,Bot.Jahrb.Syst.28:271,1901.

≡ P.moricola（Henn.）Sawada,Rep.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa49:84,1930.

＝ Phyllactiniasuffultaf.moricolaJacz.（Jaczewski1927:434）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

Anamorph:OvulariopsismoricolaDelacr.,Bull.TrimestrielSoc.Mycol.France19:345,1903.

宿主および分布：クワ，ケグワ，ヤマグワ，トウグワ，ハチジョウグワ，コウテングワ（クワ科）；全
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世界

（80）PhyllactiniaostryaeU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powdery

mildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:265,2012

＝ Phyllactiniasuffultaf.ostryaeJacz.（Jaczewski1927:429）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：アサダ（カバノキ科）；北米，日本

注）形態，分子データが必要。

（81）Phyllactiniaphiladelphi（Jacz.）Bunkina,Nizshierasteniya,gribyimokhoobraznyeSovetskogo

Dal・negoVostoka,Griby,Tom2,Askomitsety,Erizifal・nye,Klavitsipital・nye,Gelotsial・nye:136,1991

＝ Phyllactiniasuffultaf.philadelphiJacz.（Jaczewski1927:439）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：バイカウツギ（アジサイ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（82）PhyllactiniapterostyracisY.N.Yu&Y.Q.Lai,inYuetal.,ActaMicrobiol.Sin.19（1）:141,1979

宿主および分布：オオバアサガラ（エゴノキ科）；アジア（日本，中国）

（83）Phyllactiniapyri-serotinaeSawada,Rep.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa49:83,1930

＝ Phyllactiniaguttatavar.pyricolaY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:77,Jodhpur2006,nom.

Inval.（ICBN,Art.37.5）;typehost・Pyrussp.（holotype:Herbarium oftheDepartmentofPlant

Pathology,C.S.K.HimachalPradeshKrishiVishvavidyalaya,Palampur,India,DPDH-309）.

＝ P.guttatavar.rosacearumY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:74,Jodhpur2006,nom.Inval.

（ICBN,Art.37.5）;typehost・Cotoneasterbacillaris（holotype:HerbariumoftheDepartmentofPlant

Pathology,C.S.K.HimachalPradeshKrishiVishvavidyalaya,Palampur,India,DPDH-419）.

＝ P.suffultaf.cotoneastriJacz.（Jaczewski1927:437）.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.

＝ P.maliauct.p.p.

＝ P.pyriauct.p.p.

＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：ナシ，セイヨウナシ（バラ科）；北米，アジア，コーカサス

注）閉子のう殻の直径が170・280μmと大きい点でPh.maliと区別される。

（84）PhyllactiniarhoinaDoidge,Bothalia4:842,1948

宿主および分布：ツタウルシ（ウルシ科）；南アフリカ，アジア（日本，中国）

（85）Phyllactiniaroboris（Gachet）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:389,1933

≡ ErysipheroborisGachet,Act.Soc.Linn.Bordeaux5:227,1832.

＝ E.quercusM・rat,Rev.Fl.Paris:459,1843;typehost・Quercussp.

≡ Phyllactiniaquercus（M・rat）Homma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:414,1937.

＝ P.guttataf.quercusFuckel,FungiRhen.Exs.706,1863.

＝ P.suffultaf.quercinaJacz.（Jaczewski1927:433）.

＝ MucorErysipheQuerneaSchleich.inherb.

＝ P.coryleaauct.p.p.

＝ P.guttataauct.p.p.
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＝ P.suffultaauct.p.p.

宿主および分布：クリ，クヌギ，コナラ，アベマキ，アラカシ（ブナ科）；アジア（日本，中国，韓国，

イラン，ロシア極東），コーカサス（アゼルバイジャン），ヨーロッパ

（86）PhyllactiniasalmoniiS.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:401,1933

＝ PhyllactiniaimperialisMiyabeexHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:416,1937;typehost

・Paulowniatomentosa.

＝ P.suffultaf.paulowniaeJacz.（Jaczewski1927:440）,

＝ P.imperialisMiyabe,inherb.

＝ Phyllactiniacoryleaauct.p.p.

Anamorph:OvulariopsisfortuneiC.C.Chen,Mem.Coll.Agric.Nat.TaiwanUniv.13（1）:171,1972.

宿主および分布：キリ（ゴマノハグサ科）；アジア（日本，中国，韓国，台湾）

4．3．Pleochaeta

PleochaetaSacc.&Speg.,inSacc.,Michelia2:373,1881,emend.Kimbrough&Korf（1963）

≡ PleochaetaSacc.&Speg.,inSacc.,AnalesSoc.Ci.Argent.10:64,1880,nom.nud.

＝ UncinulopsisSawada,Trans.FormosaNat.Hist.Soc.6:33,1916;typespecies・Uncinulopsissubspiralis

Sawada.

＝ Uncinulaauct.p.p.

Lectotypespecies（designatedbySaccardo1883）:Pleochaetalynckii（Speg.）Speg.（＝P.polychaeta）.

Anamorph:Ovulariopsisemend.（p.p.）.

＝ StreptopodiumR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.18（3）:183,1978.

（87）Pleochaetashiraiana（Henn.）Kimbr.&Korf,Mycologia55:624,1963

≡ UncinulashiraianaHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:148,1900.

≡ Uncinulopsisshiraiana（Henn.）Hara,J.Pl.Protect.7:260,1920.

＝ UncinulopsissubspiralisSawada,Trans.Nat.Hist.Soc.Taiwan6:33,1916,as・（Salm.）Sawada.・

＝ Uncinulapolychaetaauct.p.p.sensuSalmon（1902）.

＝ Uncinulopsispolychaetaauct.p.p.sensuWei（1942）,Tai（1946）.

Anamorph:Phyllactiniasubspiralis（E.S.Salmon）Sawada,sensuSawada,SpecialBull.Agric.Exp.Sta.Gov.

Formosa9:75,1914.

宿主および分布：エノキ，ムクノキ（ニレ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド，パキスタン），南

アフリカ

５．TribeGolovinomyceteae

5．1．SubtribeGolovinomycetinae,Golovinomyces

Golovinomyces（U.Braun）Heluta,Biol.Zhurn.Armenii41（1）:357,1988

≡ Erysiphesect.GolovinomycesU.Braun,FeddesRepert.88:659,1978.

＝ Erysipheauct.p.p.

Typespecies:ErysiphecichoracearumDC.（≡ Golovinomycescichoracearum（DC.）Heluta）.

Anamorph:EuoidiumY.L.Paul&J.N.Kapoor,IndianPhytopathol.38:761,1985;typespecies・Oidium

erysiphoidesFr.［neotype（designatedhere）:onLycopuseuropaeus,Germany,Sachsen-Anhalt,Halle（Saale）,

D・lauerHeide,near・Waldkater・,24Oct.1976,U.Braun（HAL1051F）］,seenotes.

＝ Oidiumsubgen.ReticuloidiumR.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings,Mycol.Res.101（8）:998,1997.

（88）Golovinomycesadenophorae（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:

62,1988
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≡ ErysipheadenophoraeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:235,1981.

＝ E.cichoracearumf.adenophoraeJacz.（Jaczewski1927:184）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：ソバナ，ツリガネニンジン（キキョウ科）；アジア（日本，中国，カザフスタン，ロ

シア極東），ヨーロッパ（ロシア）

（89）Golovinomycesambrosiae（Schwein.）U.Braun&R.T.A.Cook,inCook&Braun,Mycol.Res.113

（5）:628,2009

≡ ErysipheambrosiaeSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.,N.S.,4:270,1834.

＝ Erysiphecichoracearumvar.latisporaU.Braun,Mycotaxon18（1）:117,1983;typehosts・Helianthus

grosseserratus（holotype:DAOM 96982）.

≡ Golovinomycescichoracearumvar.latisporus（U.Braun）U.Braun,Schlechtendalia3:51,1999.

＝ Erysiphecichoracearumf.ambrosiaeJacz.（Jaczewski1927:186）,f.helianthiJacz.（l.c.:198）,f.ivaeJacz.

（l.c.:201）,f.rudbeckiaeJacz.（l.c.:206）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearumauct.p.p.

Anamorph:Oidium latisporum U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.137:315,1982.

宿主および分布：ブタクサ，ブタクサモドキ，オオブタクサ，オオハンゴンソウ，ハンゴンソウ，ダリ

ア，オナモミ（キク科）；北米，南米，アジア，ヨーロッパ

（90）Golovinomycesartemisiae（Grev.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:62,1988

［Golovinomycessect.Depressi］

≡ ErysipheartemisiaeGrev.,Fl.edin.:459,1824.

＝ AlphitomorphadepressaβartemisiaeWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:34,1819;typehost

・Artemisiavulgaris（lectotype,designatedhere:・Alphitomorphadepressaβartemisiae・inherb.Wallroth,

withoutanyadditionaldata,STR）.

≡ A.artemisiaeWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:240,1819.

≡ Erysiphedepressavar.artemisiae（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:110,1824.

≡ E.depressab.artemisiae（Wallr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:232,1844.

≡ E.artemisiae（Wallr.）Fuss［as・（Link）・］,Arch.VereinsSiebenb・rg.Landesk.N.F.14（2）:460,1878.

＝ E.communisn.corymbiferarumFr.,Syst.mycol.3:241,1829p.p.

＝ E.cichoracearumf.artemisiae（Fuckel）Jacz.（Jaczewski1927:186）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

＝ E.depressaauct.p.p.

＝ E.linkiiauct.p.p.

宿主および分布：ヨモギ，イヌヨモギ，オオヨモギ，オトコヨモギ，チシマヨモギ，エソヨモギ，ホソ

バオトコヨモギ，ヒトツバヨモギ，ハマオトコヨモギ，ハマギク，キク（キク科）；北米，アジア，コー

カサス，ヨーロッパ

（91）Golovinomycesasterum（Schwein.）U.Braun,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:302,2012

≡ ErysipheasterumSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.,N.S.,4:270,1834.

（a）var.asterum

≡ Erysiphecommunisn.corymbiferarumFr.,Syst.mycol.3:241,1829p.p.

＝ Erysiphecichoracearumf.asterisJacz.（Jaczewski1927:188）.

＝ Erysiphecichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearump.p.

32



2012年に発行される新モノグラフにおけるうどんこ病菌分類体系改訂の概説

Anamorph:Oidium asteris-puniceiPeck,Bull.NewYorkStateMus.Nat.Hist.150:35,・1910・1911.

＝ O.astericolumI.Hino&H.Kato�,Bull.MiyazakiColl.Agric.1:91,1929.

宿主および分布：ユウゼンギク，シオン，ヨメナ，ホウキギク，ウラギク（キク科）；北米，南米，ア

ジア（日本，シベリア）

（b）var.solidaginisU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powdery

mildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:303,2012

＝ Erysiphecichoracearumf.solidaginisJacz.（Jaczewski1927:210）.

＝ E.chichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：アキノキリンソウ，オオアキノキリンソウ，セイタカアワダチソウ，オオアワダチソ

ウ（キク科）；北米，南米，アジア（日本，イラン，カザフスタン，キルギスタン，ロシア極東），コー

カサス（アルメニア），ヨーロッパ

（92）Golovinomycesbiocellatus（Ehrenb.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:62,1988

≡ ErysiphebiocellataEhrenb.,NovaActaPhys.-Med.Acad.Caes.Leop.-Carol.Nat.Cur.10:211,1821.

≡ Erysibebiocellata［・biocellaris・］（Ehrenb.）Link,Sp.pl.4,6（1）:109,1824.

≡ Erysiphecommunisf.biocellata（Ehrenb.）Fr.,Syst.mycol.3:239,1829.

＝ E.monardaeNagy,Phytopathol.Z.88:285,1977;typehost・Monardadidyma.

≡ E.biocellatavar.monardae（Nagy）U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.137:316,1982.

＝ E.cichoracearumf.lycopiJacz.（Jaczewski1927:216）,f.menthaeJacz.（l.c.:217）.

＝ E.labiatarumf.salviaeJacz.（Jaczewski1927:162）.

≡ E.salviae（Jacz.）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:273,1933.

＝ E.simplexHeluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.43（5）:53,1986,nom.Illeg.（nom.superfl.）.

≡ Golovinomycessimplex（Heluta）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988.

＝ E.cichoracearumf.nepetaeKoshk.,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.14:121,1961;typehost・Nepetasintenisii（type:LE34535）.

＝ E.cichoracearumf.salviaeKoshk.,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.14:123,1961;typehost・Salviavirgata（type:LE34536）.

＝ E.cichoracearumf.stachyopsidisKalymb.,inVasyaginaetal.（1961:170）.

＝ E.cichoracearumf.zizyphoraePospelov,inPoselovetal.,Grib.Fl.Kirg.SSR1:.95,1957.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

Pseudonym:E.labiatarumauct.p.p.

Anamorph:Oidium erysiphoidesFr.,Syst.mycol.3:432,1832;typehost・Lycopuseuropaeus（neotype:

HAL1051F）.

≡ Euoidiumerysiphoides（Fr.）Y.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianPhytothol.38（4）:762,1985,nom.inval.

（ICBN,Art.33.3）.

≡Euoidiumerysiphoides（Fr.）Y.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17（3）:302,1987,nom.

inval.（ICBN,Art.33.3）.

＝ OidiumhyssopiErikss.,Hedwigia22:158,1883.

＝ OidiumhorminiFarneti,AttiIst.Bot.Univ.Pavia7:255,1902.

＝ ?O.verbenaceaPass.,inTh・m.,Mycoth.Univ.,Cent.VIII,No.789,Klosterneuburg1877.

＝ O.ocimiS.Naray.&K.Ramakr.,Madras.Univ.J.37・38:87,1967.

＝ EuoidiumlabiatarumY.L.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17:299,1987.

宿主および分布：モナルダ，ローズマリー（シソ科）；アフリカ，北米，南米，アジア，コーカサス，
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ヨーロッパ

（93）Golovinomycescichoracearum（DC.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:62,1988,s.str.

（emend.）

≡ ErysiphecichoracearumDC.,Fl.fran・.2:274,1805.

≡Alphitomorphacommunisεcichoracearum（DC.）Wallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:31,1819.

≡ Erysibecommunisvar.cichoracearum（DC.）Link,Sp.pl.4,6（1）:107,1824.

≡ Erysiphecommuniso.cichoracearum（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:241,1829.

≡ E.horridulab.cichoracearum（DC.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:235,1844.

≡ Uncinulacichoracearum（DC.）Fuss,Arch.VereinsSiebenb・rg.Landesk.N.F.14（2）:462,1878.

＝ ErysiphescorzoneraeCastagne,Cat.pl.Marseille:189,1845;typehost・Scorzonerasp.

＝ E.communisvar.cichoracearumf.taraxaciRoum.,FungiSel.Gall.Exs.,Cent.20,No.1934,1882.

≡ E.cichoracearumf.taraxaci（Roum.）Jacz.（Jaczewski1927:211）.

＝ E.cichoracearumf.euhieraciiS.Blumer（Blumer1922:45）.

＝ E.cichoracearumf.piloselloideaS.Blumer（Blumer1922:45）.

＝ E.cichoracearumf.cichorii-intybiJacz.・asL・v.・（Jaczewski1927:192）,f.crepidisJacz.（l.c.:195）,f.

dendroseridisJacz.（l.c.:196）,f.

lactucaeJacz.（l.c.:201）,f.lampsanaeJacz.（l.c.:202）,f.leontodontisJacz.（l.c.:205）,f.picridisJacz.（l.c.:

206）,f.scorzoneraeJacz.（l.c.:207）,f.tragopogiJacz.（l.c.:212）.

＝ E.cichoracearumf.willemetiaeMekht.,Dokl.Akad.NaukAzerbaidzhansk.S.S.R.15（1）:55,1959.

Anamorph:Oidium lactucae-debilisSawada,Bull.Dept.Gov.Res.Inst.Formosa24:34,1927.

宿主および分布：キバナムギナデシコ（キク科）；アフリカ，カナリー諸島，北米，南米，アジア，コー

カサス，ヨーロッパ

注）日本では完全世代未確認。

（94）Golovinomycescircumfusus（Schltdl.）U.Braun,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:309,2012

≡ AlphitomorphacircumfusaSchltdl.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:49,1819.

≡ Erysibecircumfusa（Schltdl.）Ehrenb.,NovaActaPhys.-Med.Acad.Caes.Leop.-Carol.Nat.Cur.10:

169,1821.

≡ Erysiphecircumfusa（Schltdl.）Schltdl.,Fl.berol.2:169,1824.

≡ Erysibecircumfusca（Schltdl.）Link,Sp.pl.4,6（1）:109,1824.

≡ Erysiphecommunisf.circumfusa（Schltdl.）Fr.,Syst.mycol.3:240,1829.

＝ E.communisn.corymbiferarumFr.,Syst.mycol.3:241,1829p.p.

＝E.cichoracearumf.eupatoriiDearn.,inRehm,Ascomyc.,Fasc.48,No.1950,1911andAnn.Mycol.9:290,

1911.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：ヨツバヒヨドリ，ヒヨドリバナ（キク科）；北米，アジア（日本，韓国，インド），コー

カサス（アルメニア），ヨーロッパ

（95）Golovinomycescucurbitacearum（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）Vakal.&Kliron.,Mycotaxon80:

490,2001

≡ E.cucurbitacearumR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:258,1981.

＝ Erysiphecichoracearum f.cucurbitacearum Poteb.,GribnyeparazityvysshikhrastenijKharkovskoji

smezhnykhgubernij:233,1915.

＝ Erysiphecichoracearumauct.p.p.
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＝ Erysipheorontiiauct.p.p.

＝ Erysiphepolyphagaauct.p.p.

＝ Golovinomycesorontiiauct.p.p.

宿主および分布：ウリ科；全世界

注）分子系統ではウリ科に寄生するGolovinomyces属菌は三つのグループに分かれるが，本菌がどのグルー

プに入るかは不明。BraunandCook10）では本菌の分布域に日本も入っているが，日本に分布するかど

うか不明。

（96）Golovinomycescynoglossi（Wallr.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:62,1988

≡ AlphitomorphacynoglossiWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:240,1819.

≡ Erysiphecynoglossi（Wallr.）U.Braun,Mycotaxon15:136,1982.

≡ E.artemisiaevar.cynoglossi（Wallr.）Ialongo,Mycotaxon44（1）:255,1992,nom.inval.

＝ E.communisq.asperifoliarumFr.,Syst.mycol.3:241,1829.

≡ E.horridulaa.asperifoliarum（Fr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:235,1844.

＝ E.asperifoliorumGrev.,Fl.edin.:461,1824;typehost・Symphytumsp.

＝E.horridulaf.anchusaeS.Blumer（Blumer1922:33）,f.asperuginisS.Blumer（l.c.:30）,f.cerinthes-minoris

S.Blumer（l.c.）,f.echiimyosotidis

S.Blumer（l.c.）,f.pulmonariaeS.Blumer（l.c.）,f.symphytiS.Blumer（l.c.）.

＝ E.horridulaf.amsinkiaeJacz.,as・amsinckiae・（Jaczewski1927:133）,f.borraginisJacz.（l.c.:134）,f.

cerinthesJacz.（l.c.）,f.lappaeJacz.（l.c.:136）,f.mertensiaeJacz.（l.c.:138）,f.nonneaeJacz.（l.c.）,f.

onosmatisJacz.,as・onosmae・（l.c.）,f.rinderaeJacz.（l.c.:139）,f.solenanthiJacz.（l.c.）.

＝ E.horridulaf.trichodesmatis（・trichodesmae・）Kusnetsova,inVasyaginaetal.（1961:156）,nom.inval.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.horridula（nom.illeg.,nom.superfl.）auct.p.p.

Anamorph:Oidium myosotidisRabenh.,FungiEur.Exs.2558,1881.

＝ OidiumasperifoliiErikss.,inVestergr.,Micromyc.Rar.Sel.Praec.Scand.297,1900.

宿主および分布：オニルリソウ（ムラサキ科）；アフリカ，カナリー諸島，北米，アジア，ヨーロッパ

注）日本では完全世代未確認。

（97）GolovinomycesinulaeU.Braun&H.D.Shin,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:317,2012

＝ Sphaerothecacastagneif.inulae-hirtaeSacc.,Mycoth.Ven.630,1876.

＝ Erysiphecichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：オグルマ，カセンソウ（キク科）；北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（98）Golovinomyceslaporteae（U.Braun）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988

≡ ErysiphelaporteaeU.Braun,Mycotaxon18（1）:123,1983.

＝ E.cichoracearumf.laporteaeJacz.（Jaczewski1927:227）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：ムカゴイラクサ（イラクサ科）；日本（固有種）

（99）Golovinomycesmacrocarpus（Speer）U.Braun,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:319,2012

≡ ErysiphemacrocarpaSpeer,Anz.・sterr.Akad.Wiss.,Math.-Naturwiss.Kl.,106（1・4）:245,・1969・1970.

宿主および分布：セイヨウノコギリソウ，ノコギリソウ，ヤマノコギリソウ，ホロマンノコギリソウ

（キク科）；アフリカ（モロッコ），北米，南米（アルゼンチン），アジア，コーカサス，ヨーロッパ
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（100）Golovinomycesmagnicellulatus（U.Braun）Helutavar.magnicellulatus,Ukrayins・k.Bot.

Zhurn.45（5）:63,1988

≡ ErysiphemagnicellulataU.Braun,FeddesRepert.88（9・10）:656,1978.

≡ E.cichoracearumvar.magnicellulata（U.Braun）U.Braun,NovaHedwigia34:695,1981.

＝ E.cichoracearumf.phlogisJacz.（Jaczewski1927:221）,f.polemoniiJacz.（l.c.:221）.

＝ E.martiif.phlogisTh・m.,Mycoth.Univ.,Cent5,449,1876.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

Anamorph:Oidium drummondiiTh・m.,Mycoth.Univ.,Cent.XII,No.1177,Klosterneuburg1878.

宿主および分布：クサキョウチクトウ（ハナシノブ科）；北米，アジア，ヨーロッパ

（101）GolovinomycesmontagneiU.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:321,2012

≡ Erysiphecommunism.carduacearumFr.,Syst.mycol.3:321,1829p.p.

＝ E.communise.compositarumvar.cirsiiLasch,inRabenh.,KlotzschiiHerb.Viv.Mycol.,Cent.10,No.

942,Dresden1846.

≡ E.cichoracearumf.cirsii（Lasch）Jacz.（Jaczewski1927:193）.

＝ E.lamprocarpaf.cirsii-lanceolatiFuckel,FungiRhen.Exs.,Suppl.,Fasc.3,No.1739,1866.

＝ E.cichoracearumf.carduiJacz.（Jaczewski1927:189）,f.carlinaeJacz.（l.c.:190）,f.centaureae-jaceaeJacz.

（l.c.:190）,f.centaureaedealbataeJacz.（l.c.:191）,f.centaureae-scabiosaeJacz.（l.c.:192）,f.cirsii-arvensisJacz.

（l.c.:194）,f.cirsii-palustrisJacz.（l.c.:195）,f.cousiniaeJacz.（l.c.:195）,f.crupiniaeJacz.（l.c.:195）.f.

saussureaeJacz.（l.c.:206）,f.serratulaeJacz.（l.c.:209）,f.silybiiJacz.（l.c.:210）.

＝ E.cichoracearumf.carthamiMilovtzova,TrudyInst.Bot.Kharkivs・k.Derzhavn.Univ.2:10,1937.

＝ E.cichoracearumf.cniciGolovina,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.12:155,1959.

＝ E.cichoracearumf.cniciT.M.Achundov,VoprosyEksperimentalnojBotaniki:159,1965.

＝ Erysiphecichoracearumauct.p.p.

＝ Golovinomycescichoracearumauc.p.p

Misappliedname:Erysiphemontagneiauct.（sensuBlumer1933,1967）.

宿主および分布：ダキバヒメアザミ，ノアザミ，チシマアザミ，ナガエノアザミ，アズマヤマアザミ，

ナンブアザミ，タイアザミ，ヨシノアザミ，ノハラアザミ，サワアザミ，タムラソウ，ホクロクトウヒ

レン（キク科）；北アフリカ，カナリー諸島，北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（102）Golovinomycesorontii（Castagne）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988

≡ ErysipheorontiiCastagne,Suppl.Cat.pl.Marseille:52,1851.

≡ E.communisq.violacearumRabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:233,1844.

＝E.tabaciSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa24:23,1927;typehost・Papaversomniferum

（lectotype,designatedbyBraun1987:Sawada,l.c.,Pl.I,Figs6・9）.

＝ E.cichoracearumf.papaverisPotebnia,GribnyeparazityvysshichrastenyKharkovskoyismezhnyh

guberny:232,1915.

＝ E.communisvar.violarumH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.VIII,69.

≡ E.cichoracearumf.violarumJacz.（Jaczewski1927:228）.

＝E.cichoracearumf.liniJacz.（Jaczewski1927:218）,f.antirrhiniJacz.（l.c.:224）,f.linariaeJacz.（l.c.:224）,

f.nicotianaeJacz.（l.c.:226）.

＝ E.polyphagaHammarlund,Bot.Not.1945:108,1945,nom.inval.

＝E.cichoracearumf.scrophulariaeKoshk.,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.14:123,1961;typehost・Scrophulariasp.（type:LE34537）.
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＝ E.cichoracearumvar.brevisporaG.J.M.Gorter,Ann.Univ.Stellenbosch3:18,1988;typehost・Linaria

bipartita（holotype:PREM47598）

≡ E.orontiivar.brevispora（G.J.M.Gorter）G.J.M.Gorter,S.Afr.J.Bot.59:567,1993.

＝ E.cichoracearumvar.luvungaeM.S.Patil&Maham.,J.Mycol.Pl.Pathol.29（1）:45,1999;typehosts

・Luvungasp.

＝ E.orontiivar.papaveris（as・papaverae・）Y.S.Paul&V.K.Thakur,IndiaErysiphaceae:47,2006,nom.

Inval.;typehost・Papaversomniferum.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

Anamorph:Euoidium violae（Pass.）U.Braun&R.T.A.Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:322,2012

≡ OidiumviolaePass.,inTh・m.,Mycoth.Univ.,Cent.XII,No.1176,Klosterneuburg1878.

＝ O.ladaniferiTh・m.,Jorn.Sci.Math.Phys.Nat.Lisboa6,24:233,1878［Contributionesadfloram

mycologicamlusitanica:6,1878（reprint）］.

＝ O.begoniaePuttem.,Bull.Soc.Roy.Bot.Belgique48:238,1911.

＝ O.liniBondartsev,Zhurn.・Bol�zniRast.・7:326,1913.

≡Euoidiumlini（Bondartsev）Y.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17（3）:302,1987,nom.

inval.（ICBN,Art.33.3）.

＝ O.lini・kori�,Glasn.・umskePokuse1:108,1926.

≡ Acrosporiumlini（・kori�）Subram.,Hyphomycetes（NewDelhi）:837,1971.

＝ OidiumthladianthaeSandu,Stud.Cercet.�ti.（Ia�i）,Ser.2,�ti.Biol.8:9,1957.

＝ AcrosporiumscopariaeN.D.Sharma&A.C.Jain,Curr.Sci.44:607,1975.

≡ Oidiumscopariae（N.D.Sharma&A.C.Jain）Bhagyan.&Ramachar,Curr.Sci.52:170,1983.

＝ EuoidiumsolanacearumY.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianJ.Mycol.Pl.Pathol.17（3）:301,1987.

＝ O.saeforthianiHosag.,Vijay.,Udaiyan&Manian,IndianJ.Forest.15:161,1992.

宿主および分布：トゲチシャ，レタス，コウゾリナ（キク科），タチイヌノフグリ（ゴマノハグサ科），

ホトケノザ（シソ科），シロイヌナズナ（アブラナ科），キュウリ（ウリ科），ヤエムグラ（アカネ科），

パンジー（スミレ科）；全世界

注）日本では完全世代未確認。

（103）Golovinomycesriedlianus（Speer）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988

≡ ErysipheriedlianaSpeer,Anz.・sterr.Akad.Wiss.,Math.-Nat.Kl.,106（1・4）:244,・1969・1970.

≡ E.cichoracearumvar.riedliana（Speer）U.Braun,Mycotaxon18（1）:121,1983.

＝ E.galiiauct.p.p.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：カワラマツバ（アカネ科）；北米，アジア，ヨーロッパ

（104）Golovinomycesrubiae（H.D.Shin&Y.J.La）U.Braun,Schlechtendalia3:51,1999

≡ ErysipherubiaeH.D.Shin&Y.J.La,inShin,ErysiphaceaeofKorea:84,SeoulNationalUniversity,

Korea,1988.

≡ ErysipherubiaeH.D.Shin&Y.J.La,KoreanJ.Pl.Pathol.5:182,1989,nom.inval.

＝ Erysiphecichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：アカネ（アカネ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（105）GolovinomycessonchicolaU.Braun&R.T.A.Cook,inCook&Braun,Mycol.Res.113（5）:629,

2009

＝ Erysiphecichoracearumf.sonchiJacz.（Jaczewski1927:210）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.
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＝ Golovinomycescichoracearumauct.p.p.

Anamorph:Oidium sonchi-arvensisSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa24:34,1927.

宿主および分布：オニノゲシ，ハチジョウナ，ノゲシ（キク科）；アフリカ（モロッコ），アジア，北米，

南米，コーカサス，ヨーロッパ

（106）Golovinomycessordidus（L.Junell）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988

≡ ErysiphesordidaL.Junell,Trans.Brit.Mycol.Soc.48:544,1965.

≡ Erysipheartemisiaevar.sordida（L.Junell）Ialongo,Mycotaxon44（1）:256,1994.

＝ Erysibelamprocarpavar.plantaginisLink,Sp.pl.4,6（1）:109,1824.

≡ E.lamprocarpac.plantaginis（Link）Rabenh.,Deutsch.Krypt.-Fl.1:232,1844.

≡Erysipheplantaginis（Link）Fuss,Arch.VereinsSiebenb・rg.Landesk.N.F.14（2）:460,1878,nom.Illeg.,

nonCastagne（1845）.

≡ E.plantaginis（Link）Sawada,Bull.Dept.Agric.Govt.Res.Inst.Formosa24:47,1927,nom.Illeg.,non

Castagne（1845）.

≡ E.cichoracearumvar.plantaginis（Link）U.Braun,NovaHedwigia34:659,1981.

＝ E.communisv.plantaginearumFr.,Syst.mycol.3:242,1829.

＝ E.cichoracearumf.plantaginisPoteb.,GribnyeparazityvysshikhrastenijKharkovskojismezhnykh

gubernij233,1915.

＝ E.lamprocarpaauct.p.p.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：オオバコ（オオバコ科）；北アフリカ，カナリー諸島，北米，南米，アジア，コーカ

サス，ヨーロッパ，ニュージーランド

（107）Golovinomycesvalerianae（Jacz.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988

≡ Erysiphecichoracearumf.valerianaeJacz.（Jaczewski1927:227）.

≡ E.valerianae（Jacz.）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:264,1933.

＝ E.blumeriMayor,Ber.Schweiz.Bot.Ges.59:284,1949;typehost・Centranthusangustifolius（type:

NEU）.

＝ E.cichoracearumauct.p.p.

宿主および分布：ツルカノコソウ（オミナエシ科）；北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

注）日本では完全世代未確認。

5．2．SubtribeNeoerysiphinae,Neoerysiphe

Neo・rysipheU.Braun,Schlechtendalia3:50,1999

≡ Erysiphesect.GaleopsidisNovaHedwigia34:690,1981.

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Golovinomycesauct.p.p.（sensuHeluta1988）.

Typespecies:Neo・rysiphegaleopsidis（DC.）U.Braun.

Anamorph:Striatoidium（R.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings）R.T.A.Cook&U.Braun,inBraun

&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:339,

2012［typespecies:Oidiumleucas-javanicaeSawada］.

≡ Oidiumsubgen.StriatoidiumR.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings,Mycol.Res.101:998,1997.

（108）Neo・rysiphegaleopsidis（DC.）U.Braun,Schlechtendalia3:50,1999

≡ ErysiphegaleopsidisDC.,Fl.fran・.6:108,1815.

≡ AlphitomorphalamprocarpaWallr.,Verh.Ges.Naturforsch.FreundeBerlin1:33,1819,nom.Superfl.（E.

galeopsidiswascitedassynonym）.
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≡ A.lamprocarpaβgaleopsidis（DC.）Wallr.,Verh.Ges.Naturforsch.FreundeBerlin1:33,1819.

≡ Erysiphe［Erysibe］lamprocarpa（Wallr.）Ehrenb.,NovaActaPhys.-Med.Acad.Caes.Leop.-Carol.Nat.

Cur.10（1）:212,1821（basedonanom.superfl.）.

≡ Erysiphe［Erysibe］lamprocarpa（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:108,1824（basedonanom.superfl.）.

≡ E.lamprocarpavar.galeopsidis（DC.）Link,Sp.pl.4,6（1）:108,1824.

≡ E.communisf.lamprocarpa（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:239,1829（basedonanom.superfl.）.

≡ Golovinomycesgaleopsidis（DC.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:62,1988.

＝ AlphitomorphaballotaeWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:239,1819;type

host・Ballotanigra（lectotype:STR,designatedhere,withoutanyfurtherdata,herb.Wallroth）.

＝ A.labiatarumWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:241,1819;typehost・

Lamiumsp.

≡ A.communisδlabiatarumWallr.,Verh.Ges.Naturforsch.FreundeBerlin1:31,1819.

≡ Erysibecommunisvar.labiatarum（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6:106,1824.

≡ Erysiphecommunisr.labiatarum（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:242,1829.

≡ Erysiphelabiatarum（Wallr.）Chev.,Fl.gen.env.Paris,Ed.1,1:380,1826.

＝ Erysibelamprocarpavar.ballotesLink,Sp.pl.4,6:108,1824.

＝ Erysiphelamii（Rabenh.）Fuss,Arch.Ver.Siebenb.Landesk.N.F.14（2）:461,1878［basionym

unknown］.

＝ E.lamprocarpaf.ballotaeRabenh.,FungiEur.Exs.1738,1874.

≡ E.ballotae（Rabenh.）Fuss,Arch.Ver.Siebenb.Landesk.N.F.14（2）:461,1878.

＝ E.lamprocarpaf.leonuri-cardiacaeRabenh.,FungiEur.Exs.1739,1874.

＝ E.lamprocarpaf.stachydis-germanicaeRabenh.,FungiEur.Exs.1740,1874.

＝ E.lamprocarpaf.marrubiiRabenh.,FungiEur.Exs.1741,1874.

＝ E.lamprocarpaf.galeopsidis-tetrahitSacc.,Mycoth.Ven.612,1876.

＝ E.lamprocarpaf.lamii-albiSacc.,Mycoth.Ven.613,1876.

＝ E.lamprocarpaf.stachydis-palustrisTh・m.,Mycoth.Univ.1252,1879.

＝ E.labiatarumf.ajugaeJacz.（Jaczewski1927:157）,f.brunellaeJacz.（l.c.:157）,f.chelonopsidisJacz.（l.c.:

158）,f.clinopodii（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.）,f.galeopsidisJacz.,as・（Desm.）Jacz.・（l.c.）,f.glechomatis

（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.:159）,E.labiatarumf.lamii（H.A.Dietr.）Jacz.,（l.c.）,E.labiatarumf.leonuri

Jacz.（l.c.:160）,f.marrubiiJacz.（l.c.:161）,f.nepetaeJacz.（l.c.）,f.origani（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.）,f.

phlomidisJacz.（l.c.:162）,f.sideritidisJacz.（l.c.:163）,f.stachydisJacz.,as・Dietr.・（l.c.）,f.teucriiJacz.

（l.c.:164）,f.thymiJacz.（l.c.）.

＝E.labiatarumf.eremostachydisGolovin,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.9:127,1953;typehost・Eremostachyssp.（type:LE34552）.

＝ E.matheranensisViswanathan,Mycopathol.Mycol.Appl.9（2）:151,1958;typehost・Leucasstelligera.

＝ E.labiatarumf.dracocephaliKusnetsova,inVasyaginaetal.（1961:160）.

＝ E.lamprocarpaf.lamiiH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.I,82.

＝ E.lamprocarpaf.clinopodiiH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.VI,67.

＝ E.lamprocarpaf.glechomatisH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.VIII,62.

＝ E.lamprocarpaf.origaniH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.VIII,75.

＝ E.lamprocarpaf.brunellae-vulgarisH.A.Dietr.,Plant.Fl.Balt.Crypt.IX,80.

Anamorph:Oidium lamiiRabenh.,Flora36:204,1853.

＝ Oidiumleucas-javanicaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa24:22,1927.

＝ O.leonuri-sibiricaeSawada（l.c.:24）.
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宿主および分布：オドリコソウ，チシマオドリコソウ，ジャコウソウ，タニジャコウソウ，キセワタ，

イヌゴマ，エゾイヌゴマ，ケナシイヌゴマ，シロネ，ホトケノザ，ヒメオドリコソウ（シソ科）；全世界

（109）Neo・rysiphegeranii（Y.Nomura）U.Braun,Schlechtendalia3:50,1999

≡ ErysiphegeraniiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:217,Tokyo1997.

≡ ErysiphegeraniiY.Nomura,ErysiphaceaeofJapan:404,YotsukaidoC.,Japan,1992,publishedbythe

author,noteffectivelypublished.

＝ ErysiphekapooriY.S.Paul&V.K.Thakur,J.Mycol.Pl.Pathol.34（3）:939,2004;typehost・Geranium

wallichianum（holotype:HCIO45363）.

≡ ErysiphekapooriY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:44,Jodhpur2006,nom.superfl.etinval.

＝ Erysiphegaleopsidisauct.p.p.

宿主および分布：エゾフウロ，ハクサンフウロ，チシマフウロ，イチゲフウロ，ゲンノショウコ（フウ

ロソウ科）；アジア（日本，中国，ロシア），ヨーロッパ（ロシア，イギリス，ウクライナ），ニュージー

ランド

（110）Neo・rysiphehirataeHeluta&S.Takam.,Persoonia24:87,2010

＝ Erysiphegaleopsidisauct.p.p.

＝ Neo・rysiphecumminsianaauct.p.p.

＝ Neo・rysiphegaleopsidisauct.p.p.

宿主および分布：モミジガサ，テバコモミジガサ，ツクシコウモリ，メタカラコウ，オタカラコウ（キ

ク科）；アジア（日本，韓国）

5．3．SubtribeArthrocladiellinae,Arthrocladiella

ArthrocladiellaVassilkov,Bot.Zhurn.45:1368,1960

≡ Microsphaerasect.Arthrocladiella（Vassilkov）U.Braun,FeddesRepert.88:663,1978.

≡ ArthrocladiaGolovin,TrudyBot.Inst.Akad.NaukS.S.S.R.,Ser.2,Sporov.Rast.10:309,1956,nom.

Illeg.（homonym）.

≡ Microsphaerasect.Arthrocladia（Golovin）S.Blumer,EchteMehltaupilze:239,Jena1967,comb.inval.

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Microsphaeraauct.p.p.

Typespecies:Arthrocladiellamougeotii（L・v.）Vassilkov.

Anamorph:Graciloidium（R.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings）R.T.A.Cook&U.Braun,inBraun

&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:349,

2012

≡ Oidiumsubgen.GraciloidiumR.T.A.Cook,A.J.Inman&C.Billings,Mycol.Res.101:998,1997.

（111）Arthrocladiellamougeotii（L・v.）Vassilkov,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.Komarova

Akad.NaukS.S.S.R.16:112,1963

≡ MicrosphaeramougeotiiL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:158,381,1851.

≡ CalocladiamougeotiiL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:158,1851.

≡Erysiphemougeotii（L・v.）DeBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:412,1870［alsoBeitr.Morph.Physiol.

Pilze1（3）:52,1870andHedwigia10:69,1870.

≡ Podosphaeramougeotii（L・v.）Qu・l.,Champ.JuraVosges3:106,1875.

＝ ErysiphelyciiLasch,inKlotzsch,Herb.Viv.Mycol.950,1846,nom.nud.

≡ Microsphaeralycii（Lasch）Sacc.&Roum.,Michelia2:310,1881,comb.inval.

≡ Arthrocladialycii（Lasch）Golovin,TrudyBot.Inst.Akad.NaukS.S.S.R.,Ser.2,Sporov.Rast.10:310,

1956,comb.inval.
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≡ Arthrocladiellalycii（Lasch）Vassilkov,Bot.Zhurn.45:1368,1960,comb.inval.

＝ A.mougeotiivar.polysporaeZ.Y.Zhao,ActaMicrobiol.Sin.21（4）:444,1981;typehost・Lyciumchinense.

宿主および分布：クコ（ナス科）；アフリカ（カナリー諸島），アジア，コーカサス，ヨーロッパ；北米，

南米，ニュージーランドに侵入。

注）日本では完全世代未確認。

６．TribeErysipheae

6．1．Erysiphe

ErysipheR.Hedw.exDC.,inLamarck&deCandolle,Fl.fran・.,Edn.3,2:272,1805（:Fr.,Syst.mycol.3:

234,1829）emend.U.Braun&S.Takam.（Braun&Takamatsu2000:3）.

＝ MicrosphaeraL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:154&381,1851;typespecies・M.divaricata（≡

Erysiphedivaricata）.

＝ CalocladiaL・v.（l.c.）,nom.Illeg.（homonym）.

＝UncinulaL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3S・r.,15:151（133）,1851;typespecies・U.clandestina（≡Erysiphe

bivonae）.

＝ TigriaTrevis.,SpigheePagli:22,1853;typespecies（lectotypedesignatedbyBraun1988）・Erysiphe

pycnopus（＝Erysipheheraclei）.

＝ Erysiphesect.RhizocladiadeBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:409,1870［alsoBeitr.Morph.Physiol.

Pilze1（3）:49,1870andHedwigia10:68,1870

＝ ErysiphellaPeck,Rep.（Annual）NewYorkStat.Mus.Nat.Hist.28:63,1874;typespecies・Erysiphella

aggregata（≡ Erysipheaggregata）.

＝ErysiphopsisHalst.,Bull.TorreyBot.Club26:594,1899;typespecies・Erysiphopsisparnassiae（≡Erysiphe

parnassiae）.

＝TrichocladiaNeger,Flora88:350,1901;typespecies・T.astragali（≡ Erysipheastragali）.

＝ OrtochaetaSawada,TaiwanAgric.Exp.Sta.85:22,1943;typespecies・O.acalyphae（＝Erysipheacalyphae）.

＝ LinkomycesGolovin,Sborn.Rabot.Inst.Prikl.Zool.Fitopatol.5:127,1958,nom.inval.

＝ SalmonomycesChidd.,Sydowia13:55,1959;typespecies・Salmonomyceskamatii（＝Erysipheacalyphae）.

＝ IschnochaetaSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:111,1951,nom.illeg.etinval.andSpecial

Publ.Coll.Agric.Natl.TaiwanUniv.8:16,1959,nom.Illeg.（superfl.）［typespeciesofErysipheincludedin

theoriginaldescription］.

＝ MedusosphaeraGolovin&Gamalitzk.,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.15:92,1962;typespecies・M.rosae（≡ Erysipherosae）.

＝ FurcouncinulaZ.X.Chen,ActaMycol.Sin.1（1）:11,1982;typespecies・F.wuyiensis（≡ Erysiphe

wuyiensis）.

＝ SetoerysipheY.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan25:163,1984;typespecies・S.rodgersiae（≡ Erysiphe

rodgersiae）.

＝ BulbomicrosphaeraA.Q.Wang,ActaMycol.Sin.6:74,1987;typespecies・B.magnolia（≡ Erysiphebulbosa）.

＝FarmanomycesY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:79,Jodhpur2006,nom.inval.;typespecies

・F.sphaerosporus［as・sphaerospora・］Y.S.Paul&V.K.Thakur.

＝ AlphitomorphaWallr.auct.p.p.

Typespecies（designatedbyClements&Shear1931）:ErysiphepolygoniDC.

Anamorph:Pseudoidium Y.S.Paul,IndianPhytopathol.38:762,・1985・1986［typespecies・Oidium

tuckeriBerk.］.

6．1．1．Erysiphesect.Erysiphe
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（112）ErysipheabelmoschicolaTanda,inTanda&Hirose,J.Agric.Sci.（Tokyo）48（2）:51,2003

宿主および分布：トロロアオイ（アオイ科）；アジア（日本）

（113）ErysipheactinostemmatisU.Braun,Mycotaxon18（1）:123,1983

＝ Erysiphepolygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ ?E.communisf.cucumidisMarchenko（1976:273）.

宿主および分布：ゴキヅル，ミヤマニガウリ（ウリ科）；アジア（日本，中国）

（114）ErysipheaquilegiaeDC.,Fl.fran・.6:105,1815

（a）var.aquilegiae

≡ Ischnochaetaaquilegiae（DC.）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:111,1951andSpecial

Publ.Coll.Agric.Natl.TaiwanUniv.8:17,1959.

＝ AlphitomorphacommunisζranunculacearumWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:31,1819.

≡ Erysibecommunisvar.ranunculacearum（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:107,1824.

≡ Erysiphecommunisa.ranunculacearum（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:240,1829.

＝ E.communisf.actaeaeRabenh.,FungiEur.Exs.1065,1866.

＝E.communisf.clematidisJacz.（Jaczewski1927:278）,f.anemonesJacz.（l.c.:275）p.p.,f.calthaeJacz.（l.c.:

277,as・deLimm.・）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

宿主および分布：オダマキ，ミヤマオダマキ，ヤマオダマキ，ルイヨウショウマ，リュウキンカ，ハイ

リュウキンカ，エゾノリュウキンカ（キンポウゲ科）；アジア（日本，中国）

（b）var.ranunculi（Grev.）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:302,1981

≡ ErysipheranunculiGrev.,Fl.Edin.:461,1824.

≡ E.aquilegiaevar.ranunculi（Grev.）U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.137:318,1982.

＝ AlphitomorphanitidaWallr.,Fl.Crypt.Germ.2:757,1833;typehost・Aconitumsp.（STR,lectotype,

designatedhere:Germany,・HarzMts,Elend,gardenofMeyer・）.

≡ Erysiphe（Erysibe）nitida（Wallr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:231,1844.

＝ E.ranunculiCastagne,Cat.pl.Marseille:189,1845,nom.Illeg.（homonym）.

＝ E.aquilegiaevar.clematidisY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:38,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.communisf.aconitiRabenh.,FungiEur.Exs.1060,1866.

＝ E.communisf.thalictriRabenh.,FungiEur.Exs.1062,1866.

＝ E.communisf.thalictri-minorisSacc.,Mycoth.Ven.602,1876.

＝ E.communisf.ranunculi-bulbosiSacc.,Mycoth.Ven.603,1876.

＝ E.communisf.ranunculi-acrisSacc.,Mycoth.Ven.604,1876.

＝E.communisf.aconitiJacz.（Jaczewski1927:274）,f.adonidisJacz.（l.c.:275）,f.anemonesJacz.（l.c.）p.p.,

f.cimicifugaeJacz.（l.c.:278）,f.clematidisJacz.（l.c.）p.p.,f.delphiniiJacz.（l.c.:279,as・Rabenhorst・）,

f.isopyriJacz.（l.c.:280）,f.troliiJacz.（l.c.:284,as・Roumegu・re・）.

＝ E.communisvar.delphiniiEllisinherb.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.aquilegiaeauct.p.p.

Anamorph:Oidium clematidis（Chitt.）Sacc.&Trav.,Syll.fung.20:212,1911.

≡ OvulariaclematidisChitt.,Gard.Chron.,Ser.3,17:299,1903.

宿主および分布：ラナンキュラス，デルフィニウム，オウレン，ヤマトリカブト，エゾトリカブト，オ
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クトリカブト，レイジンソウ，エゾノレイジンソウ，ミヤマキンポウゲ，キツネノボタン，ケキツネノ

ボタン，ウマノアシガタ，アキカラマツ，ミヤマアキカラマツ，カラマツソウ，エゾカラマツ，モミジ

カラマツ，エゾカラマツ，ボタンヅル，メボタンヅル，クロバナハンショウヅル，ハンショウヅル，ミ

ヤマハンショウヅル，クサボタン，タチクサボタン，センニンソウ，トリガタハンショウヅル，サラシ

ナショウマ（キンポウゲ科）；全世界

（115）Erysiphebetae（Va�ha）Weltzien,Phytopathol.Z.47:127,1963

≡ MicrosphaerabetaeVa�ha,Z.Zuckerind.B・hmen27:180,1903.

＝ Erysiphebetaevar.betaeY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:32,Jodhpur2006,nom.illeg.et

inval.

≡ Erysiphebetaevar.betaeHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:5,NewDelhi

2009,nom.inval.（ICBN,Art.37.6）.

＝ E.betaevar.spinacearumY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:33,Jodpur2006,nom.inval.

＝ Erysiphecommunisf.betaeJacz.（Jaczewski1927:235）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

Anamorph:Oidium cylindricum Sawada,SpecialPubl.Coll.Agric.Natl.TaiwanUniv.8:180,1959,

nom.inval.

＝ Oidiumerysiphoidesf.chenopodiiJ.M.Yen,Cah.Pacifique11:92,1967.

宿主および分布：アリタソウ，ケアリタソウ（アカザ科）；北アフリカ，北米，南米，アジア，コーカ

サス，ヨーロッパ

（116）ErysiphebrauniiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:174,Tokyo1997

宿主および分布：セイタカトウヒレン，アサマヒゴタイ（キク科）；日本（固有種）

（117）ErysiphebuhriiU.Braun,�eskaMykol.32（2）:80,1978［andBoletus2（1）:6,1978］

≡ Erysiphepisivar.buhrii（U.Braun）Ialongo,Mycotaxon44（1）:255,1992.

＝ E.lamprocarpaf.gypsophilae-gmeliniiTh・m.,FungiExot.Dec.12,1879.

＝ E.communisf.arenariaeJacz.（Jaczewski1927:234）,f.gypsophilaeJacz.（l.c.）,f.lychnidisJacz.（l.c.）,f.

melandryiJacz.（l.c.:235）,f.silenesJacz.（l.c.）,f.stellariaeJacz.（l.c.）.

＝E.communisf.dianthiGolovin,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.NaukS.S.S.R.

9:123,1953,typehost・Dianthuscrinitus（type:LE34542）.

＝ E.communisf.saponariaeGolovin,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.9:125,1953,typehost・Saponariagriffithiana（type:LE34541,34547）.

＝ E.communisf.acanthophylliVasyagina,inVasyaginaetal.（1961:188）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

Anamorph:Oidium dianthiJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:461,

1927.

＝ O.gypsophilaeSandu,Stud.Cercet.�ti.（Ia�i）,Ser.2,�ti.Agric.13:274,1962.

宿主および分布：カーネーション，シュッコンカスミソウ（ナデシコ科）；北アフリカ，北米，南米，

アジア，コーカサス，ヨーロッパ

注）日本では完全世代未確認。

（118）ErysiphecelosiaeTanda,Mycoscience41:155,2000

＝ ErysiphemunjaliiY.S.Paul&L.N.Bhardwaj,J.Mycol.Pl.Pathol.31（1）:89,2001;typehost・

Amaranthusmangostanus（holotype:IMI304535）.

＝ E.munjaliivar.amaranthicolaT.Z.Liu&S.R.Yu,Mycosystema24（4）:477,2005;typehost・
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Amaranthusviridis（holotype:HMAS130330）.

＝ E.betaeauct.p.p.（sensuBraun1998）.

Anamorph:Oidium amaranthiR.Mathur,B.L.Mathur&Bhargavan,IndianPhytopathol.24（1）:64,

1971.

＝ O.amaranthiV.Kumar&K.N.Pandey,J.Mycol.Pl.Pathol.32（2）:259,2002,nom.illeg.

＝ ?O.celosiaeJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:462,Leningrad

1927,nom.nud.

宿主および分布：ノゲイトウ（ヒユ科）；アジア（日本，中国，インド），ヨーロッパ（ドイツ，イタリア）

（119）Erysiphechloranthi（Golovin&Bunkina）U.Braun,Mycotaxon18（1）:120,1983

≡ Erysiphecommunisf.chloranthiGolovin&Bunkina,NovostiSist.Nizsh.Rast.5:140,1968.

宿主および分布：フタリシズカ（センリョウ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（120）Erysiphecruciferarum OpizexL.Junell,Sv.Bot.Tidskr.61（1）:217,1967

≡ ErysiphecruciferarumOpiz,Lotos5:42,1855,nom.nud.

≡ E.pisivar.cruciferarum（OpizexL.Junell）Ialongo,Mycotaxon44（1）:255,1992.

＝ E.communisb.cruciferarumFr.,Syst.mycol.3:240,1829.

＝ E.cruciferarumFuss［as・（Fr.）Fuss・］,Arch.Ver.Siebenb.Landesk.N.F.14（2）:461,1878,nom.nud.

＝ E.radulescuiDocea,Lucr.Stiint.Inst.Agric.Bucuresti,Ser.A,11:402,1968;typehost・Cleome

graveolens.

＝ E.cruciferarumvar.longisporaG.J.M.Gorter,Ann.Univ.Stellenbosch3:21,1988;typehost・Lepidium

africanum（holotype:PREM 47330）.

＝ E.cleomesR.X.Li&D.S.Wang,ActaMycol.Sin.9:266,1990;typehost・Cleomespinosa（holotype:

HMAS58876）.

＝ E.cruciferarumvar.indicaY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:29,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.cruciferarumvar.chandraY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:31,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.cruciferarumvar.cleomes（as・cleomae・）Y.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:31,Jodpur

2006,nom.inval.

＝ E.communisf.cruciferarumPotebn.,GribnyeparazityvysshichrasenyKharkovskoyinsmezhnykh

guberny:235,1915.

＝ E.communisf.brassicaeHammarl.（Hammarlund1925:28）.

＝ E.communisf.alyssiJacz.（Jaczewski1927:238）,f.arabidisJacz.（l.c.:239）,f.barbaraeaeJacz.（l.c.）,f.

biscutellaeJacz.（l.c.）,f.camelinaeJacz.（l.c.:240）,f.capsellae（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.:241）,f.cardamines

Jacz.（l.c.）,f.crambes（l.c.）,f.diplotaxidisJacz.（l.c.:242）,f.drabaeJacz.（l.c.,as・Dietrich・）,f.erysimi

Jacz.（l.c.）,f.hesperidisJacz.（l.c.）,f.isatidisJacz.（l.c.:243）,f.kerneraeJacz.（l.c.）,f.lepidiiJacz.（l.c.）,

f.lunariaeJacz.（l.c.）,f.malcomiaeJacz.（l.c.）,f.papaverisJacz.（l.c.:250）,f.peltariaeJacz.（l.c.:244）,f.

raphanidisJacz.（l.c.）,f.rapistriJacz.（l.c.）,f.sisymbriiJacz.（l.c.）,f.thlaspidisJacz.（l.c.）.

＝ E.communisf.fibigiaeRayss（1946:11）.

＝ E.communisf.hymenophysaePisareva,inVasyaginaetal.（1961:205）.

＝ E.communisf.clausiaeKalymb.,MikologicheskayaFloraZailijskogoAlatau（SevernyTianShan）:104,

Alma-Ata1969.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

Anamorph:Oidium matthiolaeRayss,PalestineJ.Bot.,JerusalemSer.,1（4）:325,・1938・1939・1940.

＝ OidiumpapaveracearumBappamm.,Hosag.&Udaiyan,NewBotanist22:138,1995.

＝ O.brassicaeN.Ahmad,A.K.Sarbhoy,Kamal&D.K.Agarwal,IndianPhytopathol.59（2）:219,2006.
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宿主および分布：ワサビダイコン，マツバボタン，ダイコン，ハツカダイコン，カブ，ハクサイ，キャ

ベツ，コマツナ，ヨウシュウナタネ，ルタバガ，タカナ，ワサビ，コールラビ，クロガラシ，シロガラ

シ，ハタガラシ，アビシニアガラシ，タネツケバナ，セイヨウフウチョウソウ（アブラナ科）；全世界

注）日本では完全世代未確認。

（121）ErysiphediervillaeMiyabeexU.Braun,Mycotaxon18（1）:119,1983

（a）var.diervillae

≡ ErysiphediervillaeMiyabeinherb.（Salmon1900:185）.

＝ E.communisf.diervillaeJacz.（Jaczewski1927:233）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.pisiauct.p.p.

宿主および分布：タニウツギ，ハコネウツギ，ニシキウツギ，ヤブウツギ（スイカズラ科）；アジア

（日本，中国）

（b）var.weigelae（Z.X.Chen&S.B.Luo）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.47（5）:80,1990

≡ ErysipheweigelaeZ.X.Chen&S.B.Luo,ActaMycol.Sin.3（2）:77,1984.

宿主および分布：タニウツギ，オオベニウツギ（スイカズラ科）；アジア（日本，中国）

注）閉子のう殻の直径がvar.diervillaeでは110・160μmであるのに対し，var.weigelaeでは85・130μm

と小さい点で区別される。

（122）ErysipheeuphorbiaePeck,Rep.（Annual）NewYorkStat.Mus.Nat.Hist.26:80,1874

宿主および分布：オオニシキソウ（トウダイグサ科）；北米，南米，アジア（日本，中国）

（123）ErysiphefimbriataS.Takam.,Masuya&Y.Nomura,Mycoscience49:188,2008

宿主および分布：アカシデ（カバノキ科）；アジア（日本）

（124）ErysipheglycinesF.L.Tai,LingnanSci.J.18（4）:457,1939

＝E.pisivar.desmodiiHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:148,1901;typehost・Desmodiumedgeworthiivar.japonica

［lectotype（designatedbyBraun1987）:TNS-F-214569］.

≡ Ischnochaetadesmodii（Henn.）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:113,1951,nom.inval.

＝ E.amphicarpaeaeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:283,1982;typehost・Amphicarpaeatrisperma

（holotype:HMAS3606）.

＝ E.desmodiiY.S.Paul&J.N.Kapoor,MadrasAgric.J.71（1）:57,1984;typehost・Desmodiumsp.

＝ E.communisf.amphicarpaeaeJacz.（Jaczewski1927:251）,f.glycinesJacz.（l.c.:253）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.pisiauct.p.p.

宿主および分布：ダイズ，ヤブマメ，ヤブハギ，ケヤブハギ，ヌスビトハギ，マルバヌスビトハギ，フ

ジカンゾウ（マメ科）；アジア（日本，中国，ロシア極東），北米

（125）ErysiphegracilisR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.21（1）:29,1981

（a）var.gracilis

＝ ErysiphehirataeU.Braun,FeddesRepert.92:500,1981;typehost・Quercusglauca（holotype:TNS-F

209616）.

＝ E.heracleiauct.p.p.（sensuHomma1937）.

＝ E.communisf.quercinaJacz.（Jaczewski1927:244）.

宿主および分布：アラカシ，ウラジロガシ，シラカシ（ブナ科）；アジア（日本，中国）

（b）var.longissimaY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:191,Tokyo1997

宿主および分布：アカガシ，ツクバネガシ（ブナ科）；アジア（日本）

（126）ErysipheheracleiDC.,Fl.fran・.6:107,1815

≡Alphitomorphaheraclei（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammtenNaturk.,N.F.,4:240,1819.
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≡ A.communisβumbelliferarumWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:31,1819.

≡ Erysibecommunisvar.umbelliferarum（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:106,1824.

≡ Erysiphecommunisi.umbelliferarum（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:241,1829.

≡ Ischnochaetaheraclei（DC.）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:113,1951,nom.inval.

≡ E.pisivar.heraclei（DC.）Ialongo,Mycotaxon44（1）:255,1992.

＝ E.scandicisDC.,Fl.fran・.6:107,1815;typehost・Scandixpecten-veneris.

≡ E.umbelliferarumf.scandicis（DC.）Jacz.（Jaczewski1927:180）.

＝E.pycnopusMart.,Fl.Crypt.Erlang.:392,N・rnberg1817;typehost・notindicated（・onUmbelliferae・）.

＝ E.umbelliferarumdeBary,Abh.Senkenberg.Naturf.Ges.7:410,1870;typehost・notindicated（on

variousApiaceae）.

＝ E.martiif.pimpinellae-magnaeSacc.,Mycoth.Ven.609,1876.

＝ E.communisf.umbelliferarumJacz.,Bull.Herb.Boissier4:733,1896.

＝ E.umbelliferarumf.pastinacaeHammarl.（Hammarlund1925:37）,f.siiHammarl.（l.c.:181）,f.torilidis

Hammarl.（l.c.:182）.

＝ E.umbelliferarumf.aegopodiiJacz.（Jaczewski1927:169）,f.aethusaeJacz.（l.c.）,f.anethiJacz.（l.c.）,f.

angelicae（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.:170）,f.anthrisci（Roum.）Jacz.（l.c.:171）,f.apiiJacz.（l.c.:172）,f.

carvi（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.）,f.caucalidisJacz.（l.c.）,f.chaerophylliJacz.（l.c.）,f.cicutaeJacz.（l.c.:173）,

f.coniiJacz.（l.c.）,f.dauciJacz.（l.c.）,f.eryngiiJacz.（l.c.）,f.falcariaeJacz.（l.c.:174）,f.gorlenkinianthes

Jacz.（l.c.）,f.hippomarathriJacz.（l.c.:176）,f.ligusticiJacz.（l.c.）,f.myrrhidisJacz.（l.c.:177）,f.orlayae

Jacz.（l.c.）,f.peucedaniJacz.（l.c.:178）,f.phloidocarpiJacz.（l.c.:179）,f.physospermiJacz.（l.c.）,f.

pimpinellae（H.A.Dietr.）Jacz.（l.c.）,f.pleurospermiJacz.（l.c.:180）,f.seliniJacz.（l.c.）,f.seseliJacz.（l.c.:

181）,f.silaeJacz.（l.c.）,f.silerisJacz.（l.c.）,f.smyrniiJacz.（l.c.:182）,f.thapsiaeJacz.（l.c.:491）,f.

tordyliiJacz.（l.c.:182）.

＝ E.umbelliferarumf.aulacospermiVasyagina,inVasyaginaetal.（1961:136）,f.cachrydisVasyagina,in

Vasyaginaetal.（l.c.:138）,f.ferulaeGolovinexVasyagina,inVasyaginaetal.（l.c.:144）,f.conioselini

Shvarcman,inVasyaginaetal.（l.c.:148）.

＝Erysipheheracleivar.heracleiY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:41,Jodhpur2006,nom.illeg.

etinval.

≡ Erysipheheracleivar.pauliiHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:12,New

Delhi2009,nom.inval.（ICBN,Art.37.6）

＝ E.heracleivar.himalayensisY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:41,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

Anamorph:Oidiumerysiphoidesf.umbelliferarumSacc.,Syll.Fung.4:41,1886.

＝ ?OidiumcoriandriHosag.,Vijay.,Udaiyan&Manian,IndianJ.Forest.15（2）:157,1992.

宿主および分布：ニンジン，ヤブジラミ，ヤマゼリ，ハマイブキボウフウ，カワラボウフウ，セリモド

キ，シラネセンキュウ，イノンド，ハマボウフウ，ボタンボウフウ，アシタバ，ヤマニンジン，ハマゼ

リ，ヤブニンジン，イブキボウフウ，パセリ（セリ科）；全世界

注）日本では完全世代の形成はまれである。

（127）ErysiphehommaeU.Braun,FeddesRepert.92（7・8）:50,1981

＝ IschnochaetaelsholtziaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:112,1951,nom.inval.;typehost

・Elsholtziapatrini,Japan（type:IUM）.

≡ Erysipheelsholtziae（Sawada）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:273,1981,nom.inval.

＝ E.communisf.elsholtziae（・elscholzine・）Jacz.（1927:248）.
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＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

宿主および分布：ナギナタコウジュ，フトボナギナタコウジュ，ナミキソウ，ヒメナミキ，エゾナミキ，

エゾタツナミソウ（シソ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド，ロシア極東）

（128）ErysiphehuayinensisR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:271,1981

宿主および分布：イヌヤマハッカ，ハクサンカメバヒキオコシ，クロバナヒキオコシ，アキチョウジ，

セキヤノアキチョウジ（シソ科）；アジア（日本，中国）

（129）ErysipheknautiaeDuby,Bot.Gall.2:870,1830

＝ Erysiphecommunisl.dipsacacearum（・dipsacearum・）Fr.,Syst.mycol.3:241,1829.

＝ ErysiphecaucasicaSimonyan,Biol.Zhurn.Armenii38（9）:820,1985;typehost・anunidentifiedhostof

theDipsacaceae［not・Aetheopappuspulcherrimus・］（holotype:EREM 9046）.

＝ E.communisf.knautiaeJacz.（Jaczewski1927:245）,f.succisaeJacz.（l.c.:244）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

宿主および分布：マツムシソウ（マツムシソウ科）；北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

注）日本では完全世代未確認。

（130）ErysiphekrumbholziiU.Braun,FeddesRepert.91（7・8）:440,1980

≡ Erysiphecommunisf.chrysospleniiGolovin&Bunkina,NovostiSist.Niszh.Rast.5:141,1968.

＝ E.communisf.saxifragaeJacz.（Jaczewski1927:287）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

宿主および分布：ツルネコノメソウ，ホクリクネコノメソウ，ダイモンジソウ，ユキノシタ（ユキノシ

タ科）；アジア（日本，ロシア極東）

注）日本では完全世代未確認。

（131）ErysiphelespedezaeR.Y.Zheng&U.Braun,Mycotaxon18（1）:142,1983

≡ E.glycinesvar.lespedezae（R.Y.Zheng&U.Braun）U.Braun&R.Y.Zheng,Mycotaxon22（1）:88,

1985.

＝ E.communisf.lespedezaeJacz.（Jaczewski1927:257）.

＝ E.glycinessensuZheng&Chen（1981:278）.

＝ E.pisiauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：ネコハギ，イヌハギ，マルバハギ，ヤマハギ，ケハギ，センダイハギ，マキエハギ，

メドハギ，イヌメドハギ，ミヤギノハギ（マメ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（132）ErysipheliniTanda,inTanda&Hirose,J.Agric.Sci.（Tokyo）48（2）:54,2003

宿主および分布：アマ（アマ科）；アジア（日本）

（133）ErysipheliriodendriSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.,N.S.,4:269,1834

＝ Erysiphecommunisf.liriodendriJacz.（Jaczewski1927:249）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：ユリノキ（モクレン科）；北米；日本へ近年侵入

注）日本では完全世代未確認。

（134）ErysiphelythriL.Junell,SvenskBot.Tidskr.61（1）:223,1967

＝ E.communisf.cupheaeJacz.（Jaczewski1927:249）,f.lythriJacz.（l.c.）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.
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宿主および分布：ミソハギ，エゾミソハギ（ミソハギ科）；北米，アジア（日本，ロシア極東，シベリ

ア），ヨーロッパ

（135）ErysiphemacleayaeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:290,1981

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：タケニグサ（ケシ科）；アジア（日本，中国），ヨーロッパ（ドイツ，スイス）

（136）ErysiphemallotiZhiX.Chen&R.X.Gao,ActaMycol.Sin.3（2）:75,1984

＝ E.mallotiY.Nomura&Tanda,Trans.Mycol.Soc.Japan26:115,1985;typehost・Mallotusjaponicus.

宿主および分布：アカメガシワ（トウダイグサ科）；アジア（日本，中国）

（137）ErysiphemayoriiS.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:174,1933

（a）var.japonicaU.Braun&Y.Nomura,Mycotaxon20:497,1984

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：ヒメアザミ，ダキバヒメアザミ，ホソエノアザミ，ナンブアザミ，アズマヤマアザミ，マ

ルバヒメアザミ，タイアザミ，ミネアザミ，チシマアザミ（キク科）；アジア（日本，中国，ロシア極東）

（138）ErysiphemonascogeraShiroya,C.Nakash.&S.Takam.,Mycoscience49:203,2008

宿主および分布：エゴノキ（エゴノキ科）；アジア（日本）

注）エゴノキの果実表面および果柄のみに発生。

（139）ErysipheotaniiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:191,Tokyo1997

宿主および分布：ムカゴイラクサ（イラクサ科）；日本（固有種）

（140）ErysiphepaeoniaeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:300,1981

＝ Erysiphecommunisf.paeoniaeRabenh.,FungiEur.Exs.1061,1866.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.nitidaauct.p.p.

＝ E.ranunculiauct.p.p.

宿主および分布：シャクヤク，ヤマシャクヤク，ベニバナヤマシャクヤク，シロバナヤマシャクヤク

（ボタン科）；北米，アジア，ヨーロッパ；オーストラリアに侵入

（141）Erysiphepileae（Jacz.）Bunkina,KomarovskieChteniya（Vladivostok）21:72,1974

≡ E.communisf.pileaeJacz.（Jaczewski1927:289）.

＝IschnochaetapileaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:114,1951,nom.Inval.;type・onPilea

petiolaris,Japan（type:IUM）.

≡ ErysiphepileaeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:319,1981,nom.illeg.,as・（Sawada）R.Y.Zheng

&G.Q.Chen・,nonE.pileae（Jacz.）Bunkina,1974.

＝ ErysiphepileaeU.Braun,FeddesRepert.92:503,1981,nom.Illeg.,nonE.pileae（Jacz.）Bunkina,1974;

type・onPileamongolica（holotype:TNS-F-217952）.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：アオミズ，ヤマミズ，ミヤマミズ（イラクサ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（142）ErysiphepisiDC.var.pisi,Fl.fran・.2:274,1805

≡ Alphitomorphapisi（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:241,1819.

≡ Ischnochaetapisi（DC.）Sawada,SpecialPubl.Col.Agric.Natl.TaiwanUniv.8:18,1959,nom.inval.

＝ Erysiphemartiif.medicaginis-falcataeSacc.,Mycoth.Ven.610,1876.

＝ E.communisf.dorycniJacz.（Jaczewski1927:253）,f.kosackiaeJacz.（l.c.:254）,f.onobrychidisJacz.（l.c.:

261）,

Anamorph:Oidium arachidisChorin,Bull.Res.Counc.Israel,Sect.D,Bot.,10D:148,1961.
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＝ Oidiumvicae-fabaeSandu,Problemeagricole6:68・75,1954,nom.inval.

宿主および分布：エンドウ（マメ科）；全世界

注）日本では完全世代未確認。

（143）ErysiphepolygoniDC.,Fl.franc.2:273,1805

≡ Microsphaerapolygoni（DC.）Sawada,SpecialRep.FormosaAgric.Exp.Sta.9:52,1914.

≡Ischnochaetapolygoni（DC.）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:115,1951andSpecialPubl.

Coll.Agric.Natl.TaiwanUniv.8:19,1959,nom.inval.

＝ AlphitomorphacommunisηpolygonacearumWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:31,1819.

＝ Erysibecommunisvar.polygonearumLink,Sp.pl.4,6（1）:107,1824.

≡ Erysiphecommunisx.polygonearumFr.,Syst.mycol.3:242,1829.

＝ E.polygoniCastagne,Cat.pl.Marseille:189,1845,nom.illeg.,nonE.polygoniDC.,1805.

＝ E.polygonif.muehlenbeckiaeO.S�vul.&Tud.-Ban,（S�vulescu&Tudorescu-Banescu1967:278）.

＝ E.cichoracearumf.muehlenbeckiaeNelen,NovistiNiszh.Rast.3:133,1966,typehost・Muehlenbeckiasp.

（type:LE34535）.

＝ Erysiphepolygonivar.polygoniY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:34,Jodhpur2006,nom.

illeg.etinval.

≡ Erysiphepolygonivar.pauliiHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:17,New

Delhi2009,nom.inval.（ICBN,Art.37.6）

＝ E.polygonivar.fagopyriY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:36,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.polygonivar.kailashiY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:35,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.polygonivar.rumicisY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:35,Jodpur2006,nom.inval.

＝ E.communisf.fagopyriJacz.（Jaczewski1927:270）,rheiJacz.（l.c.:272）.

＝ E.communisauct.p.p.

Anamorph:Oidium muehlenbeckiaeN.Ahmad,A.K.Sarbhoy,Kamal& D.K.Agarwal,Indian

Phytopathol.57（4）:478,2004.

宿主および分布：ソバ，イヌタデ，ナガバギシギシ，ミチヤナギ，ハナタデ，ヤナギタデ，オオケタデ，

サナエタデ（タデ科）；全世界

（144）ErysiphepusillaTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan33（2）:208,1992

宿主および分布：マルバネコノメソウ（ユキノシタ科）；日本（固有種）

（145）Erysipherodgersiae（Y.Nomura）U.Braun,Thepowderymildews（Erysiphales）ofEurope:336,

Jena1995

≡ SetoerysipherodgersiaeY.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan25:164,1984.

宿主および分布：ヤグルマソウ（ユキノシタ科）；日本（固有種）

（146）ErysiphesediU.Braun,FeddesRepert.92（7・8）:502,1981

＝ ErysiphesediR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:253,1981,nom.illeg.,nonE.sediU.Braun;1981,

typespecies・Sedumaizoon（holotype:HMAS39988）.

＝ E.communisf.sediJacz.（Jaczewski1927:238）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：ベンケイソウ，ムラサキベンケイソウ，オオベンケイソウ，キリンソウ，ホソバノキ

リンソウ（ベンケイソウ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東），ヨーロッパ

（147）ErysiphestephaniaeTanda&T.Fukuda,Mycoscience35（1）:49,1994

宿主および分布：タマザキツヅラフジ（ツヅラフジ科）；日本（固有種）

（148）ErysiphetakamatsuiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:208,Tokyo1997

宿主および分布：ハス（ハス科）；アジア（日本）
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（149）ErysiphethesiiL.Junell,Sv.Bot.Tidskr.61（1）:216,1967

＝ Erysiphecommunisf.thesiiJacz.（Jaczewski1927:286）.

≡ E.santalacearumHeluta,ParazitnyegribystepnoyzonyUkrainy:162,1987,nom.superfl.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：カナビキソウ，カマヤリソウ（ビャクダン科）；北アフリカ，コーカサス，アジア

（日本，中国，中央アジア，ロシア極東，シベリア），ヨーロッパ

（150）ErysipheulmariaeDesm.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,3.S・r.,6:66,1846

≡ Golovinomycesulmariae（Desm.）Heluta,Ukrayins・k.Bot.Zhurn.45（5）:63,1988.

＝ ErysipheglomerataM・rat,Add.Rev.Fl.Paris:497,1847;typespecies・Filipendulaulmaria.

＝ E.communisvar.ulmariaeJacz.,Bull.l・Herb.Boiss.4:734,1896.

＝ E.communisf.ulmariaeH.A.Dietr.（Jaczewski1927:285）.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ E.heracleiauct.p.p.

宿主および分布：シモツケソウ（バラ科）；アジア（日本，カザフスタン，トルクメニスタン，ロシア

極東，シベリア），ヨーロッパ

（151）Erysipheviciae-unijugae（Homma）U.Braun,FeddesRepert.92（7・8）:499,1981

≡ Microsphaeraviciae-unijugaeHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:400,1937.

≡ Ischnochaetaviciae-unijugae（Homma）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:115,1951,nom.

inval.

＝ E.cruchetianavar.hyalinaR.Y.Zheng&G.Q.Chen,Sydowia34:288,1981;typehost・Viciaamoena

（holotype:HMAS40119）.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：ナンテンハギ，オオバクサフジ，ヒロハクサフジ，ミヤマタニワタシ（マメ科）；ア

ジア（日本，中国，ロシア極東，シベリア）

（152）ErysiphewerneriU.Braun,Mycotaxon18（1）:120,1983

≡ Erysiphecommunisf.corydalisGolovin&Bunkina,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.Komarova

Akad.NaukS.S.S.R14:117,1961.

宿主および分布：フウロケマン，ミヤマキケマン（ケマンソウ科）；アジア（日本，韓国，ロシア極東）

6．1．2．Erysiphesect.Microsphaera

Erysiphesect.Microsphaera（L・v.）U.Braun&Shishkoff,inBraun&Takamatsu,Schlechtendalia4:

4,2000

≡ MicrosphaeraL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot,S・r.3,15:154&381,1851.

≡ CalocladiaL・v.（l.c.）,nom.illeg.（homonym）.

≡ Erysiphesect.CalocladiadeBary［as・（L・v.）deBary・］,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:411,1870［also

Beitr.Morph.Physiol.Pilze1（3）:51,1870andHedwigia10:69,1870］.

＝Erysiphesect.TrichocladiadeBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:411,1870［alsoBeitr.Morph.Physiol.

Pilze1（3）:51,1870andHedwigia10:69,1870］.

＝ TrichocladiaNeger,Flora88:350,1901;typespecies・T.astragali（≡ Erysipheastragali）.

＝ MedusosphaeraGolovin&Gamalitsk.,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.Nauk

S.S.S.R.15:92,1962;typespecies・M.rosae（≡ Erysipherosae）.

＝ BulbomicrosphaeraA.Q.Wang,ActaMycol.Sin.6:74,1987;typespecies・B.magnoliae（≡ Erysiphe

bulbosa）.

50



2012年に発行される新モノグラフにおけるうどんこ病菌分類体系改訂の概説

＝ Alphitomorphaauct.p.p.

＝ Podosphaeraauct.p.p.

Typespecies:Erysiphedivaricata（Wallr.）U.Braun&S.Takam.

（153）ErysipheabeliicolaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:4,2000

≡MicrosphaeraabeliaeHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:392,1937,nonE.abeliaeR.Y.Zheng

&G.Q.Chen,1980.

宿主および分布：ツクバネウツギ，オオツクバネウツギ，ウゴツクバネウツギ（スイカズラ科）；日本

（固有種）

（154）Erysipheakebiae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:5,2000

≡ Microsphaeraakebiae,Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:116,1951.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：アケビ，ミツバアケビ（アケビ科）；アジア（日本，中国，韓国），ヨーロッパ（オラ

ンダ，イギリス）

（155）Erysiphealphitoides（Griff.&Maubl.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:5,2000

≡ MicrosphaeraalphitoidesGriff.&Maubl.,Bull.Soc.Mycol.France28:100,1912.

＝ M.alnivar.quercinaNeger,Naturwiss.Z.Forst-Landw.8:3,1915.

＝ M.alnif.quercus-glanduliferaeHara,J.Forest.Assoc.Japan,Tokyo392:64,1915.

＝ M.dentataeLiou,Contr.Lab.Bot.Natl.Acad.Peiping1:19,1931;typehost・Quercusdentata.

≡ M.alnivar.dentatae（Liou）F.L.Tai,Bull.Chin.Bot.Soc.1:22,1935.

＝ M.querciSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:122,1951;typehost・Quercusserrata.

＝ M.penicillataf.fagiJacz.（Jaczewski1927:355）.

＝ M.penicillataf.aesculiP.D.Marchenko（1976:275）.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

＝ M.quercinaauct.p.p.

＝ M.abbreviataauct.p.p.

＝ M.penicillataf.quercusPass.,inherb.

Anamorph:Oidium alphitoidesGriff.&Maubl.,Bull.Soc.Mycol.France26:132,1910.

＝ ?FusidiumquercinumMesnier,J.Hort.Prat.Porto8:213,1877.

≡ Oidiumquercinum（Mesnier）Th・m.,J.Sci.Math.Phis.Nat.Publ.Acc.R.Sci.Lisboa6:233,1878.

＝ O.quercinumTh・m.var.gemmiparumFerraris,Ann.Mycol.7:69,1909.

＝ O.dubiumJacz.,Ezhegodniksvedenyoboleznyakhipovrezhdeniyakhkul・turnykhidikorastushchikh

poleznykhrasteny,5god・1909:231,1910.

＝ O.quercinumauct.p.p.

宿主および分布：コナラ，ミズナラ，オウシュウナラ，ミヤマナラ，カシワ，コルクガシ（ブナ科）；

全世界

（156）ErysipheastragaliDC.,Fl.fran・.6:105,1815

≡Alphitomorphaastragali（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:244,1819.

≡ Microsphaeraastragali（DC.）Trevis.,SpigheePagli:39,1853.

≡ Trichocladiaastragali（DC.）Neger,Flora88:351,1901.

≡AlphitomorphaholosericeaWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:41,1819,nom.illeg.（nom.superfl.）.

≡ Erysibeholosericea（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:115,1824,nom.illeg.

≡ E.communisf.holosericea（Wallr.）Fr.,Syst.mycol.3:240,1829,nom.illeg.

≡ Microsphaeraholosericea（Wallr.）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:159&381,1851,nom.illeg.
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＝ AlphitomorphasericeaWallr.,Fl.Crypt.Germ.2:757,1833;typehost・Astragalusglycyphyllos.

宿主および分布：レンゲ，モメンヅル（マメ科）；アフリカ，北米，アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（157）Erysiphebaeumleri（Magnus）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:5,2000

≡ MicrosphaerabaeumleriMagnus,Ber.Deutsch.Bot.Ges.17:148,1899.

≡ Trichocladiabaeumleri（Magnus）Neger,Krypt.-Fl.MarkBrandenburg7（1）:123,1905.

≡ Ischnochaetabaeumleri（Magnus）Sawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:112,1951,nom.inval.

＝ MicrosphaeramarchicaMagnus,Ber.Deutsch.Bot.Ges.17:149,1899;typehost・Viciacassubica.

＝ E.viciaeFuss（1878）,nom.nud.

＝ Erysiphecommunisauct.p.p.

＝ E.martiiauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：クサフジ，ヒロハクサフジ，ヨツバハギ，ツルフジバカマ（マメ科）；北米，南米，

アジア，コーカサス，ヨーロッパ

（158）ErysiphebegoniicolaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:5,2000

≡ MicrosphaerabegoniaeSivan.,Trans.Brit.Mycol.Soc.56（2）:304,1971.

＝ M.tarnavschiiEliade,Lucr.Gr�d.Bot.Bucure�ti1970・1971:395,1972;typehost・Begoniasp.cult.

Anamorph:Pseudoidium macrosporum（A.A.Mendon・a&MartaSequ.）U.Braun&R.T.A.Cook,

TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:437,2012

≡ Oidiumbegoniaevar.macrosporumA.A.Mendon・a&MartaSequ.,Agron.Lusit.24:109,1962.

宿主および分布：シキザキベゴニア，シュウカイドウ（シュウカイドウ科）；南アフリカ，北米，南米，

アジア，ヨーロッパ，ニュージーランド

（159）Erysipheberberidicola（F.L.Tai）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:6,2000

≡ MicrosphaeraberberidicolaF.L.Tai,Bull.TorreyBot.Club73（2）:115,1946.

宿主および分布：ホソバヒイラギナンテン（メギ科）；アジア（日本，中国）

（160）ErysipheberberidisDC.,Fl.fran・.2:275,1805

（a）var.asiatica（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:6,2000

≡ Microsphaeraberberidisvar.asiaticaU.Braun,Mycotaxon18（1）:114,1983.

＝ M.berberidisauct.p.p.

＝ M.berberidisvar.berberidissensuYu&Lai（1981）.

宿主および分布：メギ，オオバメギ，トウメギ，ヘビノボラズ，ヒロハヘビノボラズ，マルバヘビノボ

ラズ，オオトリトマラズ（メギ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド，ネパール，パキスタン，ロ

シア極東）

（161）Erysipheberchemiae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:6,2000

≡ MicrosphaeraberchemiaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Megoro50:118,1951.

＝ M.alniauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：クマヤナギ，ミヤマクマヤナギ，ホナガクマヤナギ（クロウメモドキ科）；アジア

（日本，中国）

（162）Erysipheblasti（F.L.Tai）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:6,2000

≡ MicrosphaerablastiF.L.Tai,LingnanSci.J.18（4）:458,1939.

宿主および分布：アオモジ，クロモジ，オオバクロモジ，アブラチャン（クスノキ科）；アジア（日本，

中国）

（163）ErysiphecastaneigenaU.Braun&Cunnington,Schlechtendalia14:85,2006

≡ MicrosphaerasinensisY.N.Yu,J.N.E.Forest.Inst.12（4）:32,1982.

≡ Erysiphesinensis（Y.N.Yu）U.Braun&Cunnington,Schlechtendalia10:92,2003,nom.illeg.,nonE.
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sinensis（F.L.Tai&C.T.Wei）U.Braun&S.Takam.,2000.

宿主および分布：クリ（ブナ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（164）Erysipheclethrae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:7,2000

≡ MicrosphaeraclethraeU.Braun,Mycotaxon15:121,1982.

宿主および分布：リョウブ（リョウブ科）；日本（固有種）

（165）Erysiphecoriariae（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:7,2000

≡ MicrosphaeracoriariaeY.Nomura,TaxonomicalstudyoftheErysiphaceaeofJapan:118,Tokyo1997.

≡ MicrosphaeracoriariaeY.Nomura,ErysiphaceaeofJapan:221,1992,published（butnoteffectively）by

theauthor.

宿主および分布：ドクウツギ（ドクウツギ科）；日本（固有種）

（166）Erysiphecorylacearum U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia8:33,2002

≡ MicrosphaerahommaeU.Braun,Mycotaxon15:124,1982.

≡Erysiphehommae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:9,2000,nom.illeg.,nonE.hommae

U.Braun,1981.

＝ M.penicillataf.coryliJacz.（Jaczewski1927:350）.

≡ M.coryli（Jacz.）Golovin,TrudyBot.Inst.Akad.NaukS.S.S.R.,Ser.2,Sporov.Rast,10:336,1956,

nom.illeg.,nonM.coryliHomma,1937.

≡ M.variabilisY.N.Yu,ActaMicrobiol.Sin.21（1）:9,1981（nom.nov.）,nonErysiphevariabilis（R.Y.

Zheng&G.Q.Chen）U.Braun&STakam.,2000.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ツノハシバミ，オオハシバミ，オオツノハシバミ（カバノキ科）；北米，アジア（日

本，中国，韓国，ロシア極東）

（167）ErysiphecorylopsidisShiroya&S.Takam.,Mycoscience50:410,2009

宿主および分布：ヒュウガミズキ，トサミズキ（マンサク科）；日本（固有種）

（168）Erysiphedeutziae（Bunkina）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:7,2000

≡ MicrosphaeradeutziaeBunkina,NovostiSist.Nizsh.Rast.10:80,1973［andKomarovskieChteniya

（Vladivostok）21:81,1974］.

＝ M.abeliaesensuNomura&Tanda（1979,p.157）.

宿主および分布：ウツギ，マルバウツギ（アジサイ科）；アジア（日本，韓国，ロシア極東）；ヨーロッ

パに侵入

（169）Erysiphediffusa（Cooke&Peck）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:7,2000

≡ MicrosphaeradiffusaCooke&Peck,J.Bot.,N.S.,1:13,1872.

≡ Trichocladiadiffusa（Cooke&Peck）Jacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanye

griby:313,Leningrad1927.

＝ T.diffusaf.apiosJacz.（Jaczewski1927:313）,f.desmodiiJacz.（l.c.）,f.glycyrrhizaeJacz.（l.c.:314）,f.

lespedezaeJacz.（l.c.）,f.phaseoliJacz.（l.c.）.

＝ ?MicrosphaerasophoraeGandara,Mem.Rev.Soc.Scient.A.Alzate,Mexico,26:234,1908.

宿主および分布：ダイズ，ツルマメ（マメ科）；北米，中南米，ガラパゴス諸島，アジア（日本，中国，

韓国，ベトナム，ロシア極東）

注）日本では有性世代未確認。

（170）ErysipheepigenaS.Takam.&U.Braun,Mycol.Res.111:821,2007

＝ Microsphaeraalphitoidesauct.p.p.

＝ Erysiphealphitoidesauct.p.p.

宿主および分布：クヌギ，アベマキ（ブナ科）；アジア（日本）
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（171）Erysipheerlangshanensis（Y.N.Yu）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:8,2000

≡ MicrosphaeraerlangshanensisY.N.Yu,inYu&Lai,ActaMycol.Sin.2（2）:91,1983.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.loniceraeauct.p.p.

＝ M.dipeltaeauct.p.p.

宿主および分布：ミヤマウグイスカグラ（スイカズラ科）；アジア（日本，中国，韓国，中央アジア，

ネパール，ロシア極東）

（172）ErysipheeuonymicolaU.Braun,inBraun& Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:461,2012

Anamorph:Pseudoidium euonymi-japonici（Arcang.）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualof

theErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:461,2012

≡ Oidiumleucoconiumvar.euonymi-japoniciArcang.,AttiSoc.Tosc.Sci.Nat.PisaProcessiVerbali12:108,

1900.

≡ O.euonymi-japonici（Arcang.）Sacc.,inSalmon,Ann.Mycol.3:1,1905andSacc.,Syll.Fung.18:506,

1906.

≡ Acrosporiumeuonymi-japonici（Arcang.）Sumst.,Mycologia5（2）:58,1913［as・（E.S.Salmon）Sumst.・］.

≡ Microsphaeraeuonymi-japonici（Arcang.）Hara,Bull.Agric.Soc.ShizuokaPref.282:29,1921.

≡ Uncinulaeuonymi-japonici（Arcang.）Hara,Dendropathology:22,1922.

≡ Microsphaeraeuonymi-japonici（Arcang.）Herter,Estad.Bot.Reg.Urug.,FlorulaUruguayensis,Plantes

Avasculares:33,1933.

Pseudonym:Microsphaeraeuonymi-japoniciauct.,Erysipheeuonymi-japoniciauct.

宿主および分布：マサキ（ニシキギ科）；全世界

注）日本では有性世代未確認。

（173）Erysiphefriesii（L・v.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:8,2000

（a）var.dahurica（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:8,2000

≡ Microsphaerafriesiivar.dahuricaU.Braun,Mycotaxon16（2）:420,1983.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

＝ M.friesiiauct.p.p.

宿主および分布：クロウメモドキ，コバノクロウメモドキ，クロツバラ（クロウメモドキ科）；アジア

（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（174）Erysiphehelwingiae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:9,2000

≡ MicrosphaerahelwingiaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:119,1951.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ハナイカダ（ミズキ科）；日本（固有種）

（175）ErysiphehypogenaS.Takam.&U.Braun,Mycol.Res.111:820,2007

＝ Microsphaeraalphitoidesauct.p.p.

＝ Erysiphealphitoidesauct.p.p.

宿主および分布：クヌギ，アベマキ（ブナ科）；アジア（日本）

（176）Erysiphehypophylla（Nevod.）U.Braun&Cunnington,Schlechtendalia10:92,2003

≡ MicrosphaerahypophyllaNevod.,GribySSSR1:4,1952.

＝ M.silvaticaVlasov,TrudyInst.Lesa16:160,1954.

＝ M.alphitoidesvar.kazachstanicaMatveeva,Muchnistayarosadubaimerybor・bysnejvgorakhipred

gor・jakhZailijskogoAlatauAlma-Atinskojoblasti,Thesis,Alma-Ata1953（pp.3・19）,noteffectively
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published.

≡ M.hypophyllavar.kazachstanica（Matveeva）exShvartsman,inVasyaginaetal.,Fl.Spor.Rast.

Kazakhstana3:292,1961.

宿主および分布：ミズナラ，コナラ，ミヤマナラ，オウシュウナラ（ブナ科）；アジア（日本，中国，

中央アジア）ヨーロッパ；ニュージーランドに侵入

（177）Erysipheitoana（Y.Nomura,Tanda&U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:9,

2000

≡ Microsphaeraitoana,Y.Nomura,Tanda&U.Braun,Mycotaxon25:260,1986.

宿主および分布：オケラ（キク科）；日本（固有種）

（178）Erysipheizuensis（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:9,2000

≡ MicrosphaeraizuensisY.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan25（3）:479,1984.

＝ M.alniauct.p.p.（sensuHomma1937）.

Pseudonym:M.rhododendri（Jacz.）Bunkina（sensuBunkina1979）.

宿主および分布：モチツツジ，オオムラサキ，ケラマツツジ，キリシマツツジ（ツツジ科）；アジア

（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（179）Erysiphejuglandis（Golovin）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaerajuglandisGolovin,TrudySredne-Aziatsk.Gosud.Univ.,Nov.Ser.,14,Biol.Nauk,5:8,

1950.

＝ M.penicillataf.juglandisJacz.（Jaczewski1927:356）p.p.

≡ M.juglandis（Jacz.）Golovin（1956b:347）,nom.illeg.,nonMicrosphaerajuglandisGolovin,1950.

＝ M.yamadaif.juglandisJacz.（Jaczewski1927:365）.

＝ M.himalayensisA.K.Sharma,IndianPhytopathol.39（3）:451,・1986・1987;typehost・Juglansregia

（holotype:HCIO33323）.

≡ Erysiphehimalayensis（A.K.Sharma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:9,2000.

＝M.juglandisvar.juglandisY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:55,Jodhpur2006,nom.illeg.

etinval.

≡ M.juglandisvar.pauliiHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:25,NewDelhi

2009,nom.inval.（ICBN,Art.37.6）

＝ M.yamadaiauct.p.p.

＝ M.alnivar.yamadaiauct.p.p.

＝ M.penicillatavar.yamadaiauct.p.p.

宿主および分布：シナサワグルミ，オニグルミ，テウチグルミ，サワグルミ，コーカサスサワグルミ

（クルミ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東，中央アジア，インド）

（180）Erysipheligustri（Homma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaeraligustriHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:386,1937.

＝ M.ligustriHino&Katumoto,Bull.Fac.Agric.YamagutiUniv.9:910,1958,nonM.ligustriHomma,

1937.

≡ MicrosphaerakatumotoiU.Braun,Mycotaxon15:122,1982;typehost・Ligustrumobtusifolium（holotype:

YAM 20395）.

≡ Erysiphekatumotoi（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

宿主および分布：イボタノキ，オオバイボタ，ミヤマイボタ，エゾイボタ（モクセイ科）；アジア（日

本，韓国）

（181）ErysipheloniceraeDC.,Fl.fran・.6:107,1815

（a）var.lonicerae
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≡ Alphitomorphadivaricatavar.lonicerae（DC.）Schltdl.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:49,1819.

≡ Erysibedivaricatavar.lonicerae（DC.）Link,Sp.pl.4,6（1）:113,1824.

≡ E.penicillatavar.lonicerae（DC.）Fr.,Syst.mycol.3:244,1829.

≡ Microsphaeralonicerae（DC.）G.Winter,inRabenhorst・sKrypt.-Fl.,Pilze1（2）:36,1884.

≡ Microsphaerapenicillatavar.lonicerae（DC.）W.B.Cooke,Mycologia44:572,1952.

＝ Alphitomorphapenicillatavar.caprifoliacearumWallr.,Fl.Crypt.Germ.2:754,1833p.p.

≡ Erysiphepenicillatavar.caprifoliacearum（Wallr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:236,1844,p.p.

＝ MicrosphaeradubyiL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:158,1851,nom.superfl.

宿主および分布：スイカズラ，ウグイスカグラ，ヤマウグイスカグラ（スイカズカラ科）；アジア（日

本，中国，韓国，中央アジア，ロシア極東，シベリア）

（b）var.ehrenbergii（L・v.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaeraehrenbergiiL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:155&381,1851.

≡ M.loniceraevar.ehrenbergii（L・v.）U.Braun,Mycotaxon15:127,1982.

＝ M.loniceraeauct.p.p.

宿主および分布：アカバナヒョウタンボク（スイカズカラ科）；北米，アジア（日本，中国，中央アジ

ア，ロシア極東，シベリア），コーカサス，ヨーロッパ

注）Homma15）にMicrosphaeraalniの宿主としてアカバナヒョウタンボクが上がっているが，この菌が

var.ehrenbergiiに当たるのかどうかは明らかでない。

（182）Erysiphelonicerae-ramosissimae（Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia8:33,2002

≡ Microsphaeralonicerae-ramosissimaeTanda,Mycoscience41:158,2000.

宿主および分布：コウグイスカグラ（スイカズカラ科）；日本（固有種）

（183）Erysiphemagnifica（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaeramagnificaU.Braun,Mycotaxon16（2）:418,1983.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：モクレン，コブシ（モクレン科）；北米，南米，アジア（日本，韓国）；ヨーロッパに

侵入

（184）Erysiphemagnoliae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaeramagnoliaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:120,1951.

＝ M.diffusaauct.p.p.（sensuHomma1937:398）.

宿主および分布：ホオノキ（モクレン科）；アジア（日本，韓国）

（185）Erysiphemayumi（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:10,2000

≡ MicrosphaeramayumiY.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan25:477,1984.

宿主および分布：マユミ（ニシキギ科）；日本（固有種）

（186）Erysiphemeliosmae（Tanda&Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000

≡ MicrosphaerameliosmaeTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan24:310,1983.

宿主および分布：アワブキ（アワブキ科）；日本（固有種）

（187）Erysiphemenispermi（Howe）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000

（a）var.dahurica（U.Braun&Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000

≡ Microsphaeramenispermivar.dahuricaU.Braun&Y.Nomura,Mycotaxon22（1）:88,1985.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

＝ M.menispermiauct.p.p.

宿主および分布：コウモリカズラ（ツヅラフジ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東，シベリア）

（188）Erysiphemiurae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000
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≡ MicrosphaeramiuraeU.Braun,Mycotaxon16（2）:420,1983.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.loniceraeauct.p.p.（sensuYu&Lai,1983:93）.

宿主および分布：キンギンボク，チシマヒョウタンボク，オニヒョウタンボク（スイカズラ科）；アジ

ア（日本，中国）

（189）Erysiphemiyabeana（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000

≡ MicrosphaeramiyabeanaU.Braun,Mycotaxon15:122,1982.

＝ M.penicillataf.styracisJacz.（Jaczewski1927:363）.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：エゴノキ（エゴノキ科）；日本（固有種）

（190）Erysiphemultappendicis（Z.Y.Zhao&Y.N.Yu）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,

2000

≡ MicrosphaeramultappendicisZ.Y.Zhao&Y.N.Yu,ActaMicrobiol.Sin.21（2）:146,1981.

＝ M.berberidisauct.p.p.

宿主および分布：ヒロハヘビノボラズ（メギ科）；アジア（日本，中国，インド），コーカサス（アルメニア）

（191）Erysiphenomurae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia7:8,2001

≡ MicrosphaeranomuraeU.Braun,FeddesRepert.92（7・8）:505,1981.

＝ M.divaricataauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：サワフタギ，タンナサワフタギ（ハイノキ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（192）Erysipheorixae（U.Braun&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaeraorixaeU.Braun&Tanda,Mycotaxon25:260,1986.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：コクサギ（ミカン科）；日本（固有種）

（193）Erysipheornata（U.Braun）U.Braun&S.Takam.var.ornata,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaeraornataU.Braun,Mycotaxon14（1）:370,1982.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

宿主および分布：シラカンバ（カバノキ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，中央アジア，ロシア

極東，シベリア），ウクライナ

（194）Erysiphepalczewskii（Jacz.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaerapalczewskiiJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosjanyegriby:339,

Leningrad1927.

＝ MicrosphaerasubtrichotomaU.Braun,Mycotaxon22（1）:90,1985;typehost・Robiniapseudoacacia

（holotype:herbariumofVladivostokStateUniversity;paratype:HMAS39029）.

≡ Erysiphesubtrichotoma（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:14,2000.

＝ Microsphaeracaraganaeauct.p.p.（sensuChenetal.1987）.

＝ M.sophoraeauct.p.p.（sensuTai1936:23）.

＝ M.pseudoloniceraeauct.p.p.（sensuWei1942:112）.

＝ M.robiniaeauctp.p.（sensuShin1988,2000;Bunkina1991）.

宿主および分布：ハリエンジュ（マメ科）；アジア（日本，中国，韓国，中央アジア，ロシア極東，シ

ベリア）；北米，ヨーロッパに侵入

（195）Erysiphepenicillata（Wallr.:）Fr.,Syst.mycol.3:243,1829

≡ AlphitomorphapenicillataWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:40,1819.

≡ Erysibepenicillata（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:113,1824.
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≡ Microsphaerapenicillata（Wallr.:Fr.）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:155&381,1851.

≡ Podosphaerapenicillata（Wallr.）Qu・l.,Champ.Jur.Vosg.3:106,1875.

＝ Alphitomorphapenicillataα alniWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:40,1819.

≡ Erysibepenicillatavar.alni（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:113,1824.

≡ Microsphaeraalni（Wallr.）G.Winter,inRabenhorst・sKrypt.-Fl.1（2）:38,1884.

＝ M.penicillatavar.alniCooke&Peck,J.Bot.,N.S.,1:171,1872.

＝ M.penicillataf.alniJacz.（Jaczewski1927:348）.

宿主および分布：ケヤマハンノキ，ミヤマハンノキ，ヒメヤシャブシ（カバノキ科）；北米，アジア

（日本，中国，韓国，イラン，ロシア極東，シベリア），ヨーロッパ

（196）Erysiphephyllanthi（Tanda&U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaeraphyllanthiTanda&U.Braun,Trans.Mycol.Soc.Japan26:317,1985.

宿主および分布：コバンノキ（トウダイグサ科）；日本（固有種）

（197）Erysiphepicrasmae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaerapicrasmaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:121,1951.

＝ M.penicillataf.picrasmaeJacz.（Jaczewski（1927:363）.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ニガキ（ニガキ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（198）Erysipheplatani（Howe）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaeraplataniHowe,Bull.TorreyBot.Club5:4,1874.

＝ M.penicillataf.plataniJacz.（Jaczewski1927:359）.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

宿主および分布：モミジバスズカケノキ（プラタナス）（スズカケノキ科）；北米；南アフリカ，南米，

アジア，ヨーロッパへ侵入

（199）Erysiphepseudolonicerae（E.S.Salmon）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ Microsphaeraalnivar.pseudoloniceraeE.S.Salmon,Ann.Mycol.6:4,1908.

≡ M.penicillatavar.pseudolonicerae（E.S.Salmon）Sacc.&Trott.,Syll.fung.22:24,1913.

≡ M.pseudolonicerae（E.S.Salmon）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:351,1933.

≡ M.pseudolonicerae（E.S.Salmon）Homma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:393,1937.

＝M.cocculiGolovin&Bunkina,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.NaukS.S.S.R.

14:119,1961;typehost・Cocculustrilobus.

宿主および分布：アオツヅラフジ（ツヅラフジ科）；アジア（日本，中国，台湾，韓国，ロシア極東）

（200）Erysiphepulchra（Cooke&Peck）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:12,2000

≡ MicrosphaerapulchraCooke&Peck,J.Bot.II,1:12,1872.

＝M.japonicaHenn.,Bot.Jahrb.Syst.28:271,1901;typehost・Cornusmacrophylla,Japan（lectotype:HBG,

isolectotype:K）.

≡ M.pulchravar.japonica（Henn）U.Braun,Mycotaxon15:122,1982.

＝ M.penicillataf.corniJacz.（Jaczewski1927:353）.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

宿主および分布：ヤマボウシ，アメリカヤマボウシ（ハナミズキ），ヒマラヤヤマボウシ，ハイイロミ

ズキ，ミズキ，クマノミズキ，タカネミズキ（ミズキ科）；北米，アジア（日本，韓国），ヨーロッパ

（201）ErysiphequercicolaS.Takam.&U.Braun,Mycol.Res.111:819,2007

＝ Microsphaeraalphitoidesauct.p.p.
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＝ Erysiphealphitoidesauct.p.p.

Anamorph:Pseudoidium anacardii（Noack）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:499,2012

≡ OidiumanacardiiNoack,Bol.Inst.EstadoS・oPaulo9（2）:77,1898.

＝ O.mangiferaeBerthet,Bol.Agric.（S・oPaulo）15:818,1914.

≡ Acrosporiummangiferae（Berthet）Subram.,Hyphomycetes（NewDelhi）:834,1971.

≡ Oidiumerysiphoidesf.mangiferae（Berthet）J.M.Yen&ChinC.Wang,Rev.Mycol.37（3）:138・1972・

1973.

＝ O.bixaeVi・gas,Bragantia4（1・6）:19,1944.

＝ O.erysiphoidesf.bixaeJ.M.Yen,Cah.Pacifique11:88,1967.

＝ O.erysiphoidesf.citriJ.M.Yen,Cah.Pacifique11:99,1967.

≡ O.citri（J.M.Yen）U.Braun,Zentralbl.Mikrobiol.137:323,1982.

宿主および分布：ウバメガシ，ミズナラ，コナラ，ヨーロッパナラ（ブナ科）；アジア（日本，イラン，

タイ），オーストラリア，フランス

注）ブナ科樹木以外に熱帯，亜熱帯に分布するパラゴムノキ，カシュー，カンキツ類，マンゴー，ベニ

ノキ，Acacia類に広く発生する。

（202）ErysipherobiniaeGrev.var.robiniae,Fl.edin.:460,1824

＝ MicrosphaeracaraganaeMagnus,Ber.Deutsch.Bot.Ges.17:150,1899;typehost・Caraganaarborescens

（lectotype,designatedhere:Germany,Berlin,Wannsee,Aug.1898,P.Magnus,Rehm,Ascomyc.1350,

HAL267F;isolectotypes:Rehm,Ascomyc.1350,e.g.B,PAD）.

≡ Trichocladiacaraganae（Magnus）Neger,Krypt.-Fl.MarkBrandenburg7（1）:121,1905.

＝ Erysiphepolygonif.robiniae-hispidaeNann.,RivistaPatol.Veg.,Ser.2,14（9・10）,1924;typehost・

Gliricidiasepium［＝Robiniahispida］（lectotype,designatedhere:Italy,・inhortobotanicoSenensis・,Oct.

1924,Nannizzi,BPI565340）.

＝ TrichocladiarobiniaeTschern.,Mater.Mikol.Fitopatol.5（2）:172,1926,typehost・Robiniapseudoacacia.

＝ Erysiphecommunisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

＝ Microsphaeramartiiauct.p.p.

＝ M.robiniaeauct.p.p.

宿主および分布：ハリエンジュ（ニセアカシア）（マメ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，インド，

トルコ，ロシア極東），ヨーロッパ

（203）Erysipherussellii（Clinton）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:13,2000

≡ MicrosphaerarusselliiClinton,inPeck,Rep.（Ann.）NewYorkStat.Mus.Nat.Hist.26:80,1874.

≡ Trichocladiarussellii（Clinton）Jacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:

299,Leningrad1927.

Anamorph:Pseudoidium oxalidis（McAlpine）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:502,2012

≡ OidiumoxalidisMcAlpine,Proc.Roy.Soc.Victoria,N.S.,6:219,1894.

≡ Acrosporiumoxalidis（McAlpine）Subram.,Hyphomycetes（NewDelhi）:838,1971.

宿主および分布：カタバミ，アカカタバミ，エゾタチカタバミ，ウスアカカタバミ（カタバミ科）；北

米起源，世界各地へ侵入

（204）Erysipheschizandrae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:13,2000

≡ MicrosphaeraschizandraeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:123,1951.

＝ M.penicillataf.schizandraeJacz.（Jaczewski1927:357）.
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≡ M.schizandrae（Jacz.）Golovin,TrudyBot.Inst.Akad.NaukS.S.S.R.,Ser.2,Sporov.Rast.,10:350,

1956,nom.illeg.

＝ M.paederiaeTanda,Y.Nomura&U.Braun,Mycotaxon25:262,1986;typehost・Schisandrarepanda

［notPaederia］（holotype:TUAMH0045）.

＝ M.schizandraef.brevisetaTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan33（2）:219,1992andin

Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:130,Tokyo1997;typehost・Schisandrachinensis

（holotype:TUAMH3513）.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：マツブサ，チョウセンゴミン（モクレン科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（205）Erysiphesecurinegae（F.L.Tai&C.T.Wei）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:13,2000

≡ MicrosphaerasecurinegaeF.L.Tai&C.T.Wei,Sinensia3:120,1932.

＝ M.euphorbiaeauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：ヒトツバハギ（トウダイグサ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（206）Erysipheshinanoensis（Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:14,2000

≡ MicrosphaerashinanoensisTanda,Mycoscience35:51,1994.

宿主および分布：カンボク（スイカズラ科）；アジア（日本）

（207）Erysiphesinomenii（Y.N.Yu）U.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:506,2012

≡ MicrosphaerasinomeniiY.N.Yu,ActaMicrobiol.Sin.21（1）:10,1981.

≡ Microsphaeramenispermivar.sinomenii（Y.N.Yu）U.Braun,Mycotaxon22（1）:88,1985.

≡ Erysiphemenispermivar.sinomenii（Y.N.Yu）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:11,2000.

＝M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ツヅラフジ（ツヅラフジ科）；アジア（日本，中国）

注）BraunandCook10）によると，本種は同じツヅラフジに発生するE.menispermiよりも閉子のう殻が

小さく，付属糸が少ない点で区別される。BraunandCook10）では本種の分布域に日本が記載されてい

るが，実際に日本に分布するかどうかは不明。

（208）Erysiphestaphyleae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:14,2000

≡ MicrosphaerastaphyleaeSawada,Bull.Gov.ForestExp.Sta.Meguro50:124,1951.

宿主および分布：ミツバウツギ（ミツバウツギ科）；日本（固有種）

（209）ErysiphesyringaeSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.4:270,1834

≡ Microsphaerasyringae（Schwein.）Magnus,Ber.Deutsch.Bot.Ges.16:67,1898.

＝ M.friesiivar.syringaeCooke&Peck,J.Bot.,N.S.,1:12,1872.

＝ M.syringaeJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosjanyegriby:337,Leningrad

1927,nom.illeg.,nonM.syringae（Schwein.）Magnus,1898.

≡ M.jaczewskiiU.Braun,FeddesRepert.92（7・8）:510,1981.

＝ M.fraxiniU.Braun,Mycotaxon14:372,1982,typehost・Fraxinusamericana（holotype:PH）.

＝ M.penicillataf.syringaeJacz.（Jaczewski1927:357）,f.chionanthiJacz.（l.c.）,f.forestieriJacz.（l.c.）,f.

ligustriJacz.（l.c.）.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ムラサキハシドイ（ライラック）（モクセイ科）；北米起源；ヨーロッパ，南米，アジ

アへ侵入

注）長野県以西に分布。日本での閉子のう殻形成の記録はないが，Sekoetal.41,42）に本菌発生の報告あり．

（210）Erysiphesyringae-japonicae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:14,2000

≡ Microsphaerasyringae-japonicaeU.Braun,Mycotaxon15:121,1982.
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＝MicrosphaeraacerisBunkina,KomarovskiyeChteniya（Vladivostok）21:82,1974;nonErysipheacerisDC.,

1815,typehost・Acerbarbinerve（holotype:VLA）.

≡ ErysipheacerinaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:5,2000.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ハシドイ，ムラサキハシドイ，タチハシドイ，ワタゲハシドイ，ウスゲハシドイ，ハ

ンガリーハシドイ，ウスゲシナハシドイ（モクセイ科）；アジア（イラン，日本，ロシア極東）；ヨーロッ

パへ侵入

（211）Erysiphetiliae（Eliade）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:14,2000

≡ MicrosphaeratiliaeEliade,Lucr.Gr・d.Bot.Bucure�ti1985・1986:135,1986.

宿主および分布：オオバボダイジュ（シナノキ科）；アジア（日本，韓国），ルーマニア

（212）Erysiphetrifoliorum（Wallr.）U.Braun,Mycotaxon112:175,2010

≡ AlphitomorphatrifoliorumWallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.F.,4:238,1819.

＝ ErysiphetrifoliiGrev.,Fl.edin.:459,1824;typehost・Trifoliummedium（holotype:E）.

≡ Microsphaeratrifolii（Grev.）U.Braun,NovaHedwigia34:685,1981.

＝ ErysiphelathyriGrev.,Fl.edin.:460,1824;typehost・Lathyruspratensis（holotype:E）.

＝ Erysibecommunisvar.leguminosarumLink,Sp.pl.4,6（1）:105,1824,p.p.

≡ Erysiphecommunisg.leguminosarum（Link）Fr.,Syst.mycol.3:240,1829,p.p.

＝ E.martiiL・v.（L・veill・1851:166）,nom.illeg.（superfl.）［sensuBlumer1933,1967］.

≡MicrosphaeramartiiY.S.Paul&V.K.Thakur（as・comb.nov.・）,IndianErysiphaceae:53,Jodhpur2006,

nom.inval.［sensuPaul&Thakur2006］.

≡MicrosphaerapauliiHosag.&D.K.Agarwal,PowderymildewsofIndia・checklist:25,NewDelhi2009,

nom.inval.

＝ E.martiif.acaciaeErikss.,Medd.Kongl.Landtbr.-Akad.Exp.-f・lt.1:51,1885.

＝ErysipheacaciaeErikss.,DiePilzkrankheitenderKulturgew・chse,II.Teil:224,Stuttgart1928,nom.illeg.,

nonE.acaciaeS.Blumer1926.

＝ Microsphaerabaeumleriauct.p.p.

＝ E.communisf.lotiHammarl.（Hammarlund1925:32）.

＝ E.communisf.albizzaeJacz.（Jaczewski1927:250）,f.amorphaeJacz.（l.c.:251）,f.anthyllidisJacz.（l.c.:

252）,f.coronillaeJacz.（l.c.）,f.onobrychidisJacz.（l.c.:261）,f.psoraleaeJacz.（l.c.:263）,f.securigeraeJacz.

（l.c.）.

＝ E.communisf.gueldenstaedtiae（as・gueldenstaedtii・）Bunkina,NovostiSist.Niz.Rast.10:82,1973,type

host・Gueldenstaedtiapauciflora（type:LE34544）.

＝ E.communisf.sarothamniP.D.Marchenko（Marchenko1976:274）,f.cytisiP.D.Marchenko（l.c.）.

＝ E.communisauct.p.p.

＝ E.polygoniauct.p.p.

宿主および分布：アカクローバ（ムラサキツメクサ）（マメ科）；アフリカ，北米，アジア，コーカサス，

ヨーロッパ；アルゼンチン，オーストラリア，ニュージーランドに侵入

（213）ErysiphevacciniiSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.4:270,1834

≡ Microsphaeravaccinii（Schwein.）Cooke&Peck,J.Bot.,N.S.,1:13,1872.

≡ M.alnivar.vaccinii（Schwein.）E.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club9:149,1900.

≡ Trichocladiavaccinii（Schwein.）Jacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosjanyegriby:

295,Leningrad1927.

≡ Microsphaerapenicillatavar.vaccinii（Schwein.）W.B.Cooke,Mycologia44:573,1952.

＝ Trichocladiavacciniif.andromedaeJacz.（Jaczewski1927:297）,f.epigaeaeJacz.（l.c.）,f.gaylussaciaeJacz.
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（l.c.）,f.kalmiaeJacz.（l.c.）,

f.lyoniaeJacz.（l.c.）,f.vacciniiJacz.（l.c.）.

宿主および分布：ナツハゼ（ツツジ科）；北米，アジア（日本）

（214）Erysiphevanbruntiana（Gerard）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

（a）var.vanbruntiana

≡ MicrosphaeravanbruntianaGerard,Bull.TorreyBot.Club6:31,1875.

＝ M.bidentisF.L.Tai,LingnanSci.J.18:458,1939;typehost・Sambucuschinensis（notBidens）.

＝ M.grossulariaeauct.p.p.

宿主および分布：ソクズ（スイカズラ科）；北米，アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

注）野村17）にソクズは記載されているが，閉子のう殻の記録はない。

（b）var.sambuci-racemosae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

≡ Microsphaeravanbruntianavar.sambuci-racemosaeU.Braun,Mycotaxon19:376,1984.

≡ M.sambucicolaHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:148,1901.

＝ M.grossulariaeauct.p.p.

＝ M.vanbruntianaauct.p.p.

宿主および分布：ニワトコ，エゾニワトコ，オオニワトコ（スイカズラ科）；アジア（日本，ロシア極

東，シベリア）；ヨーロッパに侵入

（215）ErysipheviburniDuby,Bot.gall.2:872,1830

≡ Microsphaeraviburni（Duby）G.Winter,inKunze,FungiSel.Exs.576,1880,nom.illeg.,nonM.viburni

Howe,1874.

≡ M.viburni（Duby）S.Blumer,Beitr.Krypt.-Fl.Schweiz7（1）:310,1933,nom.illeg.,nonM.viburni

Howe,1874.

＝ Erysiphepenicillataf.viburni-opuliFr.,Syst.mycol.3:244,1829.

≡ M.viburni-opuli（Fr.）Cif.&SousadaC・mara,Quad.Lab.Crittog.Ist.Bot.Univ.Pavia21:21,1962.

＝ ErysipheviburniSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.4:269,1834,nom.illeg.,nonE.viburniDuby1830,

typehost・Viburnumsp.

≡ MicrosphaeraviburniHowe,Bull.TorreyBot.Club5:43,1874,nom.nov.（as・（Schwein.）Howe・,based

onE.viburniSchwein.）.

＝M.sparsaHowe,inCooke&Peck,J.Bot.,N.S.,1:171,1872,typehost・Viburnumlentago（type:NYS）.

＝ Calocladiapenicillataf.viburni-opuliRostr.,inTh・m.,Mycoth.Univ.958,1881.

＝ M.viburnif.viburni-lentaginisTh・m.,Mycoth.Univ.2055,1881.

＝ M.penicillataf.viburniJacz.（Jaczewski1927:351）.

＝ M.alniauct.p.p.

＝ M.penicillataauct.p.p.

＝ M.hedwigiiauct.p.p.

宿主および分布：ガマズミ，アラゲガマズミ，ホソバガマズミ，コバノガマズミ，オトコヨウゾメ，ミ

ヤマガマズミ（スイカズラ科）；アジア，北米，ヨーロッパ；ニュージーランドに侵入

（216）Erysiphewallrothii（U.Braun&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

≡ MicrosphaerawallrothiiU.Braun&S.Tanda,Mycotaxon25:262,1986.

＝ M.alniauct.p.p.

宿主および分布：ウスノキ，オオバスノキ（ツツジ科）；日本（固有種）

（217）Erysipheweigelae-decoraeU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

≡ MicrosphaeraweigelaeY.Nomura&Tanda,inNomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:

130,Tokyo1997,nonErysipheweigelaeZ.X.Chen&S.B.Luo,1984.
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宿主および分布：ニシキウツギ（スイカズラ科）；アジア（日本）

（218）Erysipheyamadae（E.S.Salmon）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

≡ Microsphaeraalnivar.yamadae［as・yamadai・］E.S.Salmon,Ann.Mycol.6:3,1908.

≡ M.penicillatavar.yamadae（E.S.Salmon）Sacc.&Trott.,Syll.fung.22:24,1913.

≡ Microsphaerayamadae（E.S.Salmon）Syd.,Ann.Mycol.12:160,1914.

＝ M.yamadeif.hoveniaeJacz.（Jaczewski1927:365）.

宿主および分布：ケンポナシ（クロウメモドキ科）；日本（固有種）

6．1．3．Erysiphesect.Typhulochaeta

Erysiphesect.Typhulochaeta（S.Ito&Hara）U.Braun,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:522,2012

≡ TyphulochaetaS.Ito&Hara,Bot.Mag.Tokyo29:20,1915.

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Uncinulaauct.p.p.

Typespecies:TyphulochaetajaponicaS.Ito&Hara.

（219）Erysiphejaponica（S.Ito&Hara）C.T.Wei,NankingJ.11（3）:105,1942

≡ TyphulochaetajaponicaS.Ito&Hara,Bot.Mag.Tokyo29:20,1915.

宿主および分布：コナラ，ミズナラ，ナラガシワ（ブナ科），トネリコ（モクセイ科）；アジア（日本，

中国，韓国）

6．1．4．Erysiphesect.Uncinula

Erysiphesect.Uncinula（L・v.）deBary,Abh.Senkenb.Naturf.Ges.7:412,1870［alsoBeitr.Morph.

Physiol.

Pilze1（3）:52,1870andHedwigia10:70,1870］

≡ UncinulaL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:151,133,1851.

≡ Erysiphesect.UncinulaU.Braun&Shishkoff,inBraun&Takamatsu,Schlechtendalia4:4,2000.

＝UncinuliellaR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.19（3）:283;1979;typespecies・Uncinuliella

simulans.

＝ BulbouncinulaR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.19（4）:376;1979;typespecies・

Bulbouncinulabulbosa.

＝ FurcouncinulaZ.X.Chen,ActaMycol.Sin.1（1）:11,1982;typespecies・Furcouncinulawuyiensis.

＝ Erysipheauct.p.p.

＝ Alphitomorphaauct.p.p.

Typespecies（lectotype）:ErysipheulmiCastagne（＝ErysiphebivonaeTul.&C.Tul.,≡ Uncinulaclandestina

（Biv.）J.Schr・t.）.

（220）Erysipheactinidiae（MiyabeexJacz.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

（a）var.actinidiae

≡ UncinulaactinidiaeMiyabeexJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:

369,Leningrad1927.

＝ U.necatorvar.actinidiaeHara,J.ForestAss.Japan395:63,1915.

＝ U.necatorauct.p.p.（sensuSalmon1900）.

＝ U.actinidiaeMiyabe,inherb.

宿主および分布：マタタビ，ミヤママタタビ，サルナシ（マタタビ科）；アジア（日本，中国，韓国，

ロシア極東）
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（b）var.argutae（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:15,2000

≡Uncinulaactinidiaevar.argutaeY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:82・83,Tokyo

1997.

≡ Uncinulaactinidiaevar.argutaeY.Nomura,ErysiphaceaeofJapan:150,1992,publishedbytheauthor

（butnoteffectively）.

宿主および分布：マタタビ，サルナシ（マタタビ科）；アジア（日本）

（221）Erysipheadunca（Wallr.:）Fr.,Syst.mycol.3:245,1829

（a）var.adunca

≡ Alphitomorphaadunca［α］Wallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:37,1819.

≡ Erysibeadunca（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:111,1824.

≡ Uncinulaadunca（Wallr.:Fr.）L・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:151,1851.

＝ ErysiphepopuliDC.,Fl.fran・.6:104,1815;typehost・Populussp.

≡ Alphitomorphapopuli（DC.）Wallr.,Ann.WetterauischenGes.GesammteNaturk.,N.S.,4:236,1819.

≡ Erysibeaduncavar.populi（DC.）Link,Sp.pl.4,6（1）:111,1824.

≡ Erysipheaduncaa.populi（DC.）Fr.,Syst.mycol.3:245,1829.

＝ ErysiphesalicisDC.,Fl.fran・.2:273,1805;typehost・Salixdaphnoides.

≡ Alphitomorphaguttataε salicis（DC.）Wallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:42,1819.

≡ Erysipheaduncab.salicis（DC.）Fr.,Syst.mycol.3:245,1829.

≡ Uncinulasalicis（DC.）G.Winter,inRabenh.,Krypt.-Fl.1,2:40,1884.

＝ AlphitomorphaobtusataSchltdl.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1:50,1819;typehost・Salixsp.

≡ Erysibeobtusata（Schltdl.）Link,Sp.Pl.4,6（1）:117,1824.

＝ UncinulaluculentaHowe,J.Bot.,N.S.,1:170,1872;typehost・Populussp.

＝ U.heliciformisHowe,Bull.TorreyBot.Club5:4,1874;typehost・Populusbalsamifera.

＝ U.aduncaf.populorum（Rabenh.）Rabenh.,FungiEur.Exs.2317,1876.

＝ ErysiphepopuliPat.,J.Bot.（Desvaux）2:217,1888;typehost・Populustremula.

＝UncinulacolumbianiSelby,Bull.OhioAgric.Exp.Sta.（Tech.Ser.）1:221,1893;typehost・・Scutellaria・

（dislodgedbywindorhostmisidentified）.

＝ U.conidiigenaCocc.,Mem.R.Accad.Sci.Bologna,Ser.V,10:235,1904;typehost・Populustremula.

＝ U.salicisvar.epilobiiVestergr.,Bot.Not.1897:256,1897;typehost・・Epilobium・（probablydislodged

bywindorhostmisidentified）.

＝ U.salicisf.salicisJacz.（Jaczewski1927:385）.

＝ U.salicisf.choseniaeBunkina（1967:176）.

＝ U.longisporaR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.17（3）:204,1977;typehost・Populus

maximowiczii（holotype:HMAS36495）.

＝ U.tenuitunicataR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.21（3）:305,1981;typehost・Populus

nigra（holotype:HMAS37695）.

＝ U.longisporavar.minorR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.21（3）:306,1981;typehost・

Populusdavidiana（holotype:HMAS37207）.

宿主および分布：バッコヤナギ，カワヤナギ，ネコヤナギ，オノエヤナギ（ヤナギ科）；北米，アジア，

ヨーロッパ

（b）var.salicis-gracilistylae（Homma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:16,2000

≡Uncinulasalicis-gracilistylaeHomma（as・salici-gracilistylae・）,Trans.SapporoNat.Hist.Soc.11（3）:173,

1930.

≡ U.aduncavar.salicis-gracilistylae（Homma）U.Braun,Mycotaxon15:147,1982.
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宿主および分布：カワヤナギ，ネコヤナギ（ヤナギ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（222）Erysipheamanoi（Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:16,2000

≡ UncinulaamanoiY.Nomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:69,Tokyo1997.

≡UncinulaamanoiY.Nomura,ErysiphaceaeofJapan:126,1992,publishedbytheauthor（noteffectively

published）.

≡Uncinulamiyabeivar.hermaphroditicaTanda&Y.Nomura,J.Agric.Sci（Tokyo）39（2）:122,1994;type

hosts・Alnuspendula（holotype:TUAMH3453;paratypes:HAL905F,TUAMH3467）.

＝ Erysiphepisiauct.p.p.（Homma1937:322）.

＝ E.aquilegiaeauct.p.p.（Homma1937:330）.

宿主および分布：ヒメヤシャブシ（カバノキ科）；アジア（日本）

（223）Erysipheaphananthes（Jacz.）U.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:540,2012

≡ UncinulaaphananthesJacz.,Karmannyopredelitel・gribov.Vyp.2.Muchnisto-rosyanyegriby:389,

Leningrad1927.

＝U.kusanoivar.aphananthesU.Braun,Mycotaxon15:144,1982;typehost・Aphanantheaspera（holotype:

SAPA）.

≡ Erysiphekusanoivar.aphananthes（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:20,2000.

＝ Uncinulaclintoniiauct.p.p.

宿主および分布：ムクノキ（ニレ科）；日本（固有種）

（224）ErysiphearcuataU.Braun,S.Takam.&Heluta,Schlechtendalia16:99,2007

≡ ErysiphearcuataU.Braun,S.Takam.&Heluta,Mycol.Progr.5:150,2006,nom.inval.

Anamorph:Oidium carpiniFoitzik,inBraun,Thepowderymildews（Erysiphales）ofEurope:222,Jena

1995.

宿主および分布：イヌシデ（カバノキ科）；アジア（日本，イラン），アルメニア，ヨーロッパ

（225）Erysipheaustraliana（McAlp.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:17,2000

≡ UncinulaaustralianaMcAlp.,Proc.Linn.Soc.NewSouthWales24:302,1899.

≡ Uncinuliellaaustraliana（McAlp.）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaBot.Yunnanica4（4）:364,1982.

＝ UncinulalagerstroemiaeMiyabe,inherb.

宿主および分布：サルスベリ，シマサルスベリ（ミソハギ科）；南アフリカ，北米，南米，アジア，オー

ストラリア，ヨーロッパ

（226）ErysiphebetulinaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:17,2000

≡ UncinulabetulaeHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:362,1937,nonErysiphebetulaeDC.,

1815.

＝U.betulaeGolovin&Bunkina,Bot.Mater.Otd.Sporov.Rast.Bot.InstKomarovaAkad.NaukS.S.S.R.

14:116,1961,nom.illeg.;typehost・Betulaovalifolia.

＝ U.salicisauct.p.p.

宿主および分布：シラカンバ，アカカンバ，ダケカンバ，ウダイカンバ，ミズメ（カバノキ科）；アジ

ア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（227）Erysiphebifurcata（Homma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:17,2000

≡ UncinulabifurcataHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:349,1937.

宿主および分布：コナラ（ブナ科）；日本（固有種）

（228）Erysiphebuckleyae（Y.Nomura&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:17,2000

≡ UncinulabuckleyaeY.Nomura&Tanda,Trans.Mycol.Soc.Japan26:120,1985.

＝ Erysipheheracleiauct.p.p.（sensuTandaetal.1973:125）.
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宿主および分布：ツクバネ（ビャクダン科）；日本（固有種）

（229）Erysiphecarpinicola（Hara）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:17,2000

≡ Uncinulageniculatavar.carpinicolaHara,J.ForestAss.Japan382:62,1915.

≡ Uncinulacarpinicola（Hara）Hara,Dendropathology:16,1923.

≡ Uncinuliellacarpinicola（Hara）Z.X.Chen,inChen&Yao,PowderymildewsinFujian,Fuzhou,China:

58,1993.

宿主および分布：クマシデ（カバノキ科）；日本（固有種）

（230）Erysiphecarpini-cordatae（Tanda&Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,inBraun&Cook,

TaxonomicmanualoftheErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:548,2012

≡ Uncinulacarpini-cordataeTanda&Y.Nomura,J.Agric.Sci.（Tokyo）39（2）:117,1994.

＝UncinulapseudocarpinicolaY.Nomura&Tanda,inNomura,ErysiphaceaeofJapan:139,1992,published

bytheauthor（noteffectivelypublished）.

≡ UncinulapseudocarpinicolaY.Nomura&Tanda,inNomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeof

Japan:73,Tokyo1997;typehost・Carpinuscordata（holotype:YNMH5504［herb.Nomura,nowTNS,

butnotyetwithaccessionnumber］）.

≡ Erysiphepseudocarpinicola（Y.Nomura&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:23,2000.

宿主および分布：サワシバ（カバノキ科）；アジア（日本，ロシア極東）

（231）Erysiphecarpini-laxifloraeU.Braun,S.Takam.&Heluta,Schlechtendalia16:99,2007

≡ Erysiphecarpini-laxifloraeU.Braun,S.Takam.&Heluta,Mycol.Progr.5:149,2006,nom.inval.

宿主および分布：アカシデ（カバノキ科）；アジア（日本，中国，韓国）

（232）Erysiphecedrelae（F.L.Tai）U.Braun&S.Takam.var.cedrelae,Schlechtendalia4:17,2000

≡ UncinulacedrelaeF.L.Tai,Bull.ChineseBot.Soc.2:20,1936.

≡ U.delavayivar.cedrelae（F.L.Tai）F.L.Tai,Bull.TorreyBot.Club73:120,1946.

＝ U.delavayiauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：チャンチン（センダン科）；アジア（日本，中国，韓国）

（233）Erysipheclintoniopsis（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:18,

2000

≡ UncinulaclintoniopsisR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.17（4）:289,1977.

＝ U.clintoniiauct.p.p.

宿主および分布：アオギリ（アオギリ科）；アジア（日本，中国）

（234）ErysiphefraxinicolaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:19,2000

≡ UncinulafraxiniMiyabe,inSalmon,Mem.TorreyBot.Club9:119,1900,nonE.fraxiniDC.,1805.

宿主および分布：トネリコ，アオダモ，ヤチダモ，マルバアオダモ，ヤマトアオダモ，シオジ（モクセ

イ科）；アジア（日本，中国，韓国，ロシア極東）

（235）Erysiphehydrangeae（Z.X.Chen&R.X.Gao）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:20,2000

≡ UncinulahydrangeaeZ.X.Chen&R.X.Gao,ActaMycol.Sin.3（2）:78,1984.

＝UncinulahydrangeaeY.Nomura&Tanda,Trans.Mycol.Soc.Japan26:118,1985,nom.illeg.（homonym）

;typehost・Hydrangeapaniculata.

宿主および分布：ノリウツギ（アジサイ科）；アジア（日本，中国）

（236）Erysiphekusanoi（Syd.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:20,2000

≡ UncinulakusanoiSyd.,M・m.Herb.Boissier4:4,1900.

＝ U.clintoniiauct.p.p.（sensuSalmon1900p.p.）.

＝ U.miyabeiauct.p.p.（sensuTai&Wei1932,onHemiptelea）.

宿主および分布：エノキ（ニレ科）；アジア（日本，中国，台湾，韓国，インド）
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（237）Erysiphelata（Y.Nomura&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulalataY.Nomura,ErysiphaceaeofJapan:132,1992,publishedbytheauthor（noteffectively

published）.

≡UncinulalataY.Nomura&Tanda,inNomura,TaxonomicalstudyofErysiphaceaeofJapan:73,Tokyo

1997.

宿主および分布：ニシキウツギ（スイカズラ科）；アジア（日本）

（238）Erysipheliquidambaris（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）U.Braun&S.Takam.var.liquidambaris,

Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulaliquidambarisR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.18（1）:12,1978.

≡ Uncinuliellaliquidambaris（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）R.Y.Zheng,G.Q.Chen&Z.X.Chen,Acta

Mycol.Sin.4（3）:145,1985

＝ Uncinulaverniciferaeauct.p.p.（sensuTai&Wei1932,Tai1935）.

宿主および分布：フウ，モミジバフウ（マンサク科）；アジア（日本，中国）

（239）Erysipheljubarskii（Golovin）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

（a）var.ljubarskii

≡ UncinulaljubarskiiGolovin,Bot.Mat.Otd.Sporov.Rast.Bot.Inst.KomarovaAkad.NaukS.S.S.R.8:

92,1952.

≡Uncinuliellaljubarski（Golovin）Z.X.Chen,inChen&Yao,PowderymildewsinFujian,Fuzhou,China:

60,1993.

宿主および分布：イロハモミジ，オオイタヤメイゲツ，ハウチワカエデ，ヤマモミジ（カエデ科）；ア

ジア（日本，中国，ロシア極東）

（b）var.aduncoides（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulaaduncoidesR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.17（3）:192,1977.

≡ U.ljubarskiivar.aduncoides（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMycol.Sin.4

（3）:144,1985.

≡ Uncinuliellaljubarskivar.aduncoides（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）Z.X.Chen,inChen&Yao,Powdery

mildewsinFujian,Fuzhou,China:60,1993.

＝ U.sinensisauct.p.p.（sensuTai&Wei1932,Tai1939）.

宿主および分布：トウカエデ，オオイタヤメイゲツ（カエデ科）；アジア（日本，中国）

（240）Erysiphemandshurica（Miura）U.Braun,inBraun& Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:569,2012

≡ UncinulamandshuricaMiura,Fl.ManchuriaEastMongoliaIII,Crypt.,Fungi:127,S.Manchuria

RailwayCo.1930.

≡ Uncinulaaduncavar.mandshurica（Miura）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.17（3）:200,

1977.

≡ Erysipheaduncavar.mandshurica（Miura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:16,2000.

＝ U.salicisauct.p.p.

＝ U.aduncaauct.p.p.

宿主および分布：ドロヤマギ，ヤマナラシ，エゾノバッコヤナギ，イヌコリヤナギ，コリヤナギ，エゾ

ノキヌヤナギ，エゾヤナギ（ヤナギ科）；アジア（日本，中国）

（241）Erysiphematsunamiana（Y.Nomura,Tanda& U.Braun）U.Braun& S.Takam.,

Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulamatsunamianaY.Nomura,Tanda&U.Braun,Mycotaxon25:264,1986.

宿主および分布：ヤマハゼ（ウルシ科）；アジア（日本）

67



高 松 進

（242）Erysiphemiyabei（E.S.Salmon）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

≡ Uncinulasalicisvar.miyabeiE.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club9:88,1900.

≡ U.miyabei（E.S.Salmon）E.S.Salmon,Bull.TorreyBot.Club29:97,1902.

≡ U.miyabei（E.S.Salmon）Sacc.&Syd.,inSacc.,Syll.Fung.16:401,1902.

＝Uncinulamiyabeivar.alnicolaY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:61,Jodhpur2006,nom.inval.

（ICBN,Art.37.5）;typehost・Alnusnitida（type:HerbariumoftheDepartmentofPlantPathology,

C.S.K.HimachalPradeshKrishiVishvavidyalaya,Palampur,India,DPDH-328）.

Anamorph:Oidium betulacearum Hosag.&Monahan,J.Econ.Tax.Bot.14（3）:617,1990.

宿主および分布：ハンノキ，カワラハンノキ，ミヤマカワラハンノキ，タニガワハンノキ，ケヤマハン

ノキ，ヤマハンノキ，エゾハンノキ，ヤハズハンノキ，サクラバハンノキ，ヤシャブシ，ヒメヤシャブ

シ，オオバヤシャブシ（カバノキ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド，ロシア極東）

（243）Erysiphemori（Miyake）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulamoriMiyake,Bot.Mag.Tokyo21:1,1907.

＝Uncinulamorivar.moricolaY.S.Paul&V.K.Thakur,IndianErysiphaceae:59,Jodhpur2006,nom.inval

.（ICBN,Art.37.5）;typehost・Morusserrata（holotype:DPDH-318）.

宿主および分布：トウグワ，ヤマグワ，ケグワ（クワ科）；アジア，ヨーロッパ

（244）ErysiphenecatorSchwein.,Trans.Amer.Philos.Soc.II,4:270,1834

（a）var.necator

≡ Uncinulanecator（Schwein.）Burrill,inEllis&Everh.,NorthAmer.Pyrenomyc.:15,1892.

＝ ErysiphetuckeriBerk.,J.Hort.Soc.London9:66,1855;typehost・Vitissp.

＝ Sphaerothecacastagneivar.vitisFuckel,Jahrb.NassauischenVereinsNaturk.23・24:79,・1869・1870.

＝ UncinulaamericanaHowe,J.Bot.,N.S.,1:170,1872;typehost・Vitiscordifolia.

＝ U.spiralisBerk.&M.A.Curtis,Grevillea4:159,1876;typehost・Vitissp.

＝ U.spiralisvar.racemosumTh・m.,PilzedesWeinst.:12,1878;typehost・Vitislabrusca.

Anamorph:Oidium tuckeriBerk.,Gard.Chron.7:779,1847.

≡ Acrosporiumtuckeri（Berk.）Sumst.,Mycologia5:58,1913.

≡ A.tuckeri（Berk.）Subram.,Hyphomycetes（NewDelhi）:840,1971.

≡ Pseudoidiumtuckeri（Berk.）Y.S.Paul&J.N.Kapoor,IndianPhytopathol.38（4）:763,1986,nom.inval.

宿主および分布：ブドウ，ヤマブドウ，エビヅル，サンカクヅル（ブドウ科）；全世界

（b）var.ampelopsidis（Peck）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:22,2000

≡ UncinulaampelopsidisPeck,Trans.AlbanyInst.7:216,1872.

≡ Uncinulanecatorvar.ampelopsidis（Peck）U.Braun,Mycotaxon16（2）:427,1983.

＝ U.subfuscaBerk.&M.A.Curtis,Grevillea4:160,1876;typehost・Parthenocissussp.

＝ U.necatorauct.p.p.

宿主および分布：ノブドウ（ブドウ科）；北米，アジア（日本）

（245）Erysiphenishidana（Homma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:21,2000

≡ UncinulanishidanaHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:367,1937.

＝ErysipheperiyarensisT.S.Ramakr.,Proc.IndianAcad.Sci.,B,62（1）:33,1965;typehost・Sterculiavillosa

（holotype:HCIO27571）.

＝ U.sterculiaeYadav,IndianPhytopathol.16:164,1963;typehost・Sterculiasp.（holotype:IMI96247）.

宿主および分布：アオギリ，ケナシアオギリ（アオギリ科）；アジア（日本，中国，インド）

（246）Erysipheoleosa（R.Y.Zheng&G.Q.Chen）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:22,2000

（a）var.oleosa

≡ UncinulaoleosaR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.17（4）:290,1977.
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＝ U.miyabeiauct.p.p.

＝ U.clintoniiauct.p.p.

宿主および分布：シナノキ（シナノキ科）；アジア（日本，中国，ロシア極東）

（b）var.zhengii（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:22,2000

≡ Uncinulaoleosavar.zhengiiU.Braun,Mycotaxon16（2）:427,1983.

宿主および分布：ボダイジュ，オオバボダイジュ，モイワボダイジュ，ヨウシュボダイジュ，フユボダ

イジュ（シナノキ科）；日本（固有種）

（247）ErysiphepicrasmicolaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia8:33,2002

≡ UncinulapicrasmaeHomma,J.Fac.Agric.HokkaidoImp.Univ.38:353,1937.

≡ Erysiphepicrasmae（Homma）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:22,2000,nom.illeg.,nonE.

picrasmae（Sawada）U.Braun&S.Takam.,2000.

宿主および分布：ニガキ（ニガキ科）；アジア（日本，中国）

（248）Erysiphesalmonii（Syd.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:23,2000

≡ UncinulasalmoniiSyd.,Ann.Mycol.11:114,1913.

＝ U.sengokuiunnamedforma（Salmon,Ann.Mycol.3:253,1905）.

宿主および分布：アオダモ，マルバアオダモ，ヤマトアオダモ，ミヤマアオダモ，アラゲアオダモ，ヤ

チダモ，トネリコ（モクセイ科）；アジア（日本，中国）

（249）Erysipheschizophragmatis（Tanda&Y.Nomura）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:23,

2000

≡ UncinulaschizophragmatisTanda&Y.Nomura,Trans.Mycol.Soc.Japan33（2）:212,1992［andin

Nomura,TaxonomicalstudyoftheErysiphaceaeofJapan:84,Tokyo1997］.

≡UncinulaschizophragmatisTanda&Y.Nomura,inNomura,ErysiphaceaeofJapan:153,1992,published

bytheauthor（noteffectivelypublished）.

宿主および分布：イワガラミ，ツルアジアイ（アジサイ科）；アジア（日本）

（250）Erysiphesengokui（E.S.Salmon）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:23,2000

≡ UncinulasengokuiE.S.Salmon,Mem.TorreyBot.Club9:120,1900.

宿主および分布：ツルウメモドキ，イヌツルウメモドキ，オニツルウメモドキ（ニシキギ科）；アジア

（日本，中国，韓国）

（251）Erysiphesimulans（E.S.Salmon）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:23,2000

（a）var.simulans

≡ UncinulasimulansE.S.Salmon,Ann.Mycol.6:2,1908.

≡ Uncinuliellasimulans（E.S.Salmon）R.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.19（3）:286,1979.

Anamorph:Oidium rosae-indicaeSawada,Bull.Dept.Agric.Gov.Res.Inst.Formosa61:82,1933.

宿主および分布：ノイバラ，カラフトイバラ（バラ科）；アジア（日本，韓国）

（b）var.tandae（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:24,2000

≡ Uncinuliellasimulansvar.tandaeU.Braun,Mycotaxon22（1）:92,1985.

≡ UncinuliellarosaeR.Y.Zheng&G.Q.Chen,ActaMicrobiol.Sin.19（3）:284,1979.

宿主および分布：ノイバラ（バラ科）；アジア（日本）

（252）Erysiphetogashiana（U.Braun）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:24,2000

（a）var.togashiana

≡ UncinulatogashianaU.Braun,Mycotaxon15:141,1982.

＝ U.geniculataauct.p.p.（sensuHomma1937）.

宿主および分布：ハクウンボク（エゴノキ科）；アジア（日本，韓国）

（b）var.rigida（U.Braun&Tanda）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:24,2000
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≡ Uncinulatogashianavar.rigidaU.Braun&Tanda,Mycotaxon22（1）:92,1985.

宿主および分布：オオバアサガラ（エゴノキ科）；日本（固有種）

（253）ErysipheulmiCastagnevar.ulmi,Cat.pl.Marseille:492,1845

＝ ErysipheclandestinaBiv.,Stirp.rar.Sicilia3:20,1815,nonE.clandestina（Wallr.:Fr.）Link1824

（sanctionedname）;typehost・Ulmuscampestris［lectotype（designatedbyBraun1987）:Bivona-

Bernardi（1915:Pl.4,Fig.4）］.

≡ UncinulabivonaeL・v.,Ann.Sci.Nat.,Bot.,S・r.3,15:151,1851,nom.illeg.（nom.superfl.）.

≡ U.clandestina（Biv.）J.Schr・t.,PilzeSchles.2:245,1893.

≡ ErysiphebivonaeTul.&C.Tul.,Select.fung.carpol.1:200,1861.

≡ ErysiphebivonaeU.Braun&Minnis,Schlechtendalia17:56,2008,nom.illeg.,nonE.bivonaeTul.,1861.

＝ AlphitomorphaaduncaγulmorumWallr.,Verh.Ges.Naturf.FreundeBerlin1（1）:37,1819.

≡ Erysibeaduncavar.ulmorum（Wallr.）Link,Sp.pl.4,6（1）:112,1824.

≡ Erysipheaduncab.ulmorum（Wallr.）Rabenh.,Deutschl.Krypt.-Fl.1:236,1844.

＝ U.clandestinaf.japonicaHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:149,1901.

宿主および分布：アキニレ，ハルニレ，オヒョウ，コブニレ（ニレ科）；アフリカ（アルジェリア），ア

ジア，コーカサス（アルメニア），ヨーロッパ

（254）Erysipheverniciferae（Henn.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:24,2000

≡ UncinulaverniciferaeHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:149,1901.

＝ Uncinulaverniciferaevar.shennongjianaG.Q.Chen&R.Y.Zheng,FungiandLichensofShennongjian,

MycologicalandLichenologicalExpeditiontoShennongjian:90,1989;typehosts・Cotinuscoggyria

（holotype:HMAS54797）.

宿主および分布：ハゼノキ，ヤマハゼ，ウルシ，ヤマウルシ，ツタウルシ，ヌルデ，ケムリノキ（ウル

シ科）；アジア（日本，中国，韓国，インド）

（255）ErysipheviburnicolaU.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:25,2000

≡ UncinulaviburniY.Nomura,Tanda&U.Braun,Mycotaxon25:264,1986,nonE.viburniDuby,1830.

宿主および分布：ガマズミ，コバノガマズミ（スイカズラ科）；日本（固有種）

（256）ErysiphewadaeS.Takam.&Y.Sato,Mycoscience44（3）:166,2003

宿主および分布：ブナ（ブナ科）；アジア（日本）

（257）Erysiphezelkowae（Henn.）U.Braun,inBraun&Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:595,2012

≡ UncinulazelkowaeHenn.,Bot.Jahrb.Syst.29:149,1901.

≡ Uncinulakusanoivar.zelkowae（Henn.）U.Braun,Mycotaxon15:143,1982.

≡ Erysiphekusanoivar.zelkowae（Henn.）U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:20,2000.

＝ U.clintoniiauct.p.p.

宿主および分布：ケヤキ（ニレ科）；アジア（日本，中国，韓国）

6．1．5．Pseudoidium（Erysipheanamorphs）

（258）Pseudoidium cinnamomi（Sawada）U.Braun& R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:601,2012

≡ ErysiphecinnamomiSawada,Rep.Dept.Agric.Gov.Inst.Formosa19:144,1919,nom.anamorph.

＝ Oidiumerysiphoidesf.cinnamomiJ.M.Yen,Cah.Pacifique11:96,1967.

≡ Oidiumcinnamomi（J.M.Yen）U.Braun,Mycotaxon25:266,1986.

宿主および分布：クスノキ（クスノキ科）；アジア（日本，台湾）

（259）Pseudoidium cinnamomi-japonici（U.Braun）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualof
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theErysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:602,2012

≡ Oidiumcinnamomi-japoniciU.Braun,Mycotaxon25:266,1986.

宿主および分布：ヤブニッケイ（クスノキ科）；アジア（日本）

（260）Pseudoidium cyclaminis（Wenzl）U.Braun& R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:604,2012

≡ OidiumcyclaminisWenzl,Z.Pflanzenkr.49:567,1939.

宿主および分布：シクラメン（サクラソウ科）；アジア（日本），ヨーロッパ

（261）Pseudoidium hortensiae（J・rst.）U.Braun&R.T.A.Cook,TaxonomicmanualoftheErysiphales

（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:606,2012

≡ OidiumhortensiaeJ・rst.,Skr.NorskeVidensk.-Akad.Oslo,I.Mat.-Naturvidensk.Kl.,1925,10:106,

1926.

Pseudonym:MicrosphaerapolonicaSiem.

宿主および分布：アジサイ（アジサイ科）；全世界

（262）Pseudoidium neolycopersici（L.Kiss）L.Kiss,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:612,2012

≡ OidiumneolycopersiciL.Kiss,Mycol.Res.105（6）:612,2012.

Pseudonym:Oidiumlycopersici［・lycopersicum・］auct.（e.g.Nordeloos&Loerakker1989,Braun1995）.

宿主および分布：トマト（ナス科）；全世界

（263）Pseudoidium nyctaginacearum（Hosag.）U.Braun&R.T.A.Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:613,2012

≡ OidiumnyctaginacearumHosag.,IndianPhytopathol.43:217,1990.

宿主および分布：オシロイバナ（オシロイバナ科）；アフリカ（カナリー諸島），北米，アジア（日本，

中国，インド，インドネシア，スリランカ）

（264）Pseudoidium pedaliacearum（H.D.Shin）H.D.Shin,inBraun&Cook,Taxonomicmanualofthe

Erysiphales（powderymildews）,CBSBiodiversitySeriesNo.11:615,2012

≡ OidiumpedaliacearumH.D.Shin,Schlechtendalia17:45,2008.

≡ O.sesamiH.D.Shin,KoreanJ.Pl.Pathol.6（1）:9,1990,nom.inval.（ICBN,Art.37.6）,nonO.sesami

（Y.S.Paul&J.N.Kapoor）Hosag.,Vijay.,Udaiyan&Manian,1993.

宿主および分布：ゴマ（ゴマ科）；アジア（日本，中国，韓国），ヨーロッパ（ドイツ）

（auct.:auctor著者;nom.illeg.:nomenillegitimum非合法名;nom.inval.:nomeninvalidum非正当名;nom.

nud.:nomennudum裸名;nom.superfl.:nomensuperfluum不要名;p.p.:proparte一部）
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和文要約

2012年に発行されるBraunandCookの新しいモノグラフによってうどんこ病菌の分類体系が属およ

び種レベルで改訂される。この改訂に従って日本産うどんこ病菌の学名も書き換える必要がある。その

資料とするため，本論文において，分類体系改訂の概要を述べるとともに，日本産うどんこ病菌の新旧

学名対照表を示した。11の完全世代属と264種15変種を日本産うどんこ病菌としてリストアップした。
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